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さあ、家族の待つ家に帰ろう。

可愛い子供たちと、私を愛してくれるあなたのいる家に。




そこにあるのはきっと、なんということもない、ただの愛しい幸福だ。
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かりそめ夫婦の育神日誌



～神様双子、育てます～
















プロローグ







　トントンと、卵をボウルの端で叩いて、パカリと割って入れる。

「やった、成功！」

　たったこれだけの作業も、みずほはつい最近までうまくいかず、力加減を間違ってぐしゃりと潰したり、殻を誤って混入させたりしていた。

　それでも今はなんとか、丸い黄身がきれいにこんにちはしている。

「ええっと、塩を少々と粉チーズを入れて……」

　しかしながら、お料理にも若干慣れてきたとはいえ、まだまだレシピ本は手離せない。対面キッチンのシンクの横に、『簡単ラクラク！　新米ママの幼児食ブック』を開いて、みずほは真剣な目で作りかたを追っていく。

　チーンと、そこで背後の棚にある電子レンジが鳴った。ツナとマヨネーズを食パンにのせて焼いた、ツナマヨトーストができあがったらしい。

　そのタイミングでトタトタと、可愛らしい足音が近付いてきた。

「まぁま、おはよ」

「おはよう、フウ。今日もちゃんと起きられて、あいさつもできてえらいね」

　フウと呼ばれた二、三歳児くらいの女の子は、黄緑色の目をこすりながら頷く。

　フウこと風ふう子こはパジャマ姿のまま、灰色の髪をふわふわさせながら、みずほの足にくっついた。

「ごあん、じゅうび、てつだう？」

「あ、朝ごはんの準備手伝ってくれるの？　その前におトイレは？　おしっこは大丈夫？」

「らいじょーぶ」

「じゃあ机の上、布巾で拭き拭きしてもらおうかな」

「あい」

　風子がいいお返事をしたかと思えば、キッチンカウンターに置かれていた布巾は空中にふわりと浮きあがり、そのまま風子の手元までやってきた。

「ふわふわのー♪　ちっぽはー♪」

　難なく布巾をキャッチした風子は、お気に入り教育アニメのＯＰソングを口ずさみながら、ダイニングテーブルを拭きに行く。

　無機物が空を飛ぶくらいは慣れた光景なので、みずほもなにも言わず、レシピ本に意識を戻す。だが次いで聞こえたのは、ゴロゴロピシャーン！　という激しい落雷のような音だ。

　外は小鳥がチチチッと鳴き、青空が広がるいいお天気。激しい音の発信源はこの家の中である。

「あー……またやっちゃったか」

　みずほは苦笑する。

　すると程なくして今度は、白銀の髪の美丈夫が顔を出した。

　スラリとした肢体にスーツを着こなす彼は、みずほに近付くと、ほぼノーモーションからチュッと彼女の髪に唇を落とす。それから極上の笑みで「おはよう、俺の嫁」などとのたまわった。

　みずほはブワッと顔を赤らめて、ボウルから手を離しかける。

「す、水すい明めい！　おはようのキスはやめてって言ったのに……心臓に悪いってば！」

「俺もやめるのはやめないと言ったはずだ。新婚の夫婦はこうするものだと教わっている」

「だからそれ、間違った知識だよ……」

　力なく咎とがめても水明は意に介さず、「そんなことより」と、腕に抱えていたシーツを軽く広げてみせた。そこには大きな染みができてしまっている。

「ライがまたおねしょをしたぞ。ついでにそのショックで放電もした。なかなか治らないものだな」

　頬に熱を残しながら、みずほもシーツを前に唸うなる。

「難しいよね、こればっかりは……。でも、おねしょの改善は個人差があるって聞いたし、焦らない方がいいかなって」

「貴様は焦るとロクなことにならないからな。ライはパンツだけ替えさせたぞ。服は自分で着ると言い張るから、今やらせている」

「えっ？　でも、そばにはついてあげていた方が……」

「……『パパはあっち行っていて』と、追い払われたんだ」

　秀麗な顔を顰しかめてそう言う彼は、わかりにくいが邪険にされて落ち込んでいるようだった。

　みずほはまあまあと慰める。子供にはなんでもひとりでやりたがる時期が来るものだ。

「それで、汚れたシーツや服は回収してくれたんだ」

「ああ。これらはどうする？　俺の〝力〟で洗ってしまうか？　乾燥も終わらせたいなら、できなくはないぞ」

「さすが、人型の乾燥機つき全自動洗濯機……」

「聞こえているぞ」

　みずほは小声で呟いたつもりだったが、水明は眉を吊りあげる。

「……仕方ない。〝おはようのキス返し〟を貴様からするならば、この俺が洗濯機にもなってやろう」

「それは……ハードルが高い……です」

　想像しただけで容量オーバーになって、みずほは恥ずかしさで俯うつむく。

　そんな彼女に、水明は「まったく、俺の嫁は照れ屋だな」と呆あきれて見せつつも、その水色の瞳はとろけるように甘かった。ポンッとみずほの頭をひと撫でして、おとなしくシーツを持ち直して引っ込む。

「まーまー！」

　水明と入れ替わるように、ドタドタと騒々しく走ってきたのは、明るい金髪の男の子だ。

　年齢は風子と同じくらいで、どことなくふたりでワンセットな印象がある。

「ライ!?　服はどうしたの!?」

　ライこと雷らい太たの格好を見て、みずほはぎょっとする。

　元気いっぱいな雷太は、かろうじてパンツだけは穿いているものの、ほぼほぼ裸だったのだ。

「自分でお着替えするって、パパに宣言したんじゃなかったの……？」

「おなか、へった！　ごあん、さき！」

「お行儀悪いから、裸でご飯なんてだめ！　メッだよ、メッ！」

「やーあー！　ごあん、ごあん！」

　地団駄を踏んで暴れる様は小さな怪獣だ。いや、実際は風子と共に、もっと神聖な存在なのだが……。

（こ、ここはこの切り札を使おう）

　みずほはわざとらしく、「あーあ」と残念そうな声を出す。

「ライがちゃんとお着替えできたら、ライの好きなバナナヨーグルト、朝ごはんにも出してあげようと思ったのになあ。裸のままなら、フウたちと全部食べちゃおうかな。ライはいらないのかー」

「！　ばにゃ！　よーぐるちょ！」

　ライの緑がかった金色の目が、一気に輝く。

　どうやらみずほの、食べ物で釣るだけの単純な作戦は成功したらしい。「おきがえー！」と叫びなから走っていったライに、ふうと安堵の息を吐いて、みずほはようやく朝ごはん作りを再開した。




　キッチンに満ちるのは、チーズ入りのスクランブルエッグを焼く音。油断していたらコゲて、情けない悲鳴があがる。

　ダイニングでは音程が少々外れた歌が、同じところばかり繰り返されている。実はサビしか覚えていないのだ。

　庭ではきれいになった白いシーツが、ふわりと風に翻った。きれいにした本人は、よしよしと頷く。

　子供部屋からは慌ただしい足音が、またキッチンへと近付いてくる。ボタンはまだひとりで留められないけれど、お着替えは済んだらしい。

　みずほの家はどこもかしこも、今日も朝から賑やかだ。




　これはそんな――ちょっとだけ奇想天外で特別な、だけど本当はどこにでもいる、ありふれた家族のお話である。
















一話　今日からママです!?







「すまない、みずほ。俺との婚約を破棄してくれないか」

「……へ」

　――おそらくこのとき、みずほは二十七年間の人生で一番間抜けな顔で呆ほうけたし、人生で一番ドン底まで叩き落とされた。

　真ま樹きみずほは、いたって平凡な人間である。いや、むしろなにをやらせても平均値より下、不器用で要領の悪いポンコツ女子だ。

　容姿もパッとしない童顔のちんちくりんで、友人にはプレーリー・ドッグに似ていると言われたことがある。たぶん悪口だ。

　学生時代は勉強が苦手で、運動はからっきし。かといって他に特技もなく、先生には『真樹さんはもうちょっと、全体的に頑張りましょうね』とやんわりだめ出しをされ続けた。

　しかしながら、頑張れば頑張る程、みずほはいつも空回りがちだった。

　滑り込みで入った地元の四年制大学で、これまたギリギリ卒業分の単位を得て、気合いを入れて就職活動に乗り出しても、何社も何社も立て続けに落ちた。不採用通知なんて親の顔より見たくらいだ。もうどこでもいいから……と完全に諦めていたところで、今の会社に拾ってもらえた。

　中小食品メーカーの営業事務。その仕事でもやっぱりみずほは頑張れば頑張る程空回って、そのうち自分自身に期待しなくなった。

　人生へのモチベーションも下がり、友人たちがやれ婚活だ、やれ結婚だと、どんどん先に進もうと、無む為いに時間を消費する毎日。

　だから……会社の飲み会帰りに、羽はね内うちに「前から真樹さんのこと、気になっていたんだよね。よかったら俺と付き合ってくれないかな？」と交際を申し込まれたことは、青天の霹へき靂れきであった。

　羽内大たい清せいはみずほの同期であり、営業部の期待のエース。みずほとは正反対の、なにをやらせても有能な要領のいい男で、爽やかな容姿で女性社員からも当然のように人気は抜群だ。

　そんな引く手あまたの彼が、なぜポンコツなみずほに惹かれたのかは、いまだにみずほ自身にも謎だが、始まった交際自体は順調だった。

　二年付き合って婚約もして、指輪ももらい、あとは結婚を待つだけだったのだ。

　……それなのに。

『ちょっと、みずほ！　あんた、会社を辞めるって本当!?』

「うん。本当だよ、杏あんちゃん」

　社員寮の、ワンルームの自室。簡素なパイプベッドの上で、風呂上がりにキャミソール一枚で寝転がりながら、みずほはスマホで電話をしていた。

　相手はみずほの親友である、花はな房ぶさ杏だ。彼女とは小中高と同じ学校で、大学は離れてしまったが、今の会社で偶然再会した。ただ、みずほと部署は違い、数少ない女性営業としてバリバリ成果を出しているお仕事女子である。

　そんな杏は現在、遠方に二か月程の長期出張中のはずだ。どこからみずほの情報を知ったのか尋ねてみても、『どこからでもいいでしょ！　そんなものはあちこちから入ってくるのよ！』とすげなく返される。

『なに？　他でやりたい仕事でもできたの？』

「そういうわけじゃないけどさ」

『じゃあやっぱり、羽内くんとのことが原因ね？』

「まあ……うん……」

　詰問してくる杏に対し、みずほの歯切れは悪い。

　みずほが羽内に婚約破棄を言い渡されたのは、約三か月前。

　理由は「他に好きな人ができたから」というシンプルなものだ。ドラマや小説でも使い古されたフレーズ。

　羽内は社員寮ではなく会社近くのマンションに住んでいて、日曜日に彼の部屋へ呼ばれ、そこでいとも簡単に告げられた。ついでに部屋にあるみずほの私物も、このまま持っていってほしいとも頼まれた。

　久しぶりに部屋に招かれたと浮かれていたみずほは、まさか涙を我慢しながら、紙袋に服やらヘアブラシやらを詰めるはめになるとは思わなかった。

（ちょっと前までは、一緒に住む新居の話とかもしていたのにな……）

　横になったままだと、あのとき我慢した分の涙がここで流れそうで、みずほはゴロリと態勢を仰向けにした。

「……でも、うん。仕方なかったんだよ、たぶん」

『仕方ないなんてことあるもんですか！』

　曖昧に濁そうとしたみずほを、キレた杏は許さない。

『だから私は、羽内くんは最初から信頼できないって言ったのよ！　あの胡散臭い笑顔！　ろくでもない男の匂いがプンプンしていたわ！』

　女性社員の憧れの的である羽内だが、杏だけはずっと毛嫌いしていた。

　羽内も杏のことは苦手だと零していたので、単に相性の問題かとみずほは捉えていたが、今となっては杏の忠告を聞いておけばよかったとも思う。

『婚約までしといて、あんな女狐にまんまとたぶらかされて！』

「め、女狐って……すごい言葉チョイスだね」

『女狐でしょうが！　人の男を悪びれるふうもなく、横から掠かすめ獲ったのよ!?』

　羽内の新たなお相手にして、杏が女狐と称するのが、みずほの会社に中途採用で入ってきた山やま辺べという女性だ。

　歳はみずほの二つ下。ほんわか可愛い系の容姿で気配りに長け、男性陣からの支持はうなぎのぼりだったが、あからさまに男性にだけべったり引っ付くので、往々にして女性陣からは不評であった。

　みずほも、山辺が羽内と共にいるところを社内でよく目撃していて、じわじわと不安を募らせていたのだ。それに合わせて、羽内の態度も冷たくなっていった。

　だけどみずほは、羽内を問い詰めるようなことは一切しなかった。聞くことで、羽内にうっとうしがられたり、直接突き放されたりすることが怖くて、現実から目を逸らした。

　それに「私と大清は婚約しているんだから」と、高を括っていたところもある。

　その結果がこの有様だ。

（一応、山辺さんには謝罪されたけど……）

　大きな瞳をうるうるさせながら、山辺は「ごめんなさい、真樹さんから大清さんを奪うつもりとか、そんな気は一切なかったんです。でも大清さんが、どうしても私といたいって……」などと述べた。

　それを聞いたとき、みずほは不思議と怒りは湧いてこなかった。ただ「山辺さんのアグレッシブさはすごいなあ」と変に感心していて、すでにだいぶ疲れていたのかもしれない。

　その山辺の表面上だけの謝罪は、社員がたくさんいる会社の休憩室でパフォーマンスのように行われた。それが一番いただけなかった。

　今考えると完全にわざとだったのだろうが、みずほたちのいざこざは社内中に光の速さで広まり、おかげでみずほには〝婚約破棄されたかわいそうな女〟という、悪目立ちするレッテルを貼られた。

　杏を筆頭に、羽内と山辺側に非難の声をあげてくれる者もいたが、「でも正直、羽内くんと山辺さんの方がお似合いだよね」なんて囁く声も少なくはなかった。

　みずほが退職を決意したのは、それら全部がもう限界だったからだ。

「ごめんね、杏ちゃん。私の代わりに怒ってくれてありがとう。でも……あれもこれも、どうでもいいやってなっちゃって」

『みずほ……』

「とっくに退職届も出したし、しばらくはのんびりしたいかも。恋愛も当分いいや。一生独身もアリかなって、今は考えているくらい」

『それはまあ、個人の生きかただから、私もアリだとは思うけど……あんた、住むところはどうするの？　社員寮にはもう住めないのよ？』

　痛いところを突いてくる杏に、さすがだとみずほは笑ってしまう。

　彼女のこういうはっきりした性格が、自分にない面だと、みずほは学生時代から好ましく思っていた。

「二週間後には寮を出る予定で、住むところはまだ探し中かな。不動産屋も何軒か回っているんだけど、あんまりいいところがなくてさ。どうしても退寮日までに見つからなかったら、しばらく格安ホテルに泊まるか、実家に連絡してみるよ。実家自体はすぐに行ける距離だしね……その、だいぶ気まずいけど」

　婚約破棄のことは、まだ母親には伝えていない。

　みずほの家は母子家庭で、両親はみずほが幼い頃に離婚している。みずほは父親の顔もろくに覚えていなかった。

　母は女手ひとつでみずほを立派に育てようと、昔から躍起になっている節があって、なにかと厳しい言動が目立つ人だ。母の求める〝立派さ〟に追いつけなくて、みずほはつらい思いもした。

　そんな母に婚約破棄のことを明かして、どんな反応が来るのか……。母は羽内をそれなりに気に入っていたし、お小言を食らうのは確実だ。「あんたにも原因があったんじゃないの？」と、いかにもあり得る可能性を突き付けられたら、心への負荷がでかそうでみずほは言えなかった。

（私、ずっと逃げているな……）

　羽内と向き合うことからも、母親と向き合うことからも。

『……困ったことがあったら、いつでも電話してきなさいよ？　あんた、妙なところで遠慮するから』

「うん……杏ちゃんも無理しないでね。私より忙しい杏ちゃんの方が心配だよ」

『バカ！　根がいい子なんだから、みずほは！　こういうときは、自分のことだけ心配していればいいのよ！』

「わ、わかったよ」

『よろしい。じゃあね、みずほ。暖かくして早く寝るのよ！』

「そんなチビッ子相手みたいな」

　みずほが苦笑したところで、通話は終了した。

　暗くなったスマホをシーツに投げだし、ベージュ色の天井を見つめる。

　この猫の顔っぽい形をしたシミのある天井とも、もうすぐでお別れだ。羽内にネタとして笑ってほしくて、「天井に猫がいたよ」と、写真に撮って見せたたわいのないやり取りが懐かしい。

　あいにくながら羽内は笑ってくれず、すべって終わってしまったが……。

「……もう！　やめやめ！」

　しょっぱい気持ちが加速してきて、みずほは頭を振って起きあがる。

「甘い物とか食べたいな……」

　新発売のチョコレートでも買ってこようと、気分転換も兼ねてコンビニに行くことにした。

　寮では朝夕と、栄養バランスのいいおいしいご飯が食堂で食べられて、今日のような日曜日は夕食後にミニデザートまでつけてもらえるが、さすがにお菓子は自力で調達しなくてはいけない。

（けど実家に帰らないなら、今後は自炊かあ）

　料理どころか家事全般苦手なみずほには、お先が真っ暗すぎるが、あえてなんとかなるかと楽観的に考えておく。

　まずは出かけるために薄手のパーカーを着てジーンズを穿き、ボサボサのハニーブラウンの髪は雑にひとつにまとめる。失恋をしたら髪を切るものだと、いにしえからの慣習でロングヘアーをセミロングにしてみたが、思いきってベリーショートくらいにしてもアリだったかもしれない。

　そんなことを考えながら、みずほは最低限の持ち物を手に寮を出た。

　黄たそ昏がれ時どきの空は赤々と燃えている。五月初旬の気温は暖かくも寒くもなく、散歩がてらのんびり歩くにはピッタリだ。

　コンビニまでは十分程で難なく到着し、チョコレート以外にもドリンクとポテトチップスを購入して、店員の気け怠だるそうな「ありがとうございましたー」という声を背に帰路につく。

「あれ……？」

　だけど歩いている途中で、ふと頬を冷たい水が叩いた。気付けば空模様は一変していて、ポツポツと雨が降りだしていた。

「ウソ！　傘ないし、お風呂だってもう入ったのに……わっ！」

　うろたえているうちに、ザアッとものすごい音を立てて雨脚が強くなる。しかも風も出てきて、遠くの方ではまさかの雷まで鳴った。

　そこでみずほはようやく、夕方から嵐の予報だったことを思い出す。

「ど、どこか雨宿りできるとこ……！」

　走って寮に戻るより、一時避難することに決めた。ちょうど立ち止まった場所が、神社に続く石段の前で、駆けあがって手水舎ちょうずやの屋根の下に飛び込む。

「最悪……」

　全身はだいぶ濡れてしまった。

　化粧品のオマケのエコバッグも、中身とセットでびしょびしょだ。

　まだやみそうにない空を、みずほはじとりと睨む。大粒の雫は、石畳を強く打ち付け続けている。

（それにしても……ここってこんな感じだったんだ）

　この神社はいつも素通りするだけで、鳥居をくぐって中まで来るのは初めてだったが、境内はそこそこ広く、パッと見渡しただけでも、手入れがきちんと行き届いていた。

　拝殿の装飾も見事で、中なか備ぞなえに彫り込まれているのは龍だろうか。

　よく見れば手水舎の縁にも、石造りの龍の置物が置かれ、その口からチョロチョロと水が出る仕様になっている。

（龍は、雨や水を司る神様だっけ……）

　どこか清廉とした空気がここに漂っているのは、神聖な龍が守っているからかもしれない。

（そういえば昔、よくお参りしていた祠ほこらにも、龍の置物があったよね）

　記憶がよみがえり、みずほは微かに目を細める。中学校のそばにあった小さな祠に、通るたびに手を合わせていたことは懐かしい思い出だ。

「せめて遠くからでも、お参りしておこうかな……ええっと、二礼二拍手一礼だっけ？」

　みずほは拝殿に向かって、朧おぼろ気げな知識ながらも手順を踏み、願い事もちゃっかり頭の中で述べる。今のみずほに願い事なんて星の数程あったが、一番に浮かんだことだけにしておいた。

（ちょっと抽象的な願いだったかな……）

　礼から頭をあげると、灰色の空が目に飛び込む。

　やむ気配のない雨に、みずほがやるせない溜息をついたときだった。

「ふぎゃあ……ふぎゃあ……」

「ん？」

　雨音に交じるように、赤ん坊が泣くような声が聞こえた。

「き、気のせいよね？　こんなところに赤ん坊なんて……」

「ふぎゃあ……」

「気のせいじゃない！」

　二度目はよりしっかりと聞こえて、どうも空耳ではなさそうだ。

「ど、どこから……!?」

　みずほは辺りに視線を走らせる。

　耳を研ぎ澄ましてみて、どうやら泣き声のもとは賽さい銭せん箱ばこの裏からだと特定した。そんなわけがないとは疑いつつも、確かめずにはおれず、みずほは手水舎から賽銭箱までの短い距離を一気に駆けた。

　髪から雨水を滴したたらせながら、おそるおそる賽銭箱の裏を覗く。

「ほ、本当に赤ちゃん……！」

　そこには籐製のゆりかごが置かれており、純白のおくるみに包まれた、生後半年くらいの赤ん坊が寝かされていた。しかも、ふたり。寄り添うように、ゆりかごに収まっている。

　激しく泣いている方は、薄っすら生えた髪が金色で、目も緑がかった金だった。みずほが聞いた泣き声はこの子のものだろう。

　隣の子も泣いてはいるが、声が小さく控え目だ。こちらは髪が灰色で、目は鮮やかな黄緑色をしている。

　どちらも日本人ではないのかもしれない。男女の区別はつけられなかったが、顔の細かい造りは双子のようによく似ていた。

「どうしてこんなところに赤ちゃんが……まさか捨てられて……？」

　ゾッとする想像に、雨に濡れた寒さ以外で背筋が震える。

　訳ありなことは間違いない。とにかくこの子たちを保護しなければと、みずほは必死に頭を働かせる。

「こういうときは警察……？　電話して説明すればいいのかな。スマホは……ああっ、部屋に置いてきた！」

　コンビニに行くくらいならと、ベッドに放置してきたのだった。もっとも有効な手段が手元にないのは絶望的だ。

「ふぎゃあ！　ふぎゃあ！」

「うああ、うああ」

「ああっ、ふたりとも泣かないで！」

　いっそう大声で泣く赤ちゃんたちに困り果ててしまう。

　赤ん坊は、お腹が空いたときや、オムツが汚れたとき、単に不安なときにも泣くとは知識として理解していたが、こんな状況ではろくな対処もできない。

　ただみずほは、あやすようにゆりかごをそっと揺らして、へたくそな笑顔を作って笑いかけた。

「あ、安心してね。私が絶対になんとかしてあげるから。あなたたちのことは、私が守るからね」

　パチリと、金色の目がみずほを映す。黄緑色の目も、みずほのことを確しかと捉えた。

「わっ！」

　そこで突風が吹いて、拝殿の中央に吊られた真しん鍮ちゅう製せいの鈴が、鈴すず緒おと共にガランガランとけたたましく鳴った。一拍遅れて暗闇を裂くような光が空に走り、どこかに落雷したのか轟ごう音おんが響く。

　とっさにみずほは、庇かばうようにゆりかごに覆い被さった。

「だいじょうぶ、だいじょうぶだよ……」

　ぎゅっと目を瞑つぶって、赤ん坊たちに言い聞かせるように唱える。どのくらいそうしていただろう。実際はほんの一分足らずのはずが、みずほの体感では数十分も経った頃。

　赤ん坊たちの声がしなくなったことにハッとして、急いで体を起こすと、そこには信じられない光景が広がっていた。

「えぇ……!?」

　なぜか赤ん坊たちは跡形もなく消えて、代わりに光の球体が浮いていたのだ。

　金色と黄緑色の、ソフトボールサイズの塊が、淡く発光しながらふよふよとゆりかごの中を漂っている。よくよく見れば、球体の色はそのまま、あの赤ん坊たちの瞳の色だ。

「な、なんなの、コレ？　きゃっ！」

　混乱の極みに達しているみずほの頬に、金色の球体がピトリとくっついた。黄緑色の球体も、まるで甘えるように手首にすり寄ってくる。

「あったかい……」

　球体たちは人肌のような温度があり、冷えたみずほの体に熱を分け与えてくれた。赤ん坊を直接抱っこしているようなぬくもりだ。それが心にまで染みてきて、みずほは「ほう……」と息を吐く。

「まさかあなたたち……さっきの赤ちゃんなの？　こんな姿になって、いったい何者なの……って、あ！」

　問いかけた途端、球体はパッと消えてしまった。ゆりかごも一緒に消えていて、みずほは呆然とする。

「ゆ、夢？」

　白昼夢というやつだろうか。

　だけど耳奥には赤ん坊の泣き声が残っているし、ゆりかごを揺らした感触も指が覚えている。

　どこからが夢で、どこまでが現実なのか……みずほには判断がつきそうにもなかった。

「なんだったんだろう……」

　賽銭箱に手をつきながら、のろのろと立ち上がる。すると雨脚が弱まっていることに気付いた。今ならなんとか帰れそうだ。

　ただ一度感じたぬくもりがいやに恋しく、もう少しここにいたい気もしたが……。

「くしゅんっ」

　盛大なくしゃみが出て、このままいても風邪を引くだけだと断念したみずほは、頭を切り替えて足早に神社を後にした。
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　嵐の中、神社で奇想天外な出来事に見舞われた後日。

　みずほは案の定、ひどい風邪を引いてしまった。

　三十八度を超える熱が出て、咳と頭痛に襲われ、ほとんど部屋のベッドから動けなかった。

　だが幸いにして、会社の方は有給消化中。わざわざ連絡を入れる必要もなく、寝込んでいる間に会話をしたのは寮母さんだけだ。

　出張中の杏にこれ以上いらぬ心配をかけることもできず、実家の母に頼ることも憚はばかられ、ひとり熱にうなされるみずほを、面倒見のいい寮母さんは唯一気にかけてくれた。差し入れのたまご粥とりんごのコンポートがおいしくて、鼻水を啜すすりながら完食したものだ。

　みずほの熱は長引き、回復には五日程かかった。

　その間、物件探しなどしている気力はもちろん皆無で、住居をどうするか決めかねているうちに、退寮日はもう目前だ。

「やっぱりいいところないなあ……どうしよ……」

　自室のミニテーブルに、みずほはぐでっと突っ伏す。テーブルには物件情報の載った資料が無造作に散らばっている。

　あちこちの不動産屋からもらい、即日入居可能な物件を中心に吟味していたのだが、どれもピンとはこなかった。まず家賃が高い。社員寮の安さとどうしても比べてしまう。

　貯金もさほどないし、まだ次の仕事のあてもないのだから、家賃問題は深刻であった。

「もっと条件を緩めてみようかな……でも間違っても、事故物件とかだったら怖いし。やっぱり実家……でもなあ」

　うだうだ、ぐだぐだ。思考は堂々巡りだ。

　×印をつけた資料が腕に当たり、ヒラリと床に落ちたところで、ピンポーンとチャイムが鳴る。

「……寮母さんかな」

（宅配便とかも頼んでないし……病み上がりの私を心配して、様子を見に来てくれたとか？）

　他に心当たりなどなかったみずほは、そうに違いないと決めつけて、ドアスコープを確認もせずノブを回した。こういう迂う闊かつな面も、常々直したいと自省していたのだが……そう簡単には直らないようだ。

「ままー！」

「まぁま」

「へっ？」

　ドアを開けた瞬間、元気いっぱいな声と共に、みずほの腰あたりに衝撃が訪れた。

「わっ！　い、いたたたっ！」

　幼い子供ふたりに、同時に真正面からタックルされ、受け止めきれずその場で尻餅をつく。

　臀でん部ぶの痛みに悶もん絶ぜつするみずほにかまわず、お子さまたちはみずほに乗りあげたままキャッキャッと笑っている。

　歳はふたりとも二、三歳くらいだろうか。

　ひとりは男の子で、Ｔシャツにハーフパンツ姿。明るい金髪がぴょんぴょんと跳ねて、少々やんちゃそうだ。目は黒だが、光の加減で緑っぽい金にも見える、珍しい虹こう彩さいをしている。

　もうひとりはワンピース姿の女の子で、髪は灰色のおかっぱ。小さな両手で口元を隠す笑いかたが、男の子よりおとなしそうで、こちらも黒目が光によっては黄緑色に見えた。

　またどちらも、顔がお人形のように整っていて非常に愛らしい。子役モデルでもなかなかお目にかかれないレベルである。

　だけどみずほは、このお子さまたちに強烈なデジャブを感じていた。

（神社で会った、あの赤ちゃんたちに面影が……いやいや、でもそんなわけ……！　というかこの子たちさっき、私のことママとか呼ばなかった!?）

　固まるみずほに追い討ちをかけるように、お子さまたちは曇りなき眼で「どちたの？　ままー？」「まぁあ？」と見つめてくる。

　雰囲気も髪色も違うのに、その表情はそっくりで、まるで双子のようだ。つい純粋に『可愛い』とみずほは感じてしまう。

「こら、お前たち。乗っかったままだと、ママも起きられないだろう」

　そう窘たしなめながら、誰かがお子さまたちを両腕でそれぞれ抱きあげた。みずほが見あげた先には、質のいいスーツを着た、とんでもない美丈夫が立っていた。

　見た目の年齢は、みずほよりふたつ程上。しかし不思議と、もっと年上にも感じる。

　高い鼻や薄い唇など、パーツのひとつひとつが精巧で、それがシュッとした輪郭の顔に狂いなく収まっている。サラサラの髪はミディアムの長さで、光を透かす白銀が見事だ。

　だが、切れ長の水色の瞳には、冬の湖面のごとき冷ややかさを宿しており、みずほは「人外級のイケメンだけどちょっと怖い」という第一印象を抱いた。

（そう……〝人外〟ってのがピッタリなんだよね。この男の人も、この子たちも。どことなく、人間っぽくないっていうか……）

　ぼんやりと座り込むみずほに、男性は「見つけた」と小さく呟いた。

「探したぞ、俺の花嫁。立てるか？」

「た、立てます……って、え？　今なんて……」

「……まったく、間の抜けた顔だな。これから母親にもなるのだから、もっと気を引き締めておけ」

　男性は態度が横柄で、けっこう口が悪かった。だがそんなことよりも、みずほとしてはスルーできない発言だらけだ。

「花嫁に母親ってなに……ちょ、ちょっと！　勝手に入らないで！」

　男性は細身の肢体に反して、軽々と子供たちを抱えたまま、立ち上がったみずほを置いて部屋にあがろうとしている。「詳しい話は中でしてやろう」などと言いながら、みずほが止めるのもおかまいなしだ。

「ねーねー、ぱぱ！　あれ、あれちて！　ちゃぼんだま！」

「今ここでか？」

「いま！　みりゅ！」

　自由奔放な男の子の方が、パシパシと男性の腕を叩いてなにかをねだっている。

　すでに靴を脱ぎ終えた男性は、「仕方ないな」と肩をすくめた。

（この男の人は、この子たちの父親……？　似ているような、似ていないような……）

　みずほが訝いぶかしんでいる横で、男性はふうっと吐息を吐きだす。

　するとどこからともなく、彼の周りにいくつもの、ゴルフボールサイズの水泡が現れた。歓声をあげる子供たちを、男性はそっと下ろす。

　男の子は「ちゃぼんだまー！」と頬っぺたを紅潮させて喜んでいるが、みずほは目を白黒させる。

「な、なにこれ……手品!?」

「ちょっと水神の力を使っただけだ。そう騒ぐな」

「水神……？」

「これくらいでうろたえていたら、この子たちとも付き合えないぞ」

　パチンと、そこで水泡が弾けた。男の子が指先で触れて割ったようだ。

　その水滴が顔に飛び、びっくりした男の子は「んー！」と体を震わせる。途端、彼の周りにバチバチッと電気のようなものが発生した。

「うわっ！」

　近くにいたみずほは、慌てて手を引っ込める。ほんの少し触れた指先はピリッと痛く、冬場に静電気と遭遇したときと同じ感覚だった。

（今の電気……この子が？）

　濡れた顔を「うー」と拭ぬぐう男の子に、女の子が丸い指先を向けて「おみず、ないないー」と呪文のように唱える。すると今度は、彼女の指先を中心にブワッと風が吹き荒れた。

　男の子の顔の水滴は吹き飛んだが、水泡は全て割れ、おまけにそばのシューズラックも風の勢いで倒れてしまった。

「ああっ！　靴がぐちゃぐちゃに……！」

　みずほは困惑しつつもラックを直そうとするが、女の子は「ちゃぼんだまも、ないないした……」と落ち込み、風で髪がボサボサになった男の子は「しゅごい、しゅごい！」と楽しそうに笑っている。

　そんな子供たちに毒気を抜かれ、みずほはラックのことなど、もう後回しにすることに決めた。

　今はこの子たちがいったい何者なのかも聞かなければならない。

　追い出すことは諦めて、彼らを部屋に通してやる。男性は再び水泡を作りだし、玄関口で子供たちを遊ばせておいて、自分はミニテーブルの前に腰を下ろした。

　……なぜか、みずほの真横で、みずほの肩をごくごく自然に抱いて。

「あ、あの、この距離感はいったい……」

「夫婦になるのだから、このくらいは当然だ。〝絶え間ないスキンシップは夫婦円満のコツ〟だと教わったからな」

「誰にそんなこと……わっ！」

　さらにぐっと引き寄せられ、みずほの心臓が跳ねる。

　極上の美形にこんなふうにされたら、嫌でも体温があがってしまう。

　羽内と別れてから異性との接触は皆無だったし、そもそもその羽内が、あまり恋人同士のスキンシップなどは好まないタイプだった。

（甘えたいなーって思っても、あんまり甘えさせてくれなかったっていうか……いや、私が自己主張しなかったのも悪いんだろうけど……）

　悶もん々もんと考え込むも、男性の白銀の髪が頬に触れたところで、みずほはハッと我に返った。

「と、とにかく離れて！」

　存外大きな男らしい手を引っぺがして、みずほは適切な距離を取る。

　男性は「嫌だったのか？」と首を傾げており、クールな見目に反してけっこう天然なのだろうか。

「それにしても、ずいぶんと狭いところに住んでいるな。まるで犬小屋のようではないか」

　サッと室内を観察した男性の口から出たのは、なんとも失礼極まりない評価だ。もうすぐ出ていくとはいえ、みずほにとっては大切な住処だというのに。

「ワンルームの寮部屋なんて、こんなものだと思うけど……」

「だがこんな部屋では、伸び伸びと子育てなどできないだろう」

「そ、それってなんなの？　私が母親とか子育てとか……は、花嫁とか。あなたたちの変な力のことも……」

「質問が多いが、まあいい。まずは喜べ――真樹みずほ。貴様は人間の身でありながら、名誉なことに、風神と雷神の子供を育てる〝親〟に決定した」

「はい？」

　よく通る声で朗ろう々ろうと告げられたが、みずほは内容を咀嚼しきれていない。

「なんだ、貴様は風神と雷神も知らないのか」

「そのくらいは知ってるよ」

　名前のとおり、風や雷などの天候を司る神様だ。

　古来より一対として扱われ、もっとも有名なのは俵たわら屋や宗そう達たつの〝風神雷神図屏風〟だろうか。大きな袋を持つ風神と、太鼓を担いだ雷神が雲に乗っている絵画は、みずほも学生時代に教科書で見た覚えがあった。

「まちぇ、まちぇー！」

「つめちゃい」

　何気なく、水泡と戯れる子供たちの方に視線をやる。

　みずほは先程の電気や突風のことから、信じ難い可能性を導きだす。

「も、もしかして、その風神・雷神の子供って……」

「察しは悪くないな、そのとおりだ。おなごが風神で、おのこが雷神だ」

「……マジじゃないよね？」

「マジだが」

　おきれいな真顔で返され、みずほはつい怯ひるんでしまう。

「俺はこの地域一帯を治める、水神の水明。俺は水を司る神だ。これから一緒に子育てをする仲だからな、名を好きに呼ばせてやろう」

　えらい上から目線である。しかし彼も神様だというなら、人間相手にはこんなものなのか。

　またもや〝一緒に子育て〟とか、意味深な内容があったが、今は話を進めるためにみずほは触れずにおく。

「神にはそれぞれ役割があり、人間の世界を管理する重要な務めがある。だが我々神にも、人間の会社と同じで、いずれは退任の時期が来るんだ。わかりやすく言うと定年退職というやつだ」

　神様の定年退職。

　定年までの期間はおそらく相当長いだろう。

「その時が来たら、必然的に新しく神の子が生まれるようになっている。子がきちんと育ったら引き継いで、代替わりをするわけだ。そしてこのたび、現役の風神・雷神の退任が決まり、先日の嵐の夕刻に、次の風神・雷神候補が誕生した。それがあの子たちだ」

「先日の嵐……？」

　神社での出来事が、みずほの脳にフラッシュバックする。

　遭遇した例の赤ん坊たちは、やはり水泡で遊んでいるあの子たちで間違いないようだ。

「神の子は自然から生まれるゆえに、〝生みの親〟という概念はない。火の神は火の中から、大地の神は土の中から、海の神は海の中から……風神・雷神は雷が鳴り、風が吹き荒すさぶ嵐の中からだ」

「じゃあ、あの嵐の日が、あの子たちの誕生日……」

「そうなるな。子供たちは生まれてすぐの頃は、自然のエネルギーを吸って、ひとりで急速に成長する。一週間もあれば、人間でいう二、三歳くらいまでは育つな。だがそれ以降は内面の発達も必要になるため、人間の子と成長速度は同じだ。〝親〟に任命された手近な神、〝養よう親しん〟ならぬ〝養よう神しん〟のもとへ預けられ、一人前になるまで養育されることになっている」

「えっと、でも、風神・雷神の子なら、現役の風神・雷神さんたちが育てればいいんじゃ……？」

「風神・雷神の子は、古くから水神が育てるのが習わしだ。風神・雷神のお役目はひとりずつしか就けず、現役の彼らでは子育てまで手が回らないからな。水神は地方ごとに複数いるから、審査を経てそのうちのひとりが選抜される。養神に選ばれることは、大変名誉なことなのだ」

「な、なるほど……」

　話の流れ的に、美しい白銀の髪を揺らすこの水神の水明こそが、栄えある養神に決定したのだろうが……。

「それでどうして私まで、一緒に子育てすることになるの……？」

「……少々、不測の事態でな」

　なんでも、神社でみずほが遭遇したとき、彼らはまさしく生まれたてで、水明が迎えに行くところだったという。あの神社は水神を祀っており、この地域にいくつかある水明の根ね城じろのひとつだそうだ。

　だが水明と対面する前に、赤ん坊たちはみずほと出会ってしまった。

「そもそもあの状態の子供たちは、普通は人間には見えないし、声だって聞こえない。だが貴様とは、稀まれなことだが波長が合ったのだろう。対面し、刷り込みで貴様を母親だと認識したらしい」

　刷り込みとは、〝刻印づけ〟または〝インプリンティング〟とも呼ばれる、動物行動学者であるコンラート・ローレンツが提唱した現象だ。雛鳥が孵化後すぐに見た対象を、親と認識するというもの。

　それが神の子にも適応されるなんて、みずほはもちろん初耳である。

「それに貴様は、子供たちの御霊にも触れただろう」

「御霊……？」

　なんのことかと、みずほは眉をひそめるも、次いで「あ！」と思い当たるものがあった。

「赤ちゃんたちが、あの、えっと、途中で光の球に変わったやつ……？　まさかあれのこと？」

「そう、あれらは子供たちの魂そのものだ。生まれたては人間の姿を保つのも不安定であるから、時折ああなると『子育ての手引き』に載っていたが……」

「神の子用の育児書があるんだ……」

「御霊でくっついてくるのは、すでに心を開いている証拠だという。貴様のことを、子供たちは相当気に入ったということだ」

　みずほはあの日、光の球体……御霊が、冷えた体に分けてくれたぬくもりを思い起こす。あれは大切に大切に慈いつくしみたくなるような、そんなとびっきり優しい温かさだった。

（離れたくないって、感じたんだっけ……）

「まぁま、おはなち、まぁだ……？」

「あきちゃー！」

　いつの間にかまた水泡は全滅し、遊ぶのにも飽きたらしい子供たちが、みずほの方にトタトタとやってきた。

　女の子はみずほの隣にぺったり張り付いて座り、男の子はみずほの膝の上にどーんと腹ばいになる。ふたりから伝わってくる子供特有の高い体温は、確かに嵐の中で感じたものと同じだ。

　みずほはたまらない庇ひ護ご欲よく、言い換えれば母性のような情動を一瞬抱くものの、「いやいや、待って！」と激しく首を横に振る。

「だからって、私に神様の子供なんて育てられないよ！」

「なんだ、子供たちの力が恐ろしいのか？　まだ子供だからたいしたことはないぞ。先程のように、ちょっと風を操あやつったり、軽い電気を纏まとったりするくらいだ。応用はいろいろと利くが……食らったとしても、なにも死にはしない」

「そういうことじゃなくてね……！」

（いや、その力は力で不安要素しかないけどさ）

　水明にはみずほの戸惑いが理解できないらしく、「じゃあ貴様は、なにが嫌で子育てを断るんだ？」と疑問をあらわにしている。

「現役の風神・雷神の許可も、ちゃんと得ているぞ？　前例がないため相談したが、両者とも快く了承してくれた」

　風神は『その人間も竜巻みたいに巻き込んじゃえー！　風だけに！』とウィンクをし、雷神は『おもしろそうだからビリビリによし！』とＯＫサインをしたのだというから、存外ノリのいい神様たちである。

「〝ゆりかご〟や〝おくるみ〟を用意したのも、現役の風神・雷神だ。彼らは親というより、位置的には初孫を喜ぶ祖父母に近いな。俺としては、祖父母は孫には甘いというし、今後子供たちと会ったら、彼らは甘やかしすぎないかと懸念している。貴様も心しておけ」

「今からそんな心配しても仕方ないと思うよ……」

（やっぱり水明って、ちょっと天然だ）

　ただのえらそうな失礼野郎だと思っていた水明も、みずほは親しみを覚えてきたが、ここで絆ほだされてはいけない。

「まず私に子育ての経験なんてないし、結婚もしてないのにいろいろすっ飛ばして育児はちょっと……！　婚約者にも、その、最近フラれたばかりで……」

「ほう、婚約者にか」

　水明の瞳がすうっと細まり、一気に凍いてつく空気が室内を覆う。

　様子が一変した彼に、みずほは「す、水明？　急にどうしたの？」と戸惑う。

「……そんな見る目のない人間のことなど、さっさと忘れてしまえ。これからは俺が、夫として貴様のことを愛してやる」

「あ、あい……っ!?」

　伸びてきた水明の手が、みずほの頬をスリッ……と、ひと撫でする。擽くすぐったさよりも愛を囁かれた衝撃が大きく、みずほは口の開け閉めを意味もなく繰り返す。

（か、彼は本気？　ううん、子育てとか夫婦に関しておかしな知識があるから、特別な感情もなく言ってみただけかも……）

　要は、共に子育てをする予定のみずほと、〝夫婦ごっこ〟を行うための形だけの言葉だ。

　現に彼は「〝夫は妻を一途に愛し抜け〟と、育児書の夫婦に関するページにもあったしな」などと零しており、単に本から影響を受けただけかもしれない。おかしな知識のもとはその育児書らしい。

（でも、定義上だけの関係で、ただのかりそめ夫婦なら……なんで、そんな目で見てくるの）

　水明の目はいたって真剣で、淡い水色の奥には確かな熱が窺えた。

　その熱はみずほに一心に注がれていて、本気で彼に愛されているのだと、勘違いしてしまいそうになる。

（だ、だいたい、たった今会ったばかりの相手に、こんなの変だよ。落ち着いて、平常心になって、私！）

　みずほは水明から逃げるように顔を逸らし、思考を別のことにシフトさせる。

　懸念はまだまだあるのだ。

「ほ、ほら、養育費のことだってあるじゃない？　私はお金ないよ？　住むところだって……」

「なんだ、そんなことか」

　水明はスーツの懐ふところに手を入れると、なにやら古めかしい巻物のようなものを取り出した。手渡されたので、みずほはおそるおそる黒い紐を解く。一番上には達筆で『契約書』と書かれていた。

「ええっと……『貴殿は母親役として、子が一人前、人間年齢でいう十歳程度になるまでの間、子をしっかり守り……』」

「そこも大事な箇所だが、そこじゃない。もう少し下を読め」

「下……？　あ、ここかな。『なお、神の子たちの母親役を引き受ける場合、子の分も含めた衣食住は、全て父親役である水神が不自由なく保障する』……ウソ!?」

　食い付いたみずほに、水明は優美に薄い唇を持ちあげる。

「当然、住むところもこちらが用意しよう。このような犬小屋より、よほど広く立派な家をな。貴様には子育てに集中してもらわねばならないから、当分の間は外で働かなくてもいい」

　あまりの破格の条件に、再びみずほの心は大いに揺れ動く。巻物を持つ手がプルプルと震えた。

　生活面で追い詰められている今のみずほには、あまりに甘美な誘惑だった。

（家探しもしなくてよくなるとか……おいしい、おいしすぎる！　でもでも、母親役なんて、そんな簡単に引き受けていいものなの？　私みたいなダメダメ女には、荷が重いんじゃ………）

　それでも最後の踏ん切りがつかないみずほを、女の子は横から、男の子は膝の上から、じっと真っ直ぐに見つめている。

「……まぁあ？」

「……まま？」

　金と黄緑の瞳は、揺らめく不安を湛たたえていた。

「あ……」

　そのとき、みずほの中で初めて〝ママ〟という単語が、確かな質量を持って深く胸に響いた。

（そっか、この子たちにはもう私が〝ママ〟で、ここでもし私が断ったら、母親がいなくなるってことに……）

　みずほと実の母親の関係は、けっして良好とは言い難い。だけどここまで育ててくれた母には感謝しているし、子供にとってその存在の大きさは、重々理解しているつもりだ。

　そう考えると、みずほは巻物から手を離し、無意識に女の子の灰色の頭を撫でていた。

　小さく「えへへ」とはにかむ女の子に対し、男の子も「ぼくも！　ぼくもなでちぇ！」とせがんでくる。請われるまま撫でてやれば、ヒマワリのような笑顔が返ってきた。

（なによりこの子たちは、私なんかを必要としてくれている……）

　ようやく、みずほの腹は決まった。

「わかった……私やるよ、この子たちの母親役！　今日からママとして頑張らせてもらうから！」

「……それは、俺と夫婦になることも了承したと捉えていいな？」

「う、うん！　よろしくね、水明」

　水明の問いにも、みずほはためらいつつも頷いた。

　その途端、テーブルに放置されていた巻物が宙に浮かび、パアッと青い光を帯びる。

「こ、今度はなに!?」

　巻物はそのまま、光の円になってふたつに分裂し、片方はみずほの手首へ、もう片方は水明の手首へと飛んでいった。光が消える頃には、みずほの左手首には銀の細いチェーンが嵌はまっていた。

「これ、ブレスレット……？」

　チェーンは軽く華きゃ奢しゃなつくりながらも、純銀製だろうか、輝きが上品だ。中心に水色の水晶玉が埋められており、それは水明の瞳をそのまま宝石にしたようだった。

　水明の右手首にも、まったく同じものが嵌まっている。

「それは俺と貴様の間で、番つがい関係が成立したことを示す証だ。つまりは夫婦の証明であるということだな」

「夫婦の証明……」

　そうはいってもまだしっくりはこず、ぼんやりブレスレットを見ていたら、その腕を水明がやんわりと取った。

　そのまま、みずほの手首に唇を寄せてくる。

「これで俺たちは夫婦だ……貴様は俺から離れられないし、俺も離すつもりはない。一生を添い遂げる覚悟はしておけよ？」

　これも育児書を参考にした行動だというのか。気き障ざだが様になる、水明の甘い台詞せりふと仕草に、みずほは「ひえっ」とおののく。

「まま、びっくりー！」

「びっくりー」

　ぎょっとするみずほの顔がおもしろかったのか、囃はやし立ててくる子供たち。

　腕が解放されてから、みずほは羞しゅう恥ちに駆られるままブレスレットを外そうとしたが、どう足掻いても外れない。

「契約がある限り外せないぞ。壊そうとしても無駄だ」

「な、なにそれ!?　呪のろいのブレスレットじゃない！」

「呪いどころか、魔除けの効果もある一級品の御守りだぞ。寝るときも風呂のときも、貴様を守ってくれる優れものだ」

　ついでに、どうでもいいが防水仕様だそうだ。

　ブレスレットをつけたみずほを改めて眺め、なにやら水明は満足そうにしているが、みずほは手首を押さえて縮こまってしまう。

（うう……さっき水明に唇を寄せられたところが、まだ熱い……）

　手首の一部だけが燃えるようだ。

　そこで「愛してやる」と言われたときの、水明の熱っぽい瞳まで思い出してしまえば、みずほはもう心臓が破裂しそうだった。

（かりそめとはいえ夫婦になったってことは、子供たちはもちろんだけど、水明ともこれから同じ家に住むのよね……？　ひとつ屋根の下で、こんな天然心臓ブレーカーな神様と……？）

　チラッと、みずほは水明の顔を窺う。目が合ってしまい、水明からはきれいな微笑みを返された。

　その微笑みにさえ、自分への思慕が宿っているように感じるのだから、やはりどう考えてもみずほの心臓は持ちそうにない。

「……話がまとまったところで、母親として最初の仕事だ」

「あ、は、はい！」

　改まった口調で告げられ、みずほはピシッと姿勢を正す。みずほに体をくっつけている子供たちも、まねをしてピシッとする。

（う、浮わつくな、私！　水明とのことは置いといて、この子たちのママになったんだから！　もっとしっかりしないと！）

　そう自分に活を入れながら、緊張感を持って水明の言葉を待ったが、告げられた仕事は意外なものだった。

「子供たちに名前をつけてやれ」

「え……名前、まだないの？」

「慣例どおりならすでに俺がつけているところだが、現役の風神・雷神に、こんなこと滅多にない機会だから、人間に名付けさせたらどうかと提案されてな。それに俺も、母である貴様がつけた方がいいと判断した。名は大切なものだからな」

「プ、プレッシャーが……名前かあ」

　みずほはふたりの子供たちを、行ったり来たりしながら見比べる。四つの色付きのビー玉のような瞳が、期待にキラキラしているのは幻覚か。

（ネーミングセンスとかないんだけど……こ、こういうのは、フィーリングで決めた方がいいよね？）

　変にこねくり回すと一生つけられそうにないので、みずほは頭に浮かんだ名前をそのまま口にした。

「女の子は風神だから……風子。男の子は雷神だから、雷太でどうかな」

「……安直だな。覚えやすくはあるが」

　水明からは及第点といった感じだったが、子供たちは気に入ってくれたようで、「フウは、フウ？」「ライちゃ！　ライ！」と名前を繰り返してくれている。みずほも改めて、つけたばかりの名前を呼んでみた。

「風子、フウ」

「あい」

「雷太、ライ」

「あーい！」

　しっかり返事をされると、名付け親であるみずほとしても、しみじみと感じ入るものがある。

（これからいっぱい、いっぱい呼んであげたい……！）

　しかしながらいったん、ここでお別れのようだ。

「……俺たちはそろそろ退散するぞ。また近日中には迎えに来る。それまでに荷造りをしておけ。逃げるなよ？」

「に、逃げないよ。決意はした、し」

「いい答えだ」

　みずほの返答に、水明はひとつ頷いて立ち上がる。彼は「行くぞ、フウ、ライ」と気軽に愛称で子供たちを呼んだ。

　どこに帰るのかは疑問だが、あの神社だろうか。だけど素直に頷いた風子に反し、雷太はぐずりを見せる。

「やーあー！　まぁだ、ままと、いりゅ！」

「ライ……」

　みずほの膝の上から頑なにどかない雷太に、みずほはこれはこれで嬉しいから困ってしまう。

「ワガママを言うな、ライ」

　容赦なく水明は、強制的に雷太を抱きあげた。バチバチッと雷太から電気がほとばしる。

　水神だから水だし、感電するのでは？　とみずほはいらぬ心配をしたが、そこはなんらかの神の力が働いているのか、水明は平気そうだ。

「ぱーぱー！　やーあー！」

「こら、暴れるな。放電もやめろ。なにも二度と会えなくなるわけではないぞ、ママに『またね』をするんだ」

「まちゃね？」

　水明が「そうだ、やれるか？」と促せば、雷太は「ままに、まちゃね、ままに、まちゃね……」ともごもご口を動かしつつも、どうにかおとなしくなってくれた。

　玄関で水明はサッと雷太の靴を履かせる。まだ自力では履けないようで、みずほも遅れて風子の方を手伝った。

　しかしながら、みずほは水明のようにはいかず……風子は雷太のように足をプラプラさせることもなく、じっと足を出していてくれたのに、もたついてだいぶ時間がかかってしまった。

「……貴様は相変わらず、不器用なようだな」

「あ、相変わらずって……私が不器用なこと、なんで知ってるの？」

「バカにしたつもりはないぞ。たとえ空回りがちでも、その何事にも素直に取り組もうとする姿勢は、貴様の長所だろう」

　微妙に水明の返答は、みずほの質問をはぐらかしている。

　だけど、日頃褒められることが滅多にないみずほは、肯定されたことに意識がいって不覚にも胸が高鳴った。

（もっと要領よくやれないのかって、お母さんとか上司には怒られてきたのに……不器用でもそこ、長所だって認めてくれるんだ）

　水明の言葉はそれこそ水のように、乾いたみずほの心をじんわり潤してくれた。

「あとはこれも渡しておこう」

　水明はまたもやスーツの懐を漁あさる。出てきたのはなんの変哲もない、罫線が入ったＡ４のノートだ。

「これをどうするの……？」

　みずほはペラペラとページをめくってみるが、中になにか書いてあるわけでもなく、完全に白紙だった。

「それは貴様の日誌用だ」

「え、日誌を書かなきゃいけないの？　なんで？」

　自慢ではないが、みずほは小学生の頃からそういった類いは、幾度となく挑戦して全て三日坊主で散っている。

　マメな作業は確固たる意志がないと、なかなか続けられないものだ。

「言うなれば〝育神日誌〟だな。それに子供たちの成長を綴つづれ。風神・雷神の子が生まれるのは何百年ぶり、しかも人間に子育てをさせるという前代未聞の事態は、記録として後世に残さねばならない」

「せ、責任重大ってことだよね……」

　青あお褪ざめてノートを抱き締めるみずほに、水明は「まあ、そう気負うな。貴様の思うように書けばいい」と軽く告げる。

「ではまたな、俺の花嫁」

「きゃっ！」

　油断していたところで、水明がみずほの頭頂部にキスをした。やけに可愛らしいリップ音が頭上で聞こえて、みずほは動揺する。

　しかし抗議する間もなく水明は離れていき、子供たちもぷっくりした手を左右にブンブンと振ってくる。

「まぁま、まちゃね」

「まちゃねー！」

「う、うん、またね」

　みずほもおずおずと振り返したところで、ドアがパタリと閉まった。

　急に静かになった部屋で、みずほは手元のノートに視線を落とす。

「なんか、とんでもないことになっちゃったな……」

　全て夢オチだったと片付けられた方が、納得するくらいの急展開だ。

　だけど夢などではないことは、みずほの手首で輝くブレスレットも証明している。

　それに今の気分はけっして悪くなく、むしろ羽内に婚約破棄されて以来、初めて前向きな気持ちになれていた。

「あ、そうだ！」

　みずほは思い付いて、適当に棚から黒いボールペンを選ぶ。ミニテーブルにノートを置いて、まずは表紙に『みずほの育神日誌』と書いた。

　記念すべき一ページ目にも、ペン先を素早く走らせる。

「……よし！」

　ペンを転がして、みずほは晴れやかな笑顔を浮かべた。




【みずほの育神日誌】

　育児生活０日目。

　今日からママになりました！　これからよろしくね、風子に雷太！

　水明とも、まだ夫婦って実感はないけど……たとえかりそめでも、いいパートナーになれたらいいな。

　新米ママにして新米花嫁、頑張ります！
















二話　家族生活は前途多難







「よし！　作るぞ！」

　赤いエプロンを身につけ、広々とした対面キッチンの前で、みずほは気合いを入れた。

　目の前に並ぶ食材は、玉ねぎ、ニンジン、ジャガイモ、鶏モモ肉、牛乳、甘口のカレー粉……今夜のみずほ宅の夕飯はチキンカレーである。料理スキルの低いみずほでも、かろうじて作れそうなメニューチョイスだ。

　――みずほがこの４ＬＤＫの一戸建てに引っ越してきてから、今日で九日目。

　社員寮を追い出される前に、水明は宣言どおりみずほを迎えに来て、あれよあれよという間にここに住むことになった。

　とある〝水明のスポンサー〟が用意したこの家は、二階建ての新築物件だ。オフホワイトを基調とした清潔な外観に庭付き、閑静な住宅街の端っこにあり、陽当たりも良好。駅からは遠いが、公園やスーパーは近く、立地も悪くなかった。

　最新の家具家電が事前に一とおり揃えてあり、積み木や絵本などのオモチャまで完璧だ。

　実家よりも住み心地抜群で、みずほとしては文句のつけようがない新居である。

　そして始まった疑似家族生活の中で、問題はすでに多々あれど、みずほにとって特に悩ましいのが子供たちの食事面だった。

　越してきて最初に、みずほと水明はこんな会話をした。

『フウとライのご飯って、どうすればいいの……？　神様の子たちも食事はするんだよね？』

『人間とは違い、なにも食べずとも、自然エネルギーを取り込めば最低限の生命維持はできる。だがそれは本当に最低限だ。空腹にはなるし、成長するには栄養満点な食事は必要だな』

『え、栄養満点な食事……』

『人間の子供が食べるものと同じでいい。他にも風呂や排泄なども、人間の子と扱いは相違ない。トイレトレーニングもしなくてはいけないな。俺も育児に関しては勉強中だが……貴様も精進するように。特に食事は基本だ』

『は、はい……』

　そうは言っても、長らく包丁一本握っていなかったみずほに、いきなりまともな料理などできるはずがない。

　外での仕事がない分の時間はあるので、ネットで見た新米ママさん用レシピをあれこれ試してはいるが、これまで成功例は少なかった。一度出してみたお子さま向けのレトルトカレーが、今までで一番子どもたちには好評であった。

　それで今夜は、手作りカレーで勝負してみようと考えた次第である。

「まずはジャガイモの皮を剥いてっ……と。あ、袋に値引きシールついてる。わざわざお買い得を選んだのかな？」

　今のところ食材は、水明が〝お勤め〟帰りに、スーパーでみずほの頼んだものを買ってきてくれている。

　彼のような目立つ美丈夫がスーパーに降臨したら、奥さまたちが野菜や魚のパックを手に悲鳴をあげそうだなと、みずほは愉快な想像をしてしまう。

　子供たちはまだスーパー未体験なので、そのうち連れていこうとは考えているのだが……絶対に大はしゃぎするだろう子供たちを思うと、覚悟を持っていかねばならなかった。

　未知なものを前にした子供の行動は、大人にもまた未知数である。

「た……玉ねぎが目に染みる……」

　時に刺激に耐えながら包丁を動かし、野菜は全て食べやすいように小さめに切る。形は不揃いだが、そこはご愛敬だ。

　鶏肉も切って、鍋にサラダ油をひいて具材を軽く炒めた。それから水を加えて沸騰させ、カレー粉を投下したところで、テレビで教育アニメを熱心に見ていたはずの風子がやってきた。

「あれ？　もうアニメはいいの？」

「……ん。みこたん、おわっちゃ」

　風子がコクンと頷いて答える。

『みこたん』は、教育アニメ『みこたんとぎゅっ！』のメインキャラクターだ。喋しゃべる不思議な白い子トラのみこたんと、みこたんを拾った三歳の女の子〝あいちゃん〟の交流を描いたハートフルストーリーは、絵もほんわかと可愛らしく、特に女児から人気である。

　みこたんが実は風神の使いで、風を操る力を持つ……というなんともピンポイントな裏設定もあり、風子はこのアニメが大のお気に入りだった。

　原作は絵本のため、みずほは毎晩せがまれて寝る前に読み聞かせをしている。繰り返し同じ箇所を読ませられ、その部分は完璧に暗記してしまった。

「ままー！　ごあん！　ごあん、なあに？」

「わっ……！　ライ、いきなり抱きついたら危ないでしょ！」

　次に突撃をかましてきたのは雷太だ。危うく鍋をひっくり返しそうになり、みずほは寿命が縮みかけた。

　風子がアニメを見ている後ろで、車のオモチャで遊んでいた雷太は、夕食には少々早いがもうお腹が空いたらしい。

「今夜の夕食はカレーだよ」

「かれぇー！　れちょると、おいちかった！」

「レ、レトルトよりおいしいよ、たぶん！」

　雷太は「かれぇー！　かれぇー！」と手を叩いて喜び、風子もワクワクしながら鍋を見あげている。

　完成した段階で味見をし、これなら大丈夫だろうと食卓に並べたのだが……。

「……ごちちょー、ちゃま」

「えっ！　も、もういいの？　フウ」

　ほんの少し食べただけで、スプーンを置いた風子にみずほはうろたえる。もとより風子は小食だが、それにしてもほとんど食べていない。

「ごちそうさまを言えてえらいけど、あと半分くらいは食べて……」

「……んーん」

　灰色の髪を揺らし、首を横にフルフルと振られてしまう。

　前回のレトルトカレーは完食していたので、これは単純にみずほのカレーがお口にあわなかったのだろう。

（こ、こっちの方が手間と時間もかかってるのに……レトルトに負けた……）

　多大な精神的ダメージを食らっているみずほに、風子の隣に座る雷太から「まえのが、おいちい！」とトドメを刺される。だけど雷太の場合、まだ食べ進めてくれているだけよかった。

　だが食べかたが豪快すぎて、服も口の周りもカレーまみれだ。

（あああ！　前かけをつけるべきだった！）

　後悔しても遅いので、ティッシュでまずは口元を拭おうとするが……。

「やーあー！」

「あ、コラ！」

　ピョン！　と椅子から飛び降りた雷太は、お腹が膨れて動きたくなったのか、汚れたまま室内を走り回る。カレーのついた手で白い壁をベタベタ触るので、みずほは「なんてことするの!?」と、首根っこを捕まえてつい語気を荒らげた。

「こんなことしちゃだめ！　それに〝ごちそうさま〟も言ってないでしょ！　フウは言えたのに！　見習いなさい！」

「……うー！　やあっ！」

　すると雷太は、頬っぺたを膨らませてむくれ、バチバチッと不満を表すように電気を発した。

　強い静電気くらいのレベルだが、反射的にみずほは手を離してしまい、雷太はその隙に逃走する。部屋を出て二階に向かうようだ。

「あっ！　待ちなさ……って、フウ!?　なにしてるの!?」

　追いかけようとした矢先、宙を漂うカレー皿が視界に映る。

　椅子にまだ座ったままの風子が、風を起こして浮かせていたようだが、みずほの大声に驚いたのか、白い陶器の皿は床に落ちてガシャンと割れてしまった。

　飛び散った破片に、みずほは血相を変えて風子に走り寄る。

「だ、大丈夫!?　怪我はない!?」

「んっ」

　無事を確かめてホッとするも、どうしてこんなことをしたのかが疑問だ。

（フウはこういうイタズラ、ライと違ってしないのに……）

　ひとまず破片があるところに居させられないため、風子を抱きあげて、いったん玄関に避難させる。子供たち用の食器は、近日中にはプラスチックに替えようと決意した。

「無闇に力で遊んじゃだめだよ」

「……むう」

　そう叱れば、風子は俯いて黙り込む。雷太に続いて、こちらの機嫌も損ねてしまったらしい。俯いたまま、風子も二階にあがっていった。

「まさしく〝嵐のあと〟って感じ……」

　部屋に戻ったみずほは、広がる惨状にもう泣きたくなってしまう。

「帰ったぞ……なんだ、このひどい有様は」

「水明……！」

「おっと」

　スーツ姿で帰宅した水明に、みずほはみっともなく縋すがりついた。勢いで水明に抱きつく形になっているが、動転中の本人は気付かない。

　抱きつかれた水明が心なしか、嬉しそうに口元を緩めていることも……。

「……こういう状況も悪くはないな」

「なにが？　悪いことばっかりだよ！」

「こちらの話だ。起こったことをゆっくり話せ」

　水明はポンポンと、宥なだめるようにみずほの頭を撫でる。それによって荒ぶる気を少し鎮めながらも、みずほが一から「じ、実はね……」と説明すれば、水明はやれやれと溜息をつく。

「そういうことなら、今夜は俺がふたりまとめて風呂に入れよう。そちらの方が手っ取り早いだろう」

　普段なら子供たちを風呂に入れる役目は、水明が雷太担当、みずほが風子担当だ。

　しかしボロボロなみずほを気遣ってか、水明は「貴様はあとでひとり、のんびり湯にでも浸かれ」とまで言ってくれた。

「うん……ごめんなさい……」

「ここの片付けだけは任せたぞ。それで、風呂は沸いているのか？」

「あ……ま、まだ！　ご飯のあとに沸かそうと思っていて、掃除もしてない……先にしてくる！」

「おい、不用意に走るな。破片を踏んだら危ないだろう」

　パッと駆けだそうとしたみずほの腕を、水明が掴んで引き留める。みずほはまた水明の硬い胸に逆戻りだ。

「わ、わわっ！」

　やっと密着状態であることを自覚したみずほは、ワタワタと慌てる。

「も、もう走らないから離して！」

「先に抱きついてきたのは貴様だろう」

「それはそうなんだけど……！　このままじゃお風呂掃除行けないし……っ」

「子供たちを風呂に入れるついでだ、俺がやる。水神の力を使えば指先ひとつだ」

　水を生み出し自由に操れる水明は、その力を応用して家事全般に役立てていた。さすがに水をお湯にまでは変えられないが、確かに風呂掃除くらいなら、今からみずほがやるより簡単に済むだろう。

（だからって……お勤めを頑張ってきた水明に、迷惑ばっかりかけちゃだめでしょ、私！）

　しかも水明は、子供たちを風呂に入れた上、寝かしつけまでしてくれた。風子への絵本の読み聞かせも、今晩は水明がその美しい低音ボイスで行ってくれたのだ。

　ふたりの寝顔を確認してから、みずほも風呂へ入る。

　久々のひとり風呂を堪能しながらも、開催されるのは自己反省会だ。

「料理はまず基本からだよね……もっと子供たちに教育もしっかりしないと……水明のことも頼りすぎないように……うう、本当に私にできるのかなぁ」

　お風呂場で一日の反省会をするのは、みずほの昔からの習慣である。だがブツブツと湯面に垂れ流しても、後ろ向きな想いは加速するばかりだ。

　暗い気持ちで、グレーのスウェットに着替えてリビングに行くと、お揃いのスウェット姿の水明が、ソファに腰かけて分厚い本を熟読していた。表紙に『子育ての手引き』とタイトルだけ書かれた青い本は、例の水明ご愛読の育児書だ。

（美形がこの格好で、この本を読んでいるとシュールだよね……）

　みずほに気付いた水明が、育児書から顔をあげる。

「……まだ髪が濡れているな。来い、俺が手ずから乾かしてやろう」

「い、いらないよ！　子供たち相手じゃないんだし！」

「今夜は疲弊した貴様のために特別だ。〝嫁が子育てで疲れているとき、夫は心から労いたわって寄り添うこと〟と、この育児書にもあったからな」

「それもう参考にするのやめない……？」

「ぐだぐだ言わずにいいから来い」

　俺様神様水明様っぷりを発揮され、仕方なくみずほは、彼に指定されるままソファに座った。

　逆に水明は本を置いてわざわざ立ち上がり、ソファの後ろに回って、みずほの中途半端に伸びた髪を掬すくう。

　髪から伝わる長い指の感触に、みずほはやたら緊張してしまう。

「えっと、乾かすってドライヤーとかは……？」

「今さらな質問だな。俺が指を通したところから、直接水分を取っていくんだ。サラサラにしてやるから身を委ねていろ」

「水神様って本当に便利……」

　最初は緊張していたみずほだが、水明の存外丁寧な手つきに、やがて身も心もリラックスしてくる。

　思えば髪を乾かしてもらうなんて、羽内にもされたことがなかった。

（こんな心地いいものなんだなぁ……）

　暗かった気持ちもほぐれてきたら、つい口から漏れるのは弱音だ。

「ねえ、水明……こんなこと言ったら怒られちゃうだろうけどさ。ポンコツな私にはやっぱり、神の子の子育てなんて無理だったのかもって、今日すごく痛感しちゃって。水明にも迷惑かけてばかりだし……嫁にもふさわしくないっていうか……」

「おい、それ以上は卑下するな」

　咎めるように、水明がみずほの髪をひとふさ引っ張った。まったく痛くはない力加減だったが、みずほは驚いて続けようとした弱音を呑み込む。

「俺の嫁を貶けなすことは、貴様自身にも許さん。そもそも始めから全てうまくこなせる者などいないだろう。人間ならばなおさらだ。共に一からやればいい、俺たちは夫婦なのだからな」

「水明……」

　みずほは緩む涙腺に耐えて「そ、そうだよね……」とコクコク頷いた。

　今まで何事においても失敗ばかりなせいで、自然と人から見限られたり諦められたりすることが多い人生だった。だから余計に、共にやろうと言ってくれたことが、みずほの胸にジンときた。

（水明って口は悪いけど、思っていたより優しいよね……）

「ほら、終わったぞ」

　少し前向きになれたところで、水明が最後に髪を梳すいて整える。宣言どおりサラサラだ。

「おおっ、すごい……！」

「気に入ったなら、貴様が疲弊した日はまたやってやる」

「……いろいろとありがとう、水明」

　みずほは首だけを後ろに回し、小さくはにかんで礼を述べた。

（謝るよりは、きっとこっちの方がいいよね）

　水明も柔らかな笑みを返してくれる。

「さあ、貴様ももう寝ろ。明日は朝から、子供たちを連れて流ながれのところに行くぞ」

「流さん？　なんで？」

「子供たちに直接渡したいものがあるそうだ。まあ、単純にふたりに会いたいだけだろうがな」

「フウもライも、きっと喜ぶよ」

　明日の予定を、みずほは脳内のスケジュールに書き込んでおく。

　水明はどこまでもさりげなく、「では先に寝室に行っているぞ」と、自ら乾かしたみずほの髪にキスを送った。

〝夫婦たるもの、おはようとおやすみのキスは欠かさないこと〟……これも水明は、育児書の夫婦の章から、またおかしな知識を学んでいるようで、止めても繰り返されるから困りものだ。

「も、もう、水明ったらまた……！」

「おやすみ、俺の嫁」

　みずほの抗議には耳を貸さず、水明は問題の育児書を持って二階へとあがっていった。

　二階には部屋が三つあって、一番大きな部屋を寝室として使っている。セミダブルベッドを二台くっつけており、家族四人で寝ると狭くもなく広くもなく、ちょうどいいサイズ感だ。

「寝ろって催促したくせに……これじゃあ、ドキドキして寝れないよ」

　みずほは頬を赤らめ、水明が触れたところを押さえる。

　常に子供たちを間に挟んではいるものの、水明と近い距離で寝ることに、まだまだみずほは慣れていない。

　寝付きの悪い風子と、寝相の悪い雷太にかまっている方が、まだ意識する暇もなくて安心なくらいだ。

（でも、子供たちの様子も気になるし……無理やりでも私も寝よう。その前にあれだけ書かなきゃね）

　寝る前にあとひとつ、みずほにはすることがあった。どうにか連日続けられている日誌を書くことだ。




【みずほの育神日誌】

　子供たちに振り回されて、なかなか理想のママになれない毎日。今のところ前途多難で、課題は山積み！

　でも水明とだったら、また頑張れる気がする……なんて。

　め、めげずにやってみます！




＊　＊　＊




　翌日の朝も、みずほ宅は戦場だった。

　子供たちはお出かけ自体には喜んでくれたものの、外行きのお洋服に着替えるのをイヤイヤと拒絶したのだ。

「フウ、フウちゃん？　こっちのブラウスはどうかな？」

「むう……」

「スカートはこれとか」

「むう……」

　二階の六畳の部屋には、服があちこちに散らばっている。

　この部屋と隣の部屋は、ゆくゆくはそれぞれの子供部屋になる予定だが、現在は雑多な物置き状態である。

「……ライ、この服のなにがそんなに気に入らない」

「かっちょよく、ない！　やっ！」

　みずほの横では、水明と雷太のお着替えもまた難航していた。子供たちはとにかく頑なだ。

　しかしながら、これらの服を拒絶する子供たちの気持ちも、みずほはわからないでもなかった。

　部屋着も含めてまだ数が少ない子供服は、全て水明が選んだものだが、全体的に古くさいというか芋くさいというか……端的に言うとダサかった。色は暗色で、柄も地味なものだらけだ。

（最初に寮に来たときも、可愛いお子さまたちなのに服装は微妙だなあって、正直思っていたのよね……）

　みずほがついつい、選んだ張本人に胡う乱ろんな目を向ければ、水明は「文句があるなら聞いてやる」と、不遜な態度で腕を組む。

「……言っていいの？　怒らない？」

「寛容な心で受け止めてやるから、早く言え」

「じゃあ言うけど……本当に怒らないでね？　水明のセンスってなんというか……おじいちゃんに近いよね」

「おじっ……！　し、仕方ないだろう、現代の人間のセンスなどわからん」

　わりとショックを受けている彼は、ザッと数えて三百年くらいは生きているという。おじいちゃんを超えて仙人のセンスだ。

「近いうちに、子供服をデパートに買いに行かなきゃ」

「だが今はこれしかない。着替えさせるしかないぞ」

　結局、子供たちは寮に来たときと同じ、雷太はブサイクな猫の顔が描かれた茶色のＴシャツに、丈が中途半端なハーフパンツ。風子は黄色というよりどどめ色のワンピースになら、宥めすかしてなんとか着替えてくれた。

　これでも比較的一番マシなやつだ。

「まぁあ、おでかけ、どぉこ？」

「あれ？　言ってなかったっけ。流さんのとこだよ」

「にゃがりぇ！　たのちみ！」

「流さんもきっと喜ぶよ」

　準備には骨が折れたが、久しぶりのお出かけに盛り上がる子供たちは可愛い。

　四人で外に出ると、天気は青空が広がる快晴だった。

　お手々を繋いで向かう先は、徒歩十分程で着く例の神社だ。

「――ご家族そろって、ようこそお越しくださいました。仲がよろしくて微笑ましいことですのう」

　石段をのぼったところで、七十代半ばの白髪の男性が、穏やかな笑みでみずほたちを出迎える。

　彼はこの『うたかた神社』の宮司を務める、流雄ゆう太た郎ろう。白地の狩かり衣ぎぬを纏い、歳のわりにピンと背を伸ばして立つ彼は、笑い皺じわの目立つ好こう々こう爺やだ。

「こんにちは、風子様、雷太様。お元気でしたかのう？」

「こんに、ちは」

「にゃがりぇー！　こんちは！」

　屈かがんで目を合わせる雄太郎に、風子と雷太は積極的にあいさつする。子供たちが雄太郎と会うのは、みずほの引っ越し初日以来まだ二回目のはずだが、もうすっかり彼に懐なついていた。

　そして幼児相手にも〝様〟をつけるあたり、雄太郎は子供たちを〝神様〟として敬うまやっていることもわかる。

「みずほ様も、お元気そうで。新しい家の住み心地はいかがですかな？」

「そ、それはもう、あんないい家に住まわせてもらって……！」

「ちょうど入居者を募集していたものですから、気になさらず。わしの代で、まさか神の子の子育てを手伝えるとは……改めて光栄なことじゃ。助力は惜しまんので、みずほ様もなんでも頼んでくだされ」

　ほっほっほっと、白い眉を弓なりにして笑う雄太郎。

　雄太郎を含む流一族は、このうたかた町一帯を占める地主であり、〝水明のスポンサー〟というのも彼らである。

　代々水神に仕えてきた家系で、彼らは古くから神との交流を図ってきたのだという。〝神様の子育て〟に関する文献も残っており、そこには〝水神様が子育てをなされる場合には、全面的にバックアップすること〟といった意図の、御先祖様からのお言葉が載っているらしい。

　記述に基づき、雄太郎をはじめ〝流〟の名を持つ人たちは、みずほたちに家やら食費やらなにからなにまで世話してくれている。

「本当に十分というか……申し訳ないくらいに助けていただいて……」

「その分は俺も働いていることを忘れるなよ」

　かしこまるみずほに、水明が横槍を入れてくる。

　水明も水明で、流一族への恩に報いるため、この神社を支える〝お勤め〟をしている。主に、人間のフリをして彼が直接ご祈き祷とうに行ったり、氏子の家を小まめに訪問したり、また水神らしく、この地域一帯の水に溜まる〝邪気〟も浄化して回っているそうだ。

　川や下水には不浄の気……つまり、人間の悪い気が流れ込みやすく、浄化を怠ると、地域の空気が淀んで〝よくないもの〟も引き寄せるらしい。

　このあたりは、みずほは軽く概要を聞いただけで詳しくはないが、水明がとっても大事なお仕事をしていることは理解できた。

（それで養育費を稼いでもらっている感じかな……サラリーマンよろしく、週休二日制で働きに出てくれているもんね）

　今のみずほは専業主婦状態だが、水明は働くお父さんだ。

「えっと、水明が頑張っていることは、フウもライも知っていると思うよ？　ねっ、ふたりとも。パパは頑張っているよね？」

「ぱぁぱ、がんばっちゃ？　よしよし？」

「がんばっちゃー！　えりゃい！」

「うむ」

　風子と雷太から労られ、水明は満足気に頷いた。

（嬉しそう……ちゃんと見ていれば、水明の感情はけっこうわかりやすいな）

　俺様だったり天然だったり、不意に優しかったり……こういう可愛いところもあったり。水明の新たな一面を知るたび、みずほ不思議と胸が温かくなる。

　雄太郎も雄太郎で「ほっほっ、水明様もすっかり父親ですなあ」と朗らかに笑い声を立てた。

「さて、お渡ししたいものがございまして、社務所の方にご案内してもよろしいですかな？　うちの家内は裁縫が趣味でしてなあ。風子様と雷太様にぜひ使ってほしいと、大作をこしらえましてのう」

「大作……とっても気になります」

「ええ、もらってやってくだされ。こちらへどうぞ」

　雄太郎に案内されるまま、みずほたちは砂利を踏んで、入いり母も屋や造づくりの社務所に向かおうとする。

　しかしそこで、後ろからふたり組の参拝客が石段をのぼってきた。

「ねえねえ、ここに銀髪の超イケメン神職がいるってマジなの？」

「マジマジ。もう目が覚めるようなイケメンらしいよ！　しかも彼にご祈祷してもらったら、効果抜群だったとか知り合いが話していたの」

　大学生くらいの女性たちは、声を弾ませてそんな会話をしている。彼らの話題の中心は確実に水明だ。

（う、噂になってる……）

　でもみずほも、こんな神職さんがいたら、興味本位で会いに来てしまうかもしれない。

　今は見慣れてきたスーツ姿だが、水明は狩衣も当然似合うだろう。むしろ神様としては、そちらの方がふさわしい格好と言える。

「あ！　待って、あの人じゃない？」

　片方の女性が拝殿に進む途中で、水明を視界の端に留めてしまった。

「銀髪だし、宮司さんっぽいおじいさんと一緒にいるし、めちゃくちゃイケメンだし！　きっとあの人だよ！」

「うわっ、マジだ！」

　女性たちは嬉々として水明に詰め寄る。対して水明は怯むことなく、いたって素の態度だ。

「貴様たちは参拝目的か？　うちの神社のご利益は俺が保障してやる。絵馬をかけて、御守りも一体納めていくといい」

　宣伝用だろうか、スーツの懐から水明は御守りを取り出して見せる。

　彼の目のような水色の御守り袋は、金糸で龍が描かれており、添えてある文字には〝開運厄除守〟とあった。

「あちらの授与所で、交通安全や縁結びの御守りも取り扱っている。きっと貴様たちをよき方に導く助けとなるだろう」

「い、いただきます！」

「私も！　参拝も毎日来ます！」

　えらそうな営業をかけられても、本物の神様ゆえの威厳に従いたくなるのか。はたまた単純に、水明の規格外の美貌に骨抜きにされているのか。女性たちはまんまと御守りも購入する運びになっている。こうやって参拝客も着実に増やしているようだ。

　しかし、水明が女性たちにキャーキャーもてはやされている図に、みずほはなんだかモヤッとした気分になる。

（ちょっとおもしろくない、かも……）

　かりそめ夫婦だとわかってはいるが、水明は自分の夫なのに……などと思ってしまう。それこそ子供じみた独占欲のようだ。

（大清もモテる人だったけど、彼の場合は仕方ないかって、どこか諦てい観かんしていたんだけどな……）

　複雑な表情を浮かべるみずほの腕を、くいくいっと風子が引く。

「ぱぁぱ、もちぇもちぇ？」

「もちぇ……モテモテってことかな？　ど、どこでそんな言葉覚えたの、フウ？」

「もちもち!?」

「ライ、お餅はちょっと違うかな？　パパはお仕事大変そうだし、私たちは先に行こっか」

　騒ぐ子供たちの背を押して、みずほはモヤモヤを払うように、水明を置いて社務所の中へと入った。

　そこで雄太郎が持ってきたものは、二枚の手作りブランケットだ。〝風神雷神図屏風〟を可愛くデフォルメした、風神・雷神の絵がそれぞれ全面に刺繡されており、大作というのも頷ける代物であった。

　子供たちは一目でたいそう気に入り、風子はブランケットを握り締めて離さず、雷太はマントのように羽織って社務所内を走り回った。「こ、こらっ！　止まりなさい！」と慌てて窘めるみずほに反し、雄太郎は「子供は元気が一番ですじゃ」と寛大な心を見せてくれた。

　なんとかブランケットを回収して紙袋に収めたところで、これも雄太郎の奥様作だという、重箱に入ったおにぎりもいただいた。

　三角に握ったおにぎりの具は、鮭やおかかといった王道のものから、唐揚げやバターコーンなどの変わり種もあった。子供たちと一緒になって、みずほもつい次々と摘んでしまった。

　三人ともお腹が膨れたところで、社務所を出る。鳥居の前ではまたも、水明が別の若い女性集団に捕まっていた。

「水明さんって、恋人とかいるんですかー？」

「こんなに素敵ならいますよね？　でもワンチャン!?」

「いないなら立候補とかしちゃおうかな！」

　女性集団はなんともアグレッシブなアピールをしている。思わずみずほが遠目で様子をそわそわと見守っていたら、パチッと水明と目があった。

　水明はフッと口角をあげる。

「……恋人はいないが、愛する嫁と可愛い子供たちはいるな。嫁とは俗に言う、〝おしどり夫婦〟というやつだ。昨夜も俺が嫁の髪を乾かしてやったし、朝晩のキスも欠かさない」

　惚のろ気けるようにそう答えた水明に、女性陣からは「子持ちの妻帯者!?」「ウソ、ショック……」「でも愛妻家！　奥さんが羨ましい！」と驚きょう愕がくの声が出たが、みずほだって危うく悲鳴がでかけた。

（なんてことを人前で……！）

　しかもほぼ事実だから居たたまれない。

　天然な水明はシレッとした態度だが、みずほは顔が熱くて、早くここから立ち去りたかった。

「まぁま、あっち、なぁに？」

　しかしそこで、風子がなにかに興味を引かれたらしい。目線の先は絵馬掛所だ。

「ええっと……あれは絵馬っていって、絵が描かれた板に、好きな願い事を書いて掛けるんだよ」

「えま、みちゃい」

「う、うーん、じゃあちょっとだけ……」

　みずほはチラチラと水明を気にしながらも、子供たちと絵馬掛所に近寄った。無数の絵馬が連なる様は、子供たちには物珍しいようで、「おぉー」と並んで絵馬をペタペタと触っている。

「『ハイスペックな彼氏がゲットできますように』『受験合格！』『いい就職先に出会いたいです！』『宝くじにドーンと当たりますように』……切実なのから煩ぼん悩のうまみれなのまで、いろいろあるなあ」

　みずほも好奇心で、ついつい絵馬に記された願い事をチラ見してしまう。その中でひとつ、やたらとオンボロな絵馬を見つけた。

「うわっ、相当これは年季が入っているよね」

　神社側がお焚たきあげなどせず、あえてずっと残してあるのか。

　木の板は朽ちかけ、願い事はほぼ掠かすれて読めないが、〝家族〟という文字と、書いた人の名前だろう〝緋ひ沙さ子こ〟の文字だけは辛うじて読める。

（緋沙子さんっていう人が、家族の健康を願った……とかかな）

　なんとなくその絵馬から目を離せないでいると、雷太が突然「まま！　ライも、かきちゃい！」などと言い出す。

「ええっ？　神様が絵馬を書くってどうなんだろう……奉納される方じゃないのかな……？」

　悩んだがそもそも、風子も雷太もまだ文字は読めないし書けない。今回は雷太を宥めてまたの機会にさせてもらった。

（水明の方は……）

　ようやく女性陣の相手が済んだらしい水明は、今はまた雄太郎と話し込んでいる。〝おしどり夫婦〟などといった諸々の発言について、みずほは文句を言ってやりたかったが、お仕事の邪魔かな……とこの場は断念した。

（真実を教えてやっただけだろう？　とか、真顔で返されそうだし……）

　燃えるような熱がぶり返しそうだったので、みずほは遠くから「私たちはもう行くね！」と声をかけ、雄太郎のほうには頭を下げて、子供たちを連れて足早に神社を後にした。

　だがせっかくのお出かけで、すぐに帰るのも味気ない。子供たちだってもっと外を満喫したいだろう。

　みずほはそう考え、天気もいいのでお散歩がてら遠回りして帰ることにした。

「まま！　ありぇ！　ありぇなぁに!?」

　みずほと右手を繋いだ雷太が、もう片方の手でなにかを指さす。大通りに面した大型書店の前には、たい焼き屋さんのワゴンカーが停まっていた。オレンジ色の車体からは、食欲をそそる香ばしい匂いも漂ってくる。

「あれはたい焼きを売っているお店だよ」

「ちゃいやき、なぁに？」

　今度は風子からの質問だ。

　絵馬のときといい、子供に説明するのは難しいなと感じつつ、みずほは「あんこっていう甘い塊が入った、焼いて食べるお魚さんだよ」と伝えた。

（ま、間違ってないよね、うん）

　正確には魚の形に焼いた生地だが、子供たちへのわかりやすさを重視させてもらった。

「おちゃかな！　たべちゃい！」

「……フウも、ほちい」

「デザートにちょうどいいかもね」

　近付いてワゴンカーの横に立つメニューボードを見れば、ちょうど子供たちに与えやすそうなミニたい焼きなるものも売っていた。みずほは迷わずそちらと、あと自分用に普通サイズのたい焼きも注文する。

　気前のいい店員のおばさんは、「あらあら、可愛いお子さんたちねえ」と一個ずつオマケしてくれた。

　雷太が自分が持つと言って譲らないので、たい焼きを入れた紙袋を彼に預け、近くの公園に寄ってベンチで食べる。

　甘い物が大好きな雷太はあっという間に平らげてしまったが、風子は「おちゃかなさん……かわいそ……」と悲痛な顔をしてなかなか食べようとしなかった。

　みずほはミニたい焼きを生き物のように左右に振りながら、「た、たい焼きくんはフウちゃんに食べてほしいんだってー！」と必死に促した。風子もいざ食べてみたら、おいしかったようである。

「あっち、あしょんで、くりゅ！」

「フウも、いく」

　みずほがたい焼きを頭から尻尾まで、まだ食べきっていないうちに、子供たちは公園の遊具の魅力に負けて駆けだした。

　四角い箱のような小さな公園だが、遊具はすべり台に砂場、ブランコにジャングルジムと、それなりに種類がそろっている。他の子供たちもおらず、風子は砂場で、雷太はブランコで、伸び伸び遊んでいたのだが……。

「おい、おまえ！　そこのブランコはオレたちのだぞ！」

　みずほが風子に呼ばれ、彼女の作った砂の山に、一緒に砂まみれになりながらトンネルを開けているときだった。いつの間にか現れた三人の男の子に、雷太が絡まれてしまっていた。

　男の子たちは雷太より体が大きく、五、六歳くらいだろうか。真ん中のキャップを被った男の子がリーダーで、残りのふたりは取り巻きといった雰囲気だ。

「オレがきょかしないと、つかっちゃだめなんだぞ！」

「そうだそうだ！　このブランコはよっちゃんのだ！」

「さっさとどけよ、チビ！」

　ここで怯むような性格ではない雷太は、ブランコから降りず「やっ！　みんにゃのだもん！」と反発する。

　子供の喧嘩に大人が口を出すのはよくないかなと、みずほはハラハラしつつ様子を見ていたのだが……。

「なまいきだぞ！」

「いちゃっ……！」

　リーダーの子が雷太を横から押して、雷太はベシャリと地面に倒れてしまった。

（な、なんてことするの……!?）

　これにはみずほも黙っていられなかった。

　雷太を保護して、悪ガキどもには注意してやろうと砂場を出る。

　だけど倒れて起きない雷太の体がブルブルと震えており、放電寸前なところを見つけて一転、全身に冷や汗が浮かぶ。

（マ、マズイ……！）

　外では力を使わないよう、子供たちには水明からも厳しく注意してある。今日だってお出かけ前に念を押していた。

　だけど感情が昂たかぶっている今の雷太には、そんな注意など頭から吹っ飛んでいることだろう。オマケに雷太の昂りに呼応して、砂場に立つ風子まで、竜巻ひとつ起こしそうな不穏さが滲みでている。

　このままだと危ないのはいじめっ子たちだ。

　みずほはまず雷太を止めるため、全力で叫ぶ。

「雷太！　やめっ――」

「――あんたたち！　やめなさいよ！」

　しかしその前に、颯爽といじめっ子たちと雷太の間に入ったのは、これまた五、六歳くらいの女の子だった。

　つり目がちの気の強そうな顔立ちに、靡なびく黒髪のポニーテール。いじめっ子たちよりも背が高く、将来モデルなどできそうな体たい躯くで、腕を組んで仁王立ちする姿は子供ながらに迫力がある。

「こんなちいさい子、つきとばすなんてゆるせない！　この子にあやまりなさいよ！」

「な、なんだよ、オレたちは……」

「あやまりなさい！」

「ううっ……」

　いじめっ子たちも女の子の迫力にうろたえ、やがてリーダーの子が「わ、わるかったよ！」と謝罪した。取り巻きふたりもそれに倣ならう。

　そして彼らは、蜘く蛛もの子を散らすように逃げていった。

「ふん！　口程にもないわね！」

　女の子は子供らしからぬ台詞を吐く。

　雷太の体の震えも、そこでいったん収まった。

「あらあら、大丈夫っ？」

　今度は三十代半ば程の細身の女性が、白いハンカチを手に走ってくる。

　亜あ麻ま色いろに染めた髪をシニヨンにした彼女は、つり目が特徴的な美人で、女の子の母親だとみずほはすぐに察した。顔立ちが似ているだけでなく、彼女たちは同じデザインの黄色いパーカーワンピースを着ていて、親子でペアルックだったのだ。

　オシャレなワンピースが汚れるのもかまわず、母親の方はしゃがんで雷太を助け起こす。

「かわいそうに……怪我はしていない？」

「……ひゃい」

　雷太の砂まみれの顔を、母親の方はハンカチで優しく拭いてくれた。

　雷太は目にたっぷり涙を溜めていたが、見知らぬ親子の前で泣くことはぐっと堪えているようだった。

　遅れて駆け付けたみずほは、雷太を預かって抱き締める。

「よしよし、痛かったね。怖かったね。もう平気だからね」

「うー……ままぁっ！」

　みずほの腕の中で、雷太はついに堪えきれず泣きだした。皮膚に微弱な電気が流れてピリリと痺しびれたが、みずほは耐える。なにより今は早く、雷太を落ち着かせてあげたかった。

「ライくっ、いちゃいいちゃいの、とんでけー」

　トテトテと寄ってきた風子も、みずほと一緒に雷太を抱き締めるように引っ付いて、そう唱えてくれた。風神の〝飛んでいけ〟は効力が強そうだ。

「あの、ありがとうございます……！　うちの子を助けてくれて……！」

　雷太がやっと落ち着いた頃に、若干痺れた体でよろけながらも立ち上がり、みずほは親子に深々と頭を下げた。母親の方が「困ったときはお互い様よ」と柔らかな笑みを作る。

「さっきの子たちもね、近所では有名なガキ大将グループなんだけど、根は悪い子たちじゃないのよ。時々おイタが過ぎるだけで……」

「ガキなのよ、ガキ！」

　ふんっと、大人びている娘の方が鼻を鳴らす。

「男の子ってみんな、あんなものなんでしょうか……？」

「子供の性格にもよるわね、人それぞれよ。私は高たか井い戸ど由ゆ美み。こっちは美み音おん。この近所のマンションに住んでいるの。よろしくね」

「わ、私は最近引っ越してきたばかりなんです。真樹みずほっていいます、この子たちは雷太と風子です。ほら、ふたりともあいさつして」

「ライは、ライ！」

「フウ、でしゅ」

　子供たちが名乗れば、美音は「私のことは〝みおんおねえちゃん〟ってよぶのよ？」と胸を張る。

　助けてもらったことで、子供たちはすでに美音に心を許しているようだ。「みおんおねーしゃ！」と素直に呼んで、呼ばれた美音もご満悦である。

「美音はひとりっ子だから、弟と妹ができたみたいで嬉しいのよ。雷太くんと風子ちゃんは双子かしら？　男女の双子で似るのは珍しいって聞くけど、お顔のパーツがなんとなく同じね」

「えっ？　あー……ふ、双子みたいなもの？　ですかね？」

「髪と……よく見ると目も、黒じゃなくて珍しい色をしているのね。もしかしてハーフとか？」

「ええっと、旦那が外国の人で、私も異国の血を、その、少しひいていまして……」

「まあ、そうなのね」

　みずほのフワッとした曖昧な返答を、由美は特に疑問も持たず受け入れてくれた。今後も誰かに尋ねられることはあるだろうし、みずほはこの設定で押し通そうと決意する。

　互いに自己紹介が済んだところで、風子と雷太は、美音と一緒に遊ぶことになった。

　面倒見のいい美音は、甲斐甲斐しくふたりの相手をしてくれ、風子の作りかけの砂山を三人で完成させたり、いろんな遊具で遊びたがる雷太に付き合ってくれたりと、みずほとしても大変有り難かった。

　一方、子供たちの弾ける笑い声をＢＧＭに、お母さん組は木製のベンチに座って雑談タイムだ。

　話す内容はやはり子供たちに関することが中心で、みずほは自然と先輩ママである由美に、あれこれ子育てのお悩み相談をした。

（水明の「共に一からやればいい」って言葉は、本当に心強い……でもだからこそ、水明に甘えてばかりも嫌だよ）

　みずほ自身が、新米ママからステップアップしなくてはならない。

　そのためにここはぜひ、由美からアドバイスをもらいたかった。

　作った料理が不評なこと、言うことを聞いてくれないこと、叱ってもイタズラをすること……みずほが語るお困り事を、由美は辛抱強く「うんうん」と最後まで一とおり聞いてくれた。

　由美は励ますように、ポンッとみずほの肩を叩く。

「みんなが一度は通る道だから、みずほさんのお家だけじゃないわ。そう深刻に考えないで」

「由美さん……でも……」

「お料理も慣れよ。繰り返すうちに、子供の好みもわかるようになるわ。『簡単ラクラク！　新米ママの幼児食ブック』って料理本はオススメよ。わかりやすいし材料も凝ってないものばかりだし、私はすっごくお世話になったの。よかったら本屋さんで探してみるといいわ」

「そ、そんな本があるんですね……！」

　みずほは急いで、スマホを開いてメモを取る。あとで近所の書店に必ず買いに行かなくてはいけない。

「それと昨晩はカレーだったなら、今日も余っているんじゃないかしら？」

「……余っていますね、わりと多めに」

　だが子供たちにまた不評なものを出していいのか、みずほはまさしく悩んでいるところだ。

　水明は盛り付けた分を完食してくれたものの、彼からの評価は「可もなく不可もなく」だった。水明の場合、食事はしなくても死にはしないが、神のエネルギーの一部には変換されるらしい。

　また水明は、意外にも子煩悩で愛妻家な理想の夫だが、その性格上、へたなおべっかは使わない。彼からの「おいしい」の一言も、引き出してみたいところである。

「それならね、今夜はカレーのアレンジレシピにすればいいわ」

「アレンジって例えば……？」

「焼きカレーにしたドリアとか、カレーうどんとか？　私もカレーの味付けに失敗しちゃったとき、アレンジしたら美音は食べてくれたから」

「おお……！」

「あとで交換した連絡先に、そのレシピも送っておくわね」

　他にも由美は、叱るときはその理由も説明すること、先に褒めるところを探して、褒めてからやんわり叱る方が聞いてくれた……など実体験をもとに、みずほが求めていたアドバイスをあれこれしてくれた。

（由美さんのこと、由美先生って呼びたい！）

　もはや先輩を通り越して先生だ。

「でもこういうのは、個人差が大きいから。こうしたら必ずうまくいくってわけじゃないし、あくまで参考にしてね」

「はい！　私もいろいろ試してみます！」

　威勢よく返事をしたみずほに、由美は陽光を背負ってにっこり笑う。

「子供は子供なりに、いろいろと考えて行動しているの。まずは子供たちをよく見て、気持ちを考えてあげればいいわ。みずほさんならきっと大丈夫よ」




　陽が傾きだした夕方頃。

　冷凍庫に買い置きのうどんの玉があったので、由美に教えてもらったレシピに沿い、みずほは余ったカレーでカレーうどんを作ることにした。

　まずは凍ったうどんの玉を、電子レンジに放り込む。

「今のうちに……」

　解凍を待つ間、二階で寝ている子供たちの様子を見に階段をあがる。

　ふたりは家に帰ったあと、遊び疲れてスヤスヤと眠りの世界に誘われていった。どちらも爆睡である。

（でもいい加減に起こしておかないと、夜に眠らなくなるし……）

　みずほはそっと、寝室のドアを開けた。

「あれっ？」

　しかしベッドの上で、こんもり膨れているブランケットはひとつだけ。それはさっそく使っている風神の刺繍のもので、雷神の刺繍の方はもぬけの殻だった。

　つまり、寝ていたはずの雷太がいない。

「ど、どこに……!?」

　すると楽しげな声が、物置部屋の方から聞こえてきた。とてつもなく嫌な予感がして、みずほは急いでそちらに向かう。

「あああっ！　か、壁が……！」

　予感は的中し、ドアを開けて目の前に飛び込んできた壁には、クレヨンで前衛的なアートが施されていた。赤、青、黄色とカラフルで、子供の手が届く範囲とはいえ、これは落とすのに相当時間がかかるだろう。

　雷太はそのアートを前に、緑のクレヨンを持ってきゃっきゃっと笑い声を立てていた。

（フウはこんなことしないのに！）

「ライ！　壁に絵を描いちゃ、だ……っ！」

　カッとなって怒鳴ろうとするが、みずほの脳裏にふと、由美のアドバイスがよぎる。

（そ、そうだ、ただ〝だめ〟って怒らないで、その理由を説明しなきゃ。その前に褒めるところを探して……）

　みずほは深呼吸してから、雷太のそばにしゃがみ込んだ。

「……ライ、すごい絵を描いたね。これはなにを描いたの？」

「う！　まま！」

「えっ……」

「ままと、ぱぱ！　フウちゃと、ライ！」

　指さしで教えてくれるも、どれも形を留めていないぐちゃぐちゃな線にしか見えないが、これは家族の絵らしい。

　赤がみずほ、青が水明、緑が風子、黄色が雷太。

「みんにゃ！　なかよち！」

「ライ……」

　予想していなかった絵の意図に、みずほは胸がぎゅっと締めつけられた。

　このひょんなきっかけで繋がっただけの、普通とは違う奇妙な家族の有り様を、雷太は〝仲良し〟と称してくれたのだ。そのどこまでも純粋な想いに、思わず感動してしまった。

（この絵、写メっておきたい……！　でも、注意はしないと！）

　みずほは慎重に言葉を選んで語りかける。

「……素敵な絵だね。本当に、とっても素敵。だけど壁は、お絵かきしていいところじゃないのよ？　壁に描いたら消さなきゃいけないの」

「けちゅ……？」

「ないないするのよ。ママも本当なら大事にとっておきたいし、今度からは紙に描いてほしいな」

「……ん、かみに、かく！」

　コクンと、素直に雷太は首を縦に振る。

「そうそう、もう壁には描かないって約束できる？」

「んっ！　やくちょく！」

「さすが！　えらいえらい」

「ライ、えりゃいこ？　フウちゃより？」

　そこでみずほは、無意識のうちに自分は、雷太と風子を比べていたことに気付いた。今だけでなく、昨日も、その前もだ。

　少し考えれば、そんなことは雷太からすればおもしろくないに決まっている。今こうして聞いてきたのだって、雷太も気にしていた証拠だろう。

（そもそも比べること自体、間違っていたんだ……）

　みずほ自身だって、羽内の件で山辺と自分を周囲から比較されて、悲しい経験をしたはずだ。

「……ライもフウも、えらい子よ。私にはもったいないくらいだよ」

　みずほは雷太の丸い頭を、愛情をいっぱい込めて撫でる。雷太はクレヨンを振って喜んだ。次いで、ぽふっと、みずほの後頭部になにか柔らかい感触が当たる。

「え、な、なに？」

　それは雑巾だった。

　振り返ると、部屋の隅にまとめて積んでおいた雑巾が、五、六枚程、一反木綿のように部屋中にヒラヒラと浮いていた。みずほはぎょっとする。

　犯人は騒動のせいで起きてきたらしい風子だ。彼女は入り口に立って、風で雑巾を操作している。

「フ、フウ!?　なんでまた、こんなイタズラを……！」

「おえかき、きれいきれい、すりゅ」

「きれいきれい……？　まさか、絵をその雑巾で消そうと……？」

　そばまで来た風子に尋ねれば、「ん」と肯定された。

（もしかして昨日のお皿も、片付けようとしてくれたの……？）

　あれもこれもイタズラではなかった。風子はただ、みずほを手伝おうとしてくれただけだった。

（それなのに、私はフウを叱って……子供たちのこと、なんにもわかっていなかった……）

　由美の言うとおり、子供たちは子供たちなりに考えて行動しているのだと、たった今みずほは痛感させられた。

「まぁま、ちゃいへん。フウ、おたしゅけ、ちたい」

「フウ……ごめんね。イタズラなんて勝手に判断して、本当にごめん！」

　深く反省したみずほは、雷太と風子をまとめて抱き締めた。子供たちのことを、もっともっと理解しなくてはいけないと思い直す。

（この絵みたいに、より仲良しな家族になるためにも……）

　落書きを前に、決意を固める。

「まま、ぎゅー」

「ぎゅっ、ぎゅっー！」

　みずほの腕の中にいる子供たちは、ママの決意などなんのその、無邪気な大輪の笑顔を咲かせていた。




　それからふたりを促して一階に下り、みずほはカレーうどんを完成させて出した。出だ汁しを加えて甘めに味付けしてみたら、ただのカレーのときより好感触で、前かけをつけた雷太はちゅるちゅると勢いよくすすり、風子も食べきってくれた。

　みずほは万歳三唱したが、今夜の仕事はそこでは終われない。

　子供たちが寝たあとは、スウェット姿で水明とふたり、そろって壁掃除である。

「ク、クレヨンってなかなか落ちないんだね……」

　みずほは雑巾を片手にふうと息をつく。

　水明の水の力できれいにしてみても、若干薄くなっただけだった。やりすぎると部屋が水浸しになりそうだったので、途中から手作業である。

「ふむ……俺たちに、本気でこの絵画を落とそうという気概が足りないのではないか？　これこそ、人間の世に残すべき芸術だ」

「絵画って……」

　我が子のお絵かきを『絵画』と真剣に呼ぶ水明は、すでに立派な親バカだった。壁を前に膝をつき、スウェットの袖を捲りあげて雑巾を動かす姿は、威厳ある神様にはとうてい見えない。

　みずほはそんな水明に「まあでも、写真には収めたし」と笑って、ゴシゴシと壁をこする。

「……なにやら昨晩とは打って変わって、雰囲気が明るいな。なにかあったか」

「え、そうかな……？　実は公園で知り合った奥さんとママ友になって、いろいろとアドバイスをもらったの。それを実行してみて、私の視野って狭かったんだなってわかって……子供たちともっと向き合わなきゃって、気合い入ったからかも」

「なるほどな。よかったじゃないか」

　水明はみずほの頬に触れようと、そっと手を伸ばしかける。だが、その手が雑巾を絞って汚れていることに気付き、苦い顔で引っ込めた。

　そんな一連の動作が、みずほからすれば妙におかしい。

「貴様のママ友には、いずれ俺も会わねばならないな。嫁が世話になった礼を言わなくては」

「水明が由美さんと……？」

　そこでみずほは、神社で女性陣に囲まれていた水明を思い出し、あのモヤモヤがよみがえる。

　みずほの微妙な心情の変化を察し、水明は「どうかしたか」と銀糸の髪を揺らして首を傾げた。

「べ、別になにも……ちょっと水明が、女の人に人気なことを考えていただけで……って、あ！」

「なんだ、流のところでのことか？　もしや……ヤキモチ、というやつか」

「ち、ちがっ！」

　否定したくても、真っ赤な頬では説得力もない。

　水明は「そうか、そうか。貴様がヤキモチか」と、急にやたら上機嫌になる。鼻歌でも口ずさみそうなくらいで、みずほは穴があったら入りたかった。

（と、というか私、本当にこれってヤキモチなのかな……？　水明とはかりそめ夫婦で、ただの定義上のパートナーなはずなのに……）

　ここは深く掘り下げたらいけない気がして、みずほは少しでも気を散らすため、上機嫌な水明の隣で必死に壁を磨いたのだった。







【みずほの育神日誌】

　今日は一歩前進、かな？

　由美さんや美音ちゃんとは、これからも親しくしていきたいな。子供たちにもお姉さんができたことだし、特に女の子同士でフウは楽しそうだった。

　壁の絵は結局消しきれなくて、流さんに報告することになっちゃったけど……申し訳ございません！　ライと一緒に謝ります！

　水明とのことは、えっと、まだ保留で……ヤキモチかどうかとか……む、無理に考えることじゃないよね？　うん！

　あとこれだけ。

　うちの子たちは、とってもとってもいい子です。
















三話　デパートへ行こう！







「かみにゃりしぇんたい、ぢぇんげきじゃー！　かっちょ、いい！」

　梅雨入りを前にした、とある火曜日の夜。

　六十五インチのテレビにかじりついている雷太は、もう何百回と口にした称賛を興奮気味に叫んだ。

　ここ最近の雷太は、日曜朝にやっている特撮シリーズ『カミナリ戦隊デンゲキンジャー』にすっかりハマっていた。レッドもブルーもおらず、五人の戦隊は全員イエローという衝撃設定だが、存外しっかりしたストーリーと、ド派手なアクションが人気を呼んで、雷太のツボにもクリティカルヒットしたらしい。

　今見ているのは録画だが、飽きずに何度も再生している。変身シーンになるとまねっこも欠かさない。

「りゃい、りゃいくっ！　ちゅぎはみこたんっ！」

　そんな雷太のズボンの裾を引くのは、あと十分後に『みこたんとぎゅっ！』のリアルタイム放送を控えた風子だ。

　これまで雷太はテレビにそこまで関心がなく、テレビは風子の独占状態だった。しかし、デンゲキンジャーの登場により事態は一変、今ではふたりでリモコンをよく取りあっている。

「やぁー！　ぢぇんげきじゃー、みりゅ！」

「みこたんっ！　みこたんっ！」

　普段は声が小さめな風子が、珍しくボリュームをＭＡＸまであげて要求する。だが雷太も譲らない。

（これはそろそろ止めないと、物理的に嵐になる……！）

　キッチンで皿洗いをしながら、その様子を見ていたみずほは、スポンジを置いて仲裁に入ろうとした。

　だけどその前に動いてくれたのは、ダイニングテーブルで食後のインスタントコーヒーを飲んでいた水明だ。

「ライ、これは録画だろう。フウに譲ってやれ」

　水明はその白く長い指先で、ひょいっとリモコンを取りあげた。

　家では定番になってきたグレーのスウェット姿で、雷太をしっかり窘めている。

「やぁ！　ぱぱ、やぁ！　ばかっ！」

「バカと言う方がバカだ」

　発電しながら抗議する雷太をサラリと受け流し、水明はさっさとチャンネルを切り替えた。

（水明はライのあしらいかたがうまいのよね……見習わないと）

　みずほが感心している間に画面は変わり、ヒーローたちが怪人に飛び蹴りを入れた瞬間、白い虎が街を走るみこたんのオープニングになった。

「みこたんっ！」

　今度は風子がテレビにかじりつく。

　オープニングが終わると、いったんＣＭに入った。流れたのは、この地域で一番大きなデパートで週末行われる、イベントの告知だ。

『今度の週末はヒーローショーを開催！　みんなでデンゲキンジャーに会いに行こう！　ヒーローたちを応援しに来てね！』

「！　ぢぇんげき、じゃー！」

『さらに催事場では、絵本展も開催中です！　あの大人気アニメの原作の世界に、お客様をご招待しちゃいます！』

「！　みこ、たん！」

『土日はいっぱいいっぱい遊んじゃおう！　たくさんのご来店、お待ちしております！』

　ＣＭはなんともピンポイントに、お子さまふたりを釣りあげた。ふたりは同時に「いきちゃい！」と騒ぎだす。

（デパートか……連れていってあげたいな）

　皿洗いを済ませたみずほは、タオルで手を拭きながらダイニングに移動し、水明の隣に腰掛ける。水明はみずほの心を読んだように、「子供たちとデパートに行きたいのか？」と問うた。

「う、うん。ふたりともこれだけ盛り上がっているし、私もプラスチックの食器とか子供服を揃えたいなって。なにより子供服はホラ、早く買ってあげないと……フウが一番気にしているから」

　仲よくなった美音がいつもオシャレさんなので、風子のお着替えの拒絶っぷりは日に日に激しくなっていた。

　水明チョイスのクソダサ服では、美音と比べてますます嫌になる風子の気持ちも、みずほにはわかる。繊細な乙女心というのは、年齢問わずあるものだ。

「……繰り返し訴えておくが、俺のセンスを責めるのはお門違いだからな。むしろ俺は古いのではなく、人間たちの遙か先を行っているんだ」

「わ、わかった、わかったから！　でも次は私に選ばせて、ね？」

「まあ……貴様がそこまで言うなら……」

　みずほが自然と手を合わせておねだりポーズで頼めば、水明は渋々ながらも納得してくれた。

（ああ、よかった……けどこの分だと、水明は一緒に行ってくれるか微妙かな。できれば四人で行きたいんだけどな。私ひとりじゃ、ふたりを面倒見れるか不安だし……）

　だけど水明にとって、週末は神社でのお勤めがない休息日だ。疲れを癒すためにも休みたいかなと思うと、みずほはなかなか希望を言いだせなかった。

　だから……水明の方から「では週末は、家族そろって遠出だな」と、当たり前のように口にしたことには驚いた。

「い、一緒に行ってくれるの？」

「ん？　子供たちの面倒を夫婦で見るんだ、当然行くつもりだが？　それに嫁との初の遠出……〝初デート〟でもあるからな」

「で、でーと？」

　予想だにしていない単語が転がり出て、みずほは声が裏返る。〝初デート〟とは、初々しくも甘酸っぱい響きだ。

「そのうち旅行にも行きたいところだがな。それはもう少し子供たちが大きくなってからか……こちらは〝新婚旅行〟になるな。今から子供たちと行きたいところを考えておけ」

「も、もうその話は今度にしよう！　とにかく週末の予定は決定ね！」

　水明がどこまで本気かわからず、みずほはあわあわと話を打ち切って、子供たちに「みんなでデパートに行けるよ！」と朗報を告げる。雷太は「やっちゃー！」と万歳して、風子はエンディングで流れる〝みこたんダンス〟を踊って喜んだ。

　みずほは赤いマジックを持って、テレビ横の壁にかかっているカレンダーの前に立つ。キュッと、今週の日曜日のところに丸印をつけた。




【みずほの育神日誌】

　私もスーパー以外でのお買い物は久しぶり！

　子供たちと同じくらい楽しみだな。

　でも私ひとりだと、本当に不安だったから……水明が四人で行こうって言ってくれて、気持ちが軽くなったよ。私の不安を察してくれたのかな？

　水明は子供たちにとっていいパパで、いつも私を支えてくれるいい旦那様だよね……ううん、〝旦那様〟って呼びかたは恥ずかしい……。

　ただのかりそめの関係なんだから、本人には絶対呼べないよ。その、いつか試しになら……ちょっとだけ、呼んでみたい気もするけど。

　変なこと考えず、明日のためにもう寝よう！　おやすみなさい！




＊　＊　＊




　お出かけ当日。

　空模様は曇りだが、雨は夜中まで降らないとの予報だ。

　離れた町のデパートへはバスで行くことになり、公共交通機関自体が初めての子供たちは、バス停にバスが停まっただけで「おぉー！」やら「ひゃー」やら謎の奇声を発した。

　車内でもこの調子で騒がないかと、みずほは危惧していたのだが……それはありがたいことに、杞き憂ゆうに終わった。

「まま！　ありぇ、なぁに？」

「ん？　さっき通ったとこにあった建物？　あれは警察署だよ。お巡りさんたちが、みんなの平和を守ってくれているの」

「ありぇ！　ありぇは？」

「あっちは小学校。ライたちがそのうち通う……かはわからないけど、ライよりお兄さんやお姉さんが、あそこにお勉強しに行くの」

　正面から向かって右手の席で、みずほが通路側、雷太は窓側に座っているのだが、雷太はすっかり外の景色に夢中だ。車窓に代わる代わる映る景色は、普段のお散歩では見ない建物も多く、見つけるたびにみずほを質問攻めにしている。

（答えるのは地味に大変だけど、おとなしく座っていてくれて助かった……。水明たちの方も、大丈夫そうね）

　反対側の左手の席では、水明が通路側、風子が窓側に座っているのだが、風子は景色よりも手元のマグネット絵本に夢中だ。

　磁石のパーツを、本につけたり外したりできるマグネット絵本は、子供が熱中しやすい上にパーツも失くしにくい。乗り物での移動中に、お子様が黙々と遊べる画期的なアイテムだと、みずほは由美から知恵を授かっていた。

「ぱぁぱ、どーぶちゅさん、はれちゃ」

「……ん。よくできているな」

「ちゅぎは、おしゃかなさん、はりゅ」

　絵本には動物園の檻おりや、水族館の水槽が描かれている。そこに動物や魚の形をしたパーツを貼って、完成させていくという趣向だ。

　乗車時間は大人からすればたいしたことはないが、子供からすれば長い。退屈しないよう、わざわざ水明の持つトートバッグに、みずほが通販で買った絵本を入れておいたのは正解だったようだ。

（このまま順調に着きますように……！　でもなんだか、周囲の空気が生暖かいような……）

「まま、あっち！　あっちのおみしぇ、なに？」

「えっと、あれはね……」

「ぱぁぱ。たこしゃんと、いるかしゃん、いっちょに、はった」

「斬新な組み合わせだな……うちの子は天才かもしれん」

　バスが目的地に到着するまで、運転手を含めた乗客全員から微笑ましく見守られていることに、みずほたちは最後まで気付かなかった。




「わあー！　しゅごい、おっきい！」

　デパートに着いた途端、目の前にそびえ立つ施設の大きさに、みずほと手を繋いでいる雷太は歓声をあげた。水明と手を繋ぐ風子も、口をポカンと開けて圧倒されている。

「ここ、しゅごい……！　おちろ、みたい………！」

　白い外観のデパートがお城に見えたらしい風子は、みこたんの他にも、プリンセスが出てくる童話絵本が大好きだ。

　中に足を踏み入れると、土日な上イベントもあるだけに、広い施設内は家族連れを中心に人で溢れ返っていた。軽快なＢＧＭが流れ、天井からは広告のポスターやバルーンも吊り下がっている。右を見ても左を見ても、服や雑貨のお店が並んで途切れない。

　一歩進むごとに、子供たちはテンションをあげっぱなしだ。水明はソワソワ揺れる風子のつむじを見下ろしながら、「予想以上の反応だな」と呟く。

「最近スーパーには何度か連れていって、ふたりも慣れてきたところなんだけどね。ここまでの大型商業施設は初めてだから」

「だが、はしゃぎすぎて雷太あたりがはぐれるおそれもあるぞ。やはり子乗せ用のカートを使用すべきではないか？　サービスカウンターでベビーカーのレンタルもある。むしろ今から一台購入してもいいぞ」

「水明に言ってなかったっけ……？　うちの子たち、ああいうのだめなんだよ」

　みずほとて子乗せ用のカートは、スーパーで何回かトライしたことはある。だがまず雷太が、「やっ！　おりりゅ！　じぶんで、ありゅく！」と大暴れ。無理やり乗せようとすれば、自由を奪うなとばかりに泣いて喚わめいて放電し、みずほは大変苦労した。

　そんな雷太を見て、最初はおとなしく乗っていた風子までイヤイヤを発揮。みずほの中で子乗せ用のカートはＮＧ認定されることとなった。おそらくベビーカーも無理だろう。

（とにかく移動中はしっかり手を繋いで、いかなるときも子供たちからは目を離さないように……）

「ありぇ！　ぢぇんげきじゃー！」

「あっ、ま、待って！　ライ！」

　みずほが方針を固めた端から、雷太は繋いでいた手を振りほどいて駆けだした。

　店と店の間に、デンゲキンジャーのイエロー（全員イエローだが）の等身大パネルが立っていたのだ。雷太が飛び付くのも仕方ないだろう。

　しかしパネルにたどり着く前に、手作り雑貨専門店から出てきた老婦人に、雷太は横からドンッとぶつかってしまった。

　雷太は無事そうだが、老婦人がよろめく。

　みずほは青褪めて走り寄った。

「す、すみません、うちの子が！　お怪我とかありませんか!?」

「大丈夫よ、気になさらないで」

　白髪交じりの髪をお団子にした老婦人は、淡い青地に小花が散る、可愛らしい意匠の小紋を着ていた。小紋より濃い青の長羽織も纏い、梅柄の袋帯を締め、柔らかに微笑む様は品がある。

「ほら、ライも謝って」

「う……ごめんな、ちゃい」

　みずほに促されて頭を下げたライに、老婦人は「あらあら」と、皺深い手を頬に当てる。

「ライくんというのね、カッコいいお名前だわ。ちゃんと謝れてえらいのねえ。お母様の教育の賜物かしら？」

「い、いえいえ、そんな……」

　口では謙遜しつつも、みずほとて我が子を褒められるのは誇らしい。

「うちの孫も、こんな元気で礼儀正しい子に育ってほしいものだわあ」

「お孫さんがいるんですね」

「ええ。たぶんライくんと同い年くらいよ。今日はここに、孫への誕生日プレゼントを買いに来たの」

　老婦人は片手に携えていた、大きな風呂敷の包みを持ちあげる。お孫さんは女の子のようで、中身はここの手作り雑貨専門店で購入した、一点ものの値の張るテディベアらしい。

「それじゃあ、素敵な休日を送られますように」

　そう老婦人は言い残して、ゆっくりとした足取りで去っていった。彼女が見えなくなったところで、みずほは屈んで雷太と目を合わせる。

「……ライ。おばあさんに怪我がなかったからよかったけど、危なかったんだよ。また急に走りだしたら、ああやってぶつかって、今度は怪我させちゃうかもしれないんだからね？」

「あい……ごめんな、ちゃい」

　しゅんと、雷太は俯く。雷神として言い得て妙だが、鬱うつ々うつと暗雲を漂わせる雷太に、みずほはわざと明るい声を出す。

「よし、反省は終わり！　せっかくだし、デンゲキンジャーと写真撮ろっか！　ここ、撮影ＯＫなんだって！」

「っ！　とりゅ！　いっちょにぽーず、しゅる！」

　雷太はパッと顔をあげて、いとも簡単に立ち直った。

（この単純さがライのいいところよね）

　みずほが苦笑している後ろから、「もう問題はなさそうだな」と、様子見していた水明が風子を連れてくる。

　あえて出張りすぎず、時にはみずほに対応を任せてくれるところからも、水明からの信頼を密かにみずほは感じ取れた。

（夫婦として対等っぽくて……なんかいいな）

　そのあとは気を取り直して、雷太がデンゲキンジャーのパネルと並んで撮影会を行い、ヒーローショーは十三時からなので、先に絵本展に寄ってから昼食を取ることにした。

　絵本展はただ絵本が展示されているだけではなく、『みこたんとぎゅっ！』の世界を壁に描いて再現し、ちょっとした迷路のような作りになっていた。スタンプラリーもやっていて、各キャラの描かれた壁のところに行けば、そこにスタンプ台が置かれている。全て集めれば景品をもらえるそうだ。

「うまく、おちぇない……」

　三箇所回った時点で、風子はどのスタンプもきれいに押せず、愛らしい顔に渋じゅう面めんを作っている。

　大人でも、判子の類いはうまく押すのがなかなか難しいものだが、完璧主義なきらいのある風子は、スタンプが欠けたり薄かったりするのが許せないようだ。

　反して雷太は、そんなことは一切気にせず、台紙からはみ出ようがおかまいなしである。

「どれ、俺が代わりに押してやろうか」

「ぱぁぱ、めっ。フウがやりゅの」

「そ、そうか……」

　風子の手から台紙を取ろうとした水明は、ぺちっと腕を叩かれて拒否られていた。その銀色の頭の上には、小さく『ガーン』という文字が見える。

「水明……子供たちは自分でやりたい盛りだから、その機会を奪っちゃうのはアウトだよ」

「……そういうものか。最近、貴様の方が子供たちのことを理解してきたな」

「そ、そうかな？　一緒にいる時間が、単に水明より長いってのもあるけど……」

　あとはだいたい、由美からの入れ知恵だ。それでも理解を進められたなら喜ばしいことである。

「俺も可能なら、もっと嫁や子供たちと家でたっぷり過ごしたいところだ」

　そうぼやく水明は、家族の中で仲間外れ感を覚えたのか、少々拗すねている様子であった。

　しかしそんな水明の姿も、美形だと憂いを帯びて色気が香るのか……。同じく子連れのママさんがたからは「あの銀髪のパパさん、カッコいいわよねぇ」「外国のかたかしら？」「うちのパパと大違いだわ！」「本当ねえ、取り替えてほしいものよ」なんて囁かれている。

　相変わらずどこに行っても、見事なモテっぷりだ。

（うう、またあのモヤモヤが……で、でもこの人、私が強制的に着替えさせなかったら、台無しな格好で来ていましたからね！）

　みずほは心の中で、そうママさんたちにチクっておいた。

　子供服のセンスが微妙な水明は、当然自分の服のセンスも微妙だ。

　雄太郎が仕立ててくれたスーツと部屋着は例外としても、彼の服のラインナップはまず基本が暗色。今日だって渋いあずき色のセーターに暗い赤チェックのベスト、ベージュのルーズなパンツという、見目に合わないおじいちゃんスタイルで自室から出てきたため、みずほが待ったをかけたのだ。あと中折れハットもすぐ取らせた。

　今は無難に白シャツと黒のスラックスという、シンプル・イズ・ベストでまとめさせている。

（余裕があれば、水明の服も私が選んで買おう。そうしよう）

　みずほがそう決心している間に、もう出口だ。

　スタンプラリーも回りきり、風子は最後まできれいに押せないことが不満のようだったが、景品でみこたんのオリジナル缶バッジをもらい、胸につけたらご満悦になっていた。

「次はご飯食べに行こうか。フードコートでもいいけど、ファミレスでお子様ランチデビューしてみる？」

「おこちゃま、らんち！」

「……たべ、ちゃい」

　外食が初めての雷太と風子は、お子様ランチがなにかわからずとも、その響きに関心を持ったようだ。

　六階の催事場を出て、エレベーターで一気に二階のお食事エリアへ向かう。

　ファミレスに入って注文したお子様ランチは、旗つきのチャップライス、唐揚げ、ポテト、卵焼き、ウインナー、ゼリーなどなどが車型のプレートに盛られていて、特に雷太が大はしゃぎだった。

　みずほは水明と連携して、なんとか子供たちに食べさせ、自分もミートドリアを冷めた頃に口に入れた。

　予想よりスムーズに食事を終えられて一安心する。

（私ひとりだったら、この倍はかかっていたな。やっぱり水明がいてくれてよかった……あ）

　ファミレスを出たところでふと、向かいの服屋のショーウィンドウに自分たちの姿が映る。

　みずほ以外の見目は少々派手だが、どこからどう見てもありふれた家族の図で、みずほはなんだか感慨深い気持ちになった。

（子供の頃、お母さんとこうして出かけたことなんて、ほぼなかったもんね）

　休みなく仕事に奔走する母とは、あまり遊んだ記憶がない。

　母の毎日はみずほに不自由のない生活をさせるためのもので、そのことを恨んではいないが、寂しさを抱えていたことは事実だ。学校の友達から、休日に家族で遊びに行った話などを聞くたび、みずほは羨ましかった。

（かりそめの夫婦で、寄せ集めの家族だけど……あのときの憧れが、今ここにあるのは不思議な気分）

　ショーウィンドウの前でみずほはつい足を止め、左右にある子供たちのぬくもりを確かめるように握り直す。手首に巻かれた番のブレスレットが、シャラリと涼やかな音を立てた。

「……まま？　いかにゃい、のっ？」

　右の雷太が、動かないみずほを見あげて不思議そうに瞬しばたく。左の風子も早く行きたそうだ。

　少し前を歩く水明が気付き、「急にどうした？　具合でも悪いのか？」と振り返った。

「人間は脆もろい生き物だからな。体調を崩しているのならば自己申告しろ。どれどれ、熱などは……」

「ち、近い！　近いよ！」

　人通りが多い場所にもかかわらず、水明はコツンと額をくっつけ、古典的な方法で熱を測ろうとしてきた。こんな羞恥心を煽あおることを、天然な水神様は素でやってのけるのだ。

　みずほは必死に水明を押し戻す。

（お、収まれ、心臓の音！）

　水明と距離を取り、バクバクと鳴る胸を押さえていたら、雷太が「ままと、ぱぱ、なかよち？」と無垢な瞳で問いかけてくる。

「な、仲良しといえば、仲良しだけど……」

「……まぁまぁと、ぱぁあは、りゃぶりゃぶ、なの」

「ラブラブ!?　ご、誤解だよ、フウ！」

　風子の語彙は、大人が動揺する程時々おませさんだ。アニメや絵本の影響だろう。

「も、もう！　ほら、行こう！」

　騒いでいたら注目を集めだしていたので、みずほはみんなを連れてそそくさとその場を去る。

　続いての予定はヒーローショーだ。

　一階の噴水広場では、飛沫をあげる噴水の傍らに、仮設ステージができている。その前に並ぶパイプ椅子はもうだいぶ人で埋まっていて、家族でまとまって座れるところは三席しかなかった。雷太を真ん中にして、みずほと水明でサンドイッチし、風子は水明のお膝に乗った。

「みんな、こんにちはー！　今日はデンゲキンジャーに会いに来てくれてありがとう！　いっぱい応援してね！」

　司会のお姉さんの高い声と共に、ヒーローショーが幕を開ける。

　ここまでは比較的、初めてのデパート体験は順調……と思いきや、ショーの途中でハプニングが起きてしまった。

「くそう、ヒーローたちめ……！　こうなったら、会場の子どもたちを人質に取ってやるぞ！　よし、その子に決めた！」

「え……フウ？」

　ヒーローショーではお決まりの客いじり。

　ヒーローたちに追い詰められた、ウナギっぽい着ぐるみの怪人……雷太の解説によると、電気ウナギがモチーフのウナギンという名前らしいが、ソイツが指名したのは、まさかの風子だった。

　みずほたちは最前列などではなく、前から四列目くらいにいたのだが、意外とステージからだとこのへんが当たりやすいものである。

（ライじゃなくてフウなんだ……でも、まだフウの方が安心かも）

　雷太だと、憧れのデンゲキンジャーと同じステージにあがるなんて、興奮しすぎてなにかとんでもないことをやらかしかねない。

　その点、デンゲキンジャーにさほど興味のない風子は、おとなしくウナギンに捕まって人質役に徹している。

　ヒーローたちは「子どもを人質に取るだなんて、この卑怯者め！」とウナギンに怒りを燃やしているが、その当の人質はぼんやり虚空を見つめている。みこたんのことでも考えているのかもしれない。

「ふむ……我が子のステージデビューだ。ひとまず動画を撮っておくか」

「ほ、本当だ！　撮らなきゃ……！」

　みずほはパイプ椅子に座ったままスマホを構え、親バカ全開で動画撮影を始めたのだが……。

（ん？　なんかウナギンの頭上に黒い靄もやが……？）

　動画のブレかと軽く捉えていたが、違う。

　本当に靄ができていて、みずほはワンテンポおいて事態に気付いた。

「ラ、ラララ、ライ！　あの雲、ライの仕業だよねっ!?」

　隣にいる雷太を見れば「ライが、フウちゃっ、うなぎんから、たしゅける！」と、ムムムと短い両手を突きだして念じ、雷神の力を使っていた。

　風子を助けようとして、ウナギンに雷を落とすつもりらしい。

（こ、このままだと、ウナギンが蒲焼きになっちゃう……！）

　雷太の作る特殊なミニ雷は、当たっても軽く痺れるくらいで、けっして蒲焼きにする程の威力はない。しかしながら、間違いなく大騒ぎにはなるだろう。

　着ぐるみのウナギンや、仮面をつけているヒーローたちは靄が見えていないようだが、司会のおねえさんは目を白黒させ、観客も「パパ、あの黒いモクモクなあに？」「あそこだけスモークを炊く演出か？」「なんか雲さんみちゃいね、ママ！」とざわつきだしている。

「……やむを得ないな」

　水明はそう呟くと、いつぞやのように息を吐いて、無数の水泡をステージ上に生みだした。ライトの中で、大小様々な水泡がくるくると舞う。

　ワッと、観客席が盛り上がった。

「すごーい、シャボン玉だあっ！　どこから飛んできたのっ？」

「あの靄もやっぱり演出だったのか、凝ってるなあ」

「ママ！　パパ！　ちゃぼんだまよ、ちゃぼんだま！」

「あらまあ、きれいねえ」

　観客は水泡の方に気を取られ、その隙にみずほは雷太を説得する。

「ライ、よく聞いて！　フウのことはデンゲキンジャーが助けるから、ライは応援するだけでいいのよっ？」

「でも、フウちゃ、ぴんち！」

「うんうん！　だから応援しよう！　デンゲキンジャーがんばれーって、ライが一番大きな声で応援してあげて！」

　すると雷太は「わかっちゃ！」と、ようやく力を使うのを止め、雷雲はウナギンの上から消えてくれた。

　みずほに促されるまま、雷太が「ぢぇんげきじゃー、がんばりぇー！」と声を張りあげれば、ハッと我にかえった司会のおねえさんが「さあ、みんなも一緒に！」と呼びかける。

　そして水泡が全て弾ける頃には、ヒーローが必殺技をウナギンにお見舞いし、人質の風子は見事救出。ステージは盛大な拍手に包まれていた。




「はあ……一時はどうなることかと……。水明の機転のおかげで助かったよ」

「想定内の事態だ。問題ない」

　スピーと寝息を立てる雷太を片手で抱え、その背を叩きながら、水明は至極当然といったふうに答えた。

　ヒーローショーの会場から移動して、今は食品売り場横の休憩スペースで、長いベンチに腰かけているところだ。

　雷太はショーが終わってから眠そうに目をこすっていたが、ここに座った途端、水明に寄りかかって眠ってしまった。ベンチからずり落ちそうだったので、水明が抱き抱えた次第だ。

　お腹が膨れたあとに力を使おうとし、オマケに全力でデンゲキンジャーを応援したため疲れたのだろう。これはしばらく起きそうにもない。

「私は今のうちに、食器とか子供服の買い物を済ませてこようかな。水明とライはここにいて。フウはどうする？」

「……まぁまと、いく」

　風子がそう希望したため、みずほたちは男子組と女子組で別れることになった。

　スマホでショップ案内を確認するみずほに、水明は「貴様の服や小物も、気に入ったのがあれば買っていいぞ」と言ってくれる。

「い、いいの？　水明が稼いだ養育費じゃ……」

「いつも家庭を守ってくれている嫁に、たまの贅沢をさせてやれない程、俺は甲斐性なしの夫だと思うか？　心外だな」

「そういうわけじゃ……それなら、本当に気に入ったものがあったらにするね」

　買う、買わないは別にしても、水明の気遣いがこそばゆくて、みずほは笑みを零す。「遠慮するな」とも言われたが、その気遣いだけで十分だ。風子を連れて、足取り軽く買い物に向かった。

　まずは三階のインテリア雑貨のコーナーで、プラスチック製の食器を選ぶ。利便性だけでなくデザインにもこだわりたくて、風子の好みも聞いてみた。

「このお茶碗の中なら、フウはどれがいい？」

「こっち」

　嬉々として、風子は猫柄の茶碗を指す。

　雷太はこういうことには一切興味を示さず、すぐに「なんでもいいじゃん」とばかりに暴れだすが、風子はあれこれ選ぶのは好きみたいだ。

（基本的に、女性の方がショッピング好きっていうしね）

　食器を揃えたら、次の目的は子供服だ。売り場はもうひとつ上の階にあるので、エスカレーターに乗る必要がある。

　だが移動の途中でジュエリーショップの前を通ると、大きなダイヤの写真がパネルとして立っており、風子が「おほちさまの、おみちぇ？」と興味を示した。

　みずほも少し気になったので、入り口付近のショーケースを覗いていく。

　加工されたブルーサファイアのネックレスや、ルビーのピアス、ラピスラズリのピンキーリングなど高価なものばかりだが、その値段に釣りあう見事な輝きが陳列されている。

「まぁま、フウも。フウもみちゃい」

「ちょっとだけだよ？」

　みずほは「よっ」と、風子がケース内を見られるように抱きあげる。

「きりゃきりゃ、おほちさま」

「これは宝石っていって、お星様とは違うよ。光る石、かな？」

「ほーちぇき、ひかりゅっ」

　風子は宝石にすっかり夢中だが、購入予定もないのに長居しては迷惑になるだろう。みずほは「ほら、そろそろ行くよ」と風子を下ろし、足早に去ろうとする。

　だがその前に、隣に自分と同い年くらいの女性客がやってきた。

（うわあ、美人さんだ……）

　細い肢体に小さな顔。意志の強そうな大きな猫目で、女性は真剣にケースの中の指輪を見ている。ピンキーリングではない、エンゲージリングの方だ。

「玲れ央お奈な、決まったか？」

「あ、清きよ彦ひこさん」

　女性の後ろから、今度は黒髪の男性が現れた。長身のモデル体型で、整った顔立ちは、水明に負けず劣らずの美形だ。

（すごい、美男美女カップルだ！）

　ふたりが並ぶ様がとてもしっくりきて、密かにみずほは沸き立つ。

「なんだ、まだ決められていないようだな」

「婚約指輪なんて、そんな簡単に決まりませんよ……」

「君にはどんな宝石もどうせ敵わないから、俺が選んでやろうか？　そこのドでかいダイヤのやつなんてどうだ？　オババ様、いやマダムの趣味に近いデザインだが、君にも似合うだろう」

「ウソですね、旦那さま。こんな派手なの、どこが私に似合うんですか。稲荷いなりさんあたりに絶対からかわれます。シンプルなのがいいって言っているのに、もう！」

「バレたか。……だが俺にとって、君が宝石より美しいことは本当だぞ？　それに婚約指輪は派手にして、シンプルなものは結婚指輪にすればいい」

「はっ!?　そ、そういうからかいはやめてくださいってば、この天邪鬼あまのじゃく！」

　咎める女性に、男性は意地悪そうに口角をあげる。ふたりを取り巻く空気は甘く、ただの軽口の応酬からも、お互いを想い合っていることは明白だ。

　みずほは砂糖を吐きそうになりながら、フラフラとショーケースから離れた。

「フウ……さっきのふたりみたいなのが、真に〝ラブラブ〟っていうんだよ？」

「まぁま、ぱぁぱも、りゃぶりゃぶ」

「だから……ううん、もういいよ、それで」

　譲らない風子に、みずほは否定するのも大人げない気がしてやめた。

　確かに水明によって、いくら廃止を訴えても実行される〝おはよう＆おやすみのキス〟やら、〝お風呂上がりの髪乾かしタイム〟やらを考慮すると、傍目にはみずほたちだって、先程の美男美女カップルに引けを取らないかもしれない。

（なにを競っているんだって話だけど……）

　ひとり苦笑するみずほに、風子はカップルの会話から言葉を拾ったのか「こんにゃく、ゆびわ、なぁに？」と質問してくる。

「こんにゃく……ええっと、婚約だね。婚約指輪かあ……ずっと一緒にいるって、約束をするためのものかな」

「っ！　ずっと、いっちょ！」

　風子はやたら食い付き、黄緑の目を宝石と同じくらい輝かせる。

　反してみずほは、己の説明にほんのり虚しさを覚えていた。

（なんて言っても……大清とは別れちゃったけど）

　婚約指輪はかつて、みずほの指にだってついていた。

　ダイヤモンドと、みずほの誕生石であるガーネットを組み合わせた、過去の産物。

　その羽内からもらった指輪は、特に返却も捨てもせず、まだみずほの手元にある。正直どうしていいかわからず、放置しているとも言えた。

（あれを指につけていたとき、私は幸せ……だったのよね？　なんだか、今となったらもうわからないな）

　フラれてからそこまで時は経っていないはずだが、遠い過去のことに思えてしまう。

「……まぁま、かなち？」

「んっ？　べ、別に悲しくはないよ！　ママは元気元気！」

　母親との幼少期の思い出といい、今日はどうにも感傷的になる。こんな楽しい場所でやめようと、みずほは切り替えるように頭を振った。

「フウ、まぁま、ぎゅっする」

「わっ！」

　そんなみずほに、風子は宣言どおりぎゅっと抱きついた。

「まぁま、かなち、ばいばいー」

『みこたんとぎゅっ！』でも、ヒロインのあいちゃんが悲しくて泣いているとき、みこたんがそう唱えてくっつき、モフモフの体で一生懸命に慰めるシーンが何度か出てくる。風子はみこたんに倣ったようだ。

（子供は親の気持ちに敏感……って由美さんも話していたっけ。私の空元気、フウにはバレちゃったかな）

　みずほは風子に「ありがとう」と伝えて、小さな体にハグを返した。ちっちゃな体はぬくぬくだ。

　元気をチャージしたところで、今度こそ子供服専門店に向かう。風子はチラチラとショーケースを見ていて、宝石にまだ後ろ髪を引かれているようだったが、少々強引に連れていった。

　そうのんびりしていては、せっかくのお買い物タイムが減ってしまう。

「わあ……！　子供服って、こんなにいろいろあるんだね！」

　今まで興味を持って見てこなかったが、最近の子供服はいかにも子供らしい愛嬌のあるものから、大人顔負けのスタイリッシュなものまで、とにかく男女とも種類が豊富だった。

（このＴシャツなら、色違いでふたりに着せても可愛いなあ。男女で双子コーデとか、小さい頃にしかなかなかさせられないよね。由美さんたちみたいに、私や水明も合わせて、親子でシミラールックとかもステキ！　うちの子たちにはなんでも似合うはず！）

　沈んでいたことも忘れるくらい、みずほは盛り上がる。我が子に着せる服を選ぶ行為は、自分の服を選ぶのとはまた違った楽しさがあった。

（水明の服や自分の服も見るつもりだったけど……今日はもう、子供服で手一杯かもなあ）

　服だけでなく一緒に売られている帽子や靴もと、次々に目移りしてしまい、とても時間は足りそうにない。

「ねえ、フウはこれとかどう……」

　みずほはハンガーにかけられたフレアスカートを手に、傍らにいる風子の方を振り向いた。

　しかし……。

「あれ……？　フウ？」

　みずほがほんの束の間、ひとりで熱中して目を離した隙に、風子の姿は忽こつ然ぜんと消えていた。

「えっ!?　フウ、どこ!?」

　急いでハンガーをラックに戻し、そう広くもない売り場を隅から隅まで一周するも、いない。売り場を出て辺りを見回しても、丸い灰色の頭がいっこうに見つからない。

（ウ、ウソでしょ……!?）

　風子はどちらかというと親にベッタリなタイプで、雷太のようにひとりであちこち行かないだろうと油断していた。己の迂闊な判断に、多大な後悔が押し寄せる。

　ひとまずもう一度、同じ場所を捜してみるも結果は同じだ。

（どうしよう……もしフウになにかあったら……）

　この間に、ひとりで泣いていないか。連れ去りや怪我など酷い目に遭っていないか。嫌な想像ばかりが膨らんで、みずほの指先がどんどん冷たくなっていく。

　神の子だから大丈夫だろうとか、そんなことは少しも思えなかった。先程抱き着いてきた風子の、無垢な笑顔が脳裏を過よぎる。

（あの子にもしものことがあれば……私は後悔するどころじゃない）

　我が子を案じるみずほの想いは、真の母親と遜色ない。そこに〝寄せ集めの家族〟などという、線引きは一切存在しなかった。

　だからこそ、みずほは往来のど真ん中で立ち竦んで、風子の笑顔を失うかもしれない恐怖で動けなくなってしまった。

（私の、私のせいでフウが……！）

　そこでブブブッと、みずほのポケットの中身が振動する。

　スマホに着信があったようだ。

「あっ、水明……！」

　金縛りが解かれたみずほは、おぼつかない手で電話に出る。ちなみに水明の持つスマホは、もちろん雄太郎からの支給だ。

　機械越しに、低い美声が耳を打つ。

『そちらの様子はどうだ？　こちらはライがまだ起きそうにないが、そろそろ一度合流して……』

「た、助けて！　お願い助けて、水明……！」

『……なにがあった？　落ち着いて説明しろ』

「フ、フウがいつの間にかいなくなっていて……！　どこに行ったか、全然わかんなくて……！」

『つまりは迷子ということだな？』

「う、うん。私がちゃんと見てなかったせいで……本当にごめんなさい！」

　謝るみずほの声は湿り気を帯びて、みっともなく震えていた。そんな彼女を、水明は『しっかりしろ』と諭さとす。

『なにも貴様のせいではない、そう気に病むな。これだけ人が多いと、俺もフウの気配を探るのは困難だが……手分けして地道に捜せば、絶対に見つかる。俺たちは夫婦で、貴様はひとりではないんだ。そうだろう？』

「水明……」

　力強い水明の問いかけに、やっと冷静さを取り戻したみずほは、コクコクと頷く。

「そ、そうだよね。ふたりで捜せば、絶対に見つかるよね」

『ああ、そのとおりだ。フウの居場所だが……エスカレーターに乗って、別のフロアに移動した可能性もある。俺はまず一階から三階を捜すから、貴様は今いる階と上の階を捜せ』

「わかった！　そっちもお願いね！」

　一度通話を切って、みずほは再び捜索を開始した。

（どうか無事でいて……！）

　水明の指示通り、まずはこのフロアをしらみつぶしに回ってみる。お店の人に目撃情報がないかも尋ねたが、今のところ有益な情報はなかった。ここにはいないと確認し、上の階へと移る。

　その時点ですでに、もとよりたいしてないみずほの体力は、早々に底を尽きそうになっていた。

（ふ、普段から、もっと運動しておくんだった……）

　息があがってきて、足もパンパンだ。いきなり跳ね上がった運動量に、体が悲鳴をあげている。

（だからって、ヘタっている場合じゃない！）

　それでも己を叱しっ咤たし、めげずに動いていたところで……水明から電話がかかる。

『風子の居場所がわかったぞ』

「ほ、本当!?　水明が保護してくれたの!?」

『いいや、たまたまフウがひとりでいたところ、保護したという清掃員の者に行き当たってな。然るべきところに預けたそうなので、俺も今から迎えに行くところだ』

「然るべきところ……？」

『じきにすれ違いで、放送がかかるかもしれないな』

　狙いすましたように、ピンポンパンポーンと、どこか間の抜けたアナウンス音が鳴った。

　流れてきた内容に、みずほは目を丸くする。

『ご来店中のお客様に、迷子のお知らせをいたします。黄色ワンピースに茶色い靴をお召しになった、二、三歳くらいの女の子、ふうこちゃんが、お連れ様をお待ちです。お心当たりのお客様は、二階迷子センターまでお越しくださいませ。繰り返し、迷子のお知らせをいたします……』




　迷子センターは奥まったところにあり、入り口のドアにはシンプルなプレートがかかっているだけで、一見するとただのスタッフルームのようだった。

　室内は受付スペースと、子供たちを遊ばせるマットが敷かれたスペースに分かれていて、そこにいる子供たちはザッと六人程。年齢は二～五歳と様々だが、ほぼほぼみんなギャン泣きしている。

「うあああ！　ママー！」

「大丈夫よー？　もうすぐママがお迎えに来てくれるからねー！」

「ぐすっ……帰りちゃいよおっ」

「うんうん、帰りたいね。そのためにご両親を見つけるから、お名前を教えてくれる？」

　スタッフは計三名で、手分けして子供を宥めたり、名前を聞きだしたりと、見ているだけで大変そうだ。

　そんな中、隅っこにうずくまって、泣きもせず貝のように閉じ籠っている女の子がひとり。

「フウ！」

「っ！　まぁま！」

　みずほが感極まって風子を呼べば、風子は弾かれたように顔をあげ、裸足のまま走って飛び付いてきた。

「よかったあ、無事で……」

「……ごめん、ちゃい」

　しゅんとする風子の背を、みずほはよしよしとさする。

「私こそ、目を離してごめんね。もう二度とこんなことにならないよう、気をつけるから……でもフウはどこにいたの？」

「ほう、ちぇき……」

「宝石？　もしかして宝石が気になって、ジュエリーショップに戻ろうとしたの!?」

　風子はコクンと頷く。水明の読みは正解で、エスカレーターに乗ってジュエリーショップのあるフロアに下りていたようだ。

　しかし清掃員の人に保護されたのは、正反対の書店の前だったそうなので、途中で迷ってしまったらしい。

「そんなに宝石が気に入っていたのね……」

「……こんにゃく、ゆびわ。まぁまと、ぱぁぱ、あげちゃい。ふたり、ずっと、いっちょ」

　みずほは「え……」と驚いた。風子がこだわっていたのは、宝石ではなく指輪。

　みずほの説明を真に受け、大好きなママとパパが……みずほと水明がずっと一緒にいられるように、婚約指輪を求めていたらしい。

「風子ってば……」

　そのいとけなくも健けな気げな想いに、みずほは言葉を詰まらせる。

「なんだ、指輪がどうした」

「水明……じ、実はね……」

　受付での対応を終えた水明に、一連の流れを話す。彼は「そういうことか」と頷いた。

　そして風子の前にしゃがみ込み、自らの手首を掲げてみせる。そこにあるのは、みずほとお揃いのブレスレットだ。

「俺たちの夫婦の証は、指輪ではなくコレだ。どうだ、そこらの宝石などよりきれいだろう」

「……ん。きれぇい」

「それに証や約束などなくとも、俺たちはずっと一緒だ。フウとライもだぞ。なにせ家族だからな」

　タッと、そこで室内をキョロキョロと見回していた雷太が、風子のもとに走り寄った。「フウちゃっ！　おてて！」と、雷太は風子の片手を力一杯掴む。

「フウちゃ、いっちょ！　ずっと、いっちょっ！」

　掴んだ手をブンブンと振る雷太は、ニパッと百点満点の笑顔で「みんな、いっちょ！　いっちょ！」と繰り返した。風子もやっと、指輪がなくても大丈夫だと理解してくれたようで、ふにゃりと愛らしく相そう好ごうを崩す。

　みずほもホッと息をつけた。

（……なにはともあれ、一件落着だよね）




　迷子センターを出たあとは、結局四人で子供服売り場を再び訪れた。何着か気に入った服を購入したところで、そろそろ帰ることにする。

　もうだいぶぐったりしているみずほは、早く帰ってお風呂に入り、心ゆくまでふかふかのお布団で眠りたかった。

　だが、そうは問屋が卸さない。

「おみず、びゅー！　びゅー、もっかい、みちゃい！」

「な、なに？　なんのこと、ライ？」

「お水びゅー……もしや噴水のことか？」

　紙袋を両腕に提げた水明の推理は、見事に的中。雷太はヒーローショーをやっていた噴水広場の噴水が、最後にどうしても見たいそうだ。

「ラ、ライ……もう帰ろうよ。ママは疲れたよ……」

「やーあー！　みちゃい！」

　雷太の意志は固く、地団駄を踏んでバチバチと帯電し始める。ここは宥める方が大変だと判断し、仕方なくみずほが折れた。

（まあ……噴水広場を通って帰ればいいだけだしね）

　噴水なら、ワンチャン水明が家でも似たような水芸を披露してくれそうだが、雷太が見たいのはそれではないだろう。

　そうして噴水広場の方に足を進めると、ショーの簡易ステージはすでに撤去されていた。十六時を過ぎた夕方にもなると、来たときに比べて人混みも多少は落ち着いている。

「びゅー！　びゅー！」

「おみじゅ、びゅー」

　円状の噴水は高めの柵で囲われていて、柵を背にベンチが等間隔にぐるりと置かれていた。水辺には近付けない仕様で、子供たちが間近で騒いでも落っこちたりする心配はない。

　みずほは少し離れたところで、水明と並んで子供たちを平和に見守っていたのだが……。

「あれ？」

　なにやらベンチのそばに、困った顔で立ちつくす小紋姿の老婦人を見つけた。

　見覚えがあるなと思えば、デパートに来てすぐ、雷太がぶつかってしまったあの上品な老婦人だ。

「あらあら、どうしましょう……」

「……あの、お困りみたいですけど、なにかあったんですか？」

　放っておける雰囲気ではなく、みずほは近付いて声をかけた。子供たちも気付いて、「どちたのー？」「おこま、り？」と寄ってくる。

「あなたたちは雑貨店の前でお会いした……。実はね、帰る前にここのベンチで休憩していたら、少しだけうたた寝をしてしまって。目覚めたら私の荷物が失くなっていたのよ」

「そ、それって、置引きに遭ったってことですか!?」

　老婦人の持っていた風呂敷包みは、みずほも覚えている。傍らに置いておいたはずのそれが、ほんの数分目を閉じている隙に、忽然と消えていた……と。

　犯行時刻は、みずほたちがここに来る一歩手前くらいのようだ。

「お財布は着物の懐に入れておいたから、まだよかったんだけど……孫へのプレゼントが……」

「こ、こういうときはえっと、監視カメラとか！　デパートのスタッフさんに事情を伝えて、犯人を捜してもらえませんかね……？」

　だが提案しながらも、そんなことをしている間に、犯人はきっと逃げるだろうということはみずほにも予想できた。一度逃がせば、老婦人の荷物が返ってくる可能性はゼロに近い。

　今すぐ追えたらまだ捕まえられるかもしれないが……と、みずほは頭を悩ませる。

「ふん……監視カメラなど確認する必要はない。ちょうど都合よく、ここは水のあるところだからな」

　そこで動いたのは水明だ。彼は噴水の波打つ水面を、その切れ長の瞳でじっと見つめる。

「な、なにしてるの？」

「いいから見ていろ……ほら」

　すると水面にぼんやりと、ベンチに座る老婦人の背中が映った。

　だが今の老婦人は立っていて、みずほたちの行動を気にかける余裕もなくオロオロしているので、これは単に鏡のように彼女を映しているわけではない。水面の中の彼女の横には、まだ風呂敷の包みもある。

「これは噴水に映った過去の映像だ。一定時間内ならこうして覗くことができる」

「水明ってそんな能力もあったの……!?」

「俺は偉大なる水神だぞ？　水に映った人間の情報も分析できる。そこから追跡もな。最初に貴様の住処を訪ねたときだって、あの嵐の日、神社の手水舎の水に映っていた貴様をこの力で特定したんだ」

「そ、そうだったんだ……」

　ストーカーみたいな力だなあ……と思ったことは、みずほは黙っておいた。

「今は番のブレスレットがあるゆえ、少し離れていても貴様の気配はわかるぞ。先程のフウのように、このように人が多い場所では探りにくいがな。貴様まで迷子になるなよ？」

「な、ならないよ！」

「まあ、なっても俺が必ず見つけてやるから安心しろ」

　そう囁く水明に、安心感と頼もしさをみずほが感じているうちに、映像では見知らぬ男が現れていた。

　男はキャップを深く被り、モスグリーンのコーチシャツを着ている。彼は老婦人の隣、包みが置いてある側に座ると、眠る老婦人の様子と周囲の状況を素早く見比べてから、手慣れた様子で包みを鷲掴んだ。

　そのまま、逃げるように去っていく。

「コ、コイツが犯人……！」

「そのようだな。分析も終わったが、犯人はまだデパート内にいるらしい。捕まえるには……フウ、ライ」

　水明はふと思い付いたように、子供たちに視線を向ける。

「今回は特別に、率先して力を使ってもいい。悪者退治、手伝えるか？」

「っ！　わりゅもの！　ライ、ぢぇんげきじゃーあちゃっくする！」

「フウも、がんばりゅ」

　意気込むふたりを、水明は腕に荷物を提げたまま、「それなら頼む」と言って両手にそれぞれ抱えあげた。

　プカッと水面からひとつ、ゴルフボールサイズの水泡が浮かびあがり、ドローンのように飛んでいく。それが犯人のもとまで導いてくれるようで、水明は長い脚で駆けだした。

「ま、待って！」

　みずほも追いかけようとするが、「あ、あらまあ、隠し芸かなにか？」と口許に手を当てて驚いている老婦人に、フォローだけは入れておく。

「あ、あの、犯人は私たちが絶対に捕まえますから！　ここで少し待っていてください！　うちの家族、ちょっと神がかっているんで、このくらい余裕で解決しちゃいますから！」

　そしてワンテンポ遅れて、みずほも走る。

　操られているように飛ぶ水泡を、追いかける銀髪美形 with お子さまふたり。

　その様はなかなかに目立つ光景で、すれ違うお客さんは軒並みぎょっとしていたが、みずほは小まめに後ろから「と、飛ぶタイプの玩具おもちゃを誤って放ってしまって！　それを捕まえようとしているんです、すみません！」と、わかるようなわからないような弁明をして回った。

　犯人らしき背を見つけたのは、追走を始めて五分後。

　ソイツは人ひと気けのない南口から、ちょうど外へと出ようとしていて、その手には老婦人の包みもあった。

「……ライ、アイツが悪者だ。俺が教えたとおり、雷神の天てん誅ちゅうを下してやれ」

「あい！　くりゃえ！　ぢぇんげきじゃーあちゃっく！」

　雷太は人差し指を犯人の踵かかとに向け、一直線に電撃を放つ。バチッと音が弾けて、犯人は「うわあっ！」と衝撃で倒れ込んだ。

　包みはポーンと天高く放りだされ、風呂敷がほどけて、テディベアが地面に落下しかける。そこをまたもや水明の指示で、風子が風を起こして浮かせ、その小さなお手てでキャッチする。

「くましゃん、ぎゅっ」

　満面の笑みで、テディベアを抱き締める風子。

　鮮やかな連携プレーに、みずほは一歩引いたところで「やったぁ！　さすがうちの子たち！」と歓声をあげた。

　水明に下ろされた子供たちは、そんなみずほのそばに子犬のように駆け寄っていく。

「まま！　みちゃ？　ライ、ひっちゃつわざ、きめちゃっ！」

「うんうん、見たよ！　カッコよかったよ、ライ！」

「……おばーしゃん、よろこ、ぶ？」

「フウのおかげでテディベアには汚れひとつないし、きっととっても喜んでくれるよ！」

　はしゃぐ子供たちに対し、犯人の男はなにが起きたのかわからないといった様子だ。帽子が取れて露わになった、四十代そこそこだろう無ぶ精しょう髭ひげを生やした顔は、困惑一色に染まっている。

　男が正気に返って逃げられる前に、水明が押さえつけて確保も忘れない。

　――こうして子供たちの活躍もあって、置引き犯はお縄になったのだった。




　その後、デパート側が連絡して、犯人の男は警察に引き渡された。

　自供によると、男は常習犯であるようだ。身なりのいいご老人などをターゲットにしていて、今回も老婦人が無防備でいたため狙った……と。

　だが男もまさか、包みの中身が金目のものではなく、可愛らしいクマのぬいぐるみだとは思いもよらなかったらしい。

　そのテディベアは無事、みずほたちの手によって老婦人のもとに帰り、それはそれは感謝された。

「これで孫の喜ぶ顔が見られるわ。本当に本当にありがとう」

　そう頭を下げる老婦人に、「ぜひお礼を……」とも申し出を受けたが、丁重にお断りして、みずほたちはようやく帰路についた。

「……ふたりとも、よく寝ているね。ライなんて、ヒーローショーのあともあれだけ寝ていたのに」

「先にフウが寝たから、単純につられたんだろう」

　街中を静かに進むバスは、行きよりもずっと空いている。

　一番後ろの四人掛けの席が空いていたので、真ん中に子供たちを固め、みずほと水明は左右に座ったのだが、子供たちはバスが発車すると同時に深い眠りについてしまった。寄り添って寝息を立てる彼らは、仲がよくて微笑ましい。

「私もとっても疲れたから、一緒に寝ちゃいたいとこだけどね……いや、本気で疲れたよ」

　ぐでっと、背もたれに体重を預けるみずほに、水明が「だらしないぞ」とお小言を寄越す。

「そんなに疲れたのなら、今夜は髪を乾かすだけでなく、夕飯も俺が作ってやろうか。簡単なものにはなるがな」

「え……い、いいの？　というか、作れるの!?」

　これまで水明が台所に立ったのは、その水を操る力で皿洗いをしてくれたときだけだ。彼は食洗器の役割もなんのそのである。

　だけど、料理ができるかどうかは未知数だった。

「確かに神であるこの俺に、人間の料理の経験などはない。だが俺の辞書に不可能の文字もない」

「す、すごい自信……」

　そう言いきる彼の横顔は、いつものように涼しげだ。常に自信のない己と比べて、みずほはちょっぴり眉を下げる。

（水明くらい堂々としていられたら、いきなり婚約を破棄してきた大清にも、人の婚約者を奪った山辺さんにも……もっとなにか、言い返せていたのかな）

　みずほは散々な目に遭わせられたというのに、最初から最後まで無抵抗だった。そのことを今更ながら情けなく思う。

（おまけに今日は私、ヒーローショーでの騒動の時はパニックになっていただけだし、迷子の時も水明に助けられたしで……やっぱりそう簡単に、自分に自信なんて持てそうにないよ）

　意図せず、みずほは溜息が出そうになる。

「まま……」

「……ライ？　起きたの？」

　傍らの雷太がみずほを呼んだので、目を覚ましたかと思いきや、雷太の瞼は閉じたままだ。小さな口だけをもごもごとさせていて、ただの寝言のようである。

　次いでタイミングを合わせたように、風子も「まぁま、だいちゅき……」と寝言を零した。

　フッと、水明が水色の瞳を和らげる。

「本当に貴様は、子供たちに好かれているな。俺よりも、という面では、両方向に妬けるが……これだけ慕われているのだから、貴様はもっと己を誇れ。なにを考えていたか知らんが、弱々しい顔をしていたぞ」

「そ、そんなにわかりやすかったかな……水明って鋭いっていうか、いつも私の変化に気付いてくれるよね」

「貴様のことを常に見ているからな」

　そう言う水明の声音は真剣で、みずほはドキリとしてしまう。

（初対面の時の「愛してやる」もそうだけど、時々本気で口説かれているみたいで……）

　水明とはかりそめ夫婦で、へたな勘違いはしたくないのに、みずほの体は芯から熱くなるばかりだ。

　疲労を上回るその熱に、車窓に映る顔は紅潮しきっている。

（それに水明は、変化に気付いてくれるだけじゃなく、いつも私を肯定してくれるんだよね。彼のそばにいると、なんというか……息がしやすい感じがする）

　羽内と付き合っていたとき、みずほは今思えば、どこかで『付き合ってもらっている』といった、自分を下に置くような感覚が常にあった。

　彼にフラれたくない、愛想を尽かされたくないと気を張って、知らず知らずのうちに息苦しさを覚えていたのだ。その事実にずっと、別れるまで気付かないフリをしていた。

　だけど水明となら、変に気負わなくていい。そばにいると居心地がよかった。

「ありがとう、水明。ちょっとずつだけど……もっと自信が持てるように、私も努力してみるよ」

「ああ。ゆっくり、貴様のペースでやればいい」

　水明の穏やかな微笑みに、みずほも気の緩みきった笑みで「うん」と返す。

　バスの外では天気予報よりも些いささか早く、ポツポツと雨が降りだした。

「……その阿あ呆ほうのような笑いかたも、昔と変わっていないな」

　ガラスを叩く雨粒を横目に、水明がふと懐かしむように呟いたその言葉は、雨音に溶けてみずほには届かなかった。




【みずほの育神日誌】

　家族四人での、初めてのデパート体験は波乱万丈でした。一日でトラブル、起こりすぎだよね。

　でもフウもライも満喫できたみたいだし、私も疲れたけど楽しかったです！

　水明が作ってくれた親子丼は、汁の含みすぎかベチャベチャで、本人も苦い顔で「失敗した」って言っていたけど……私は水明にも失敗することがあるんだって、なんか安心したよ。

　あの自信はなんだったのか、ちょっと笑っちゃったのはごめんね。でも味はよかったし、子供たちも完食したんだからさすがだよね。

　なんだか私の中で、日に日に水明の存在が大きくなっていくなあって……親子丼を食べながら感じたっけ。

　こんな感覚は初めてで、少し怖いくらい。だけどまったく嫌じゃないんだ。

　水明の影響で、私自身をもっと変えていきたいとも思ったよ。

　そうなれるように、明日も頑張ります！
















四話　涙の日







　コポッと、上昇する気泡。ゆらゆらと、視界が滲にじんで揺れている。

　みずほは深く暗い――水の中にいた。

　水分を含んだ服は重く、手足からは力が抜けて、まるで吸い込まれるように水底へと沈んでいく。

（呼吸ができない、苦しい）

　助けを呼ぼうにも、水中で口を開けば水が入るだけだ。そうこうしているうちに酸素が奪われ、意識がどんどん遠退いていく。

（このまま死んじゃうのかな、私……）

　声を出せない代わりに、みずほは心の中で強く祈った。

（誰か助けて！　お願い、誰か……！）

　――すると視界に突然、光が飛び込んだ。

　白に近い銀色の光は、魚の群れか。いや、ここは海でも川でもないのだから、魚など泳いでいるはずがない。

　これは鱗うろこだと、みずほは遅れて気付いた。鱗に覆われた長い体を持つ大きな生き物が、その体をみずほにゆるやかに巻き付けて、懸命に水から引きあげようとしてくれている。

　水中で、その生き物の透き通るような瞳と目があった。

（ありが、とう）

　――そこで、みずほの意識はついに途切れた。




「……またあの夢か」

　みずほはパチリと目を開けた。肺から息を吐きだして、呼吸ができることに小さく安堵する。

　ここは水の中でもなんでもなく、みずほ宅の寝室だ。

　ベッドの上。すぐ隣では雷太が、雄太郎からもらったブランケットを蹴飛ばして、お腹丸出しの状態で寝ている。反して雷太の横では、きっちりブランケットをかけた風子が丸まっていた。

　子供たちを挟んだ向かいには水明もいて、作り物のように美しい寝顔を晒している。

　時計はまだ明け方の四時。起きるには早すぎる時間である。

（毎年夏になると、あの夢を見るんだよね……）

　溺れているみずほを、巨大な蛇へびが助けてくれる夢。

　過去の実体験に基づくその夢は、みずほにとっては夏の訪れを告げる恒例行事のようなものだ。

　トラウマを刺激されるので、夢見がいいとは口が裂けても言えないが……。

「……寝直そう」

　そよそよと冷風が吹き出すクーラーを、冷えすぎかなとリモコンを探して止める。雷太のやんちゃな寝相を、起こさないように気をつけて直してやって、みずほは再度布団に潜った。

　まどろみはすぐにやってくる。

　心地のよい二度寝では、あの夢は見なかった。




「フウー！　ライー！　ご飯できたよー！　今日のお昼は冷やし中華です！」

「ひやちっ！　ちゅーか！」

「はじめ、まち、た！」

　みずほの呼びかけに、ふたりはダーッとダイニングテーブルまで走ってきた。

　最近の子供たちは、外を歩くと看板などに興味津々で、みずほにあれはなんと書いてあるのかと逐一尋ねてくる。近所の中華料理屋さんの〝冷やし中華始めました〟という文言が、なぜか琴きん線せんに触れたらしいふたりは、最近はやたらと冷やし中華でテンションをあげていた。

（こっちも作りやすいメニューで助かるけどね）

　中華麵さえゆでて氷水で冷やせば、あとは具材を用意するだけだ。

　それはそれで手間がかかるといえばかかるが、卵は昨晩の余りの卵焼きを細く切ればいいし、ハムやキュウリだって切るのはそう時間はかからない。タレは麺とセットのものを買えばわざわざ作る必要もなく、ついでに風子にはお好みでマヨネーズをプラスだ。

　なにより冷やし中華なら、子供たちが確実に残さず食べてくれるので、この季節になってからはもっぱら昼食の主役を担っていた。

　カレンダーは七月中旬。太陽が照りつける、暑い夏である。

「食べ終わったら公園行こうか。美音ちゃんがおもしろい遊び道具をゲットしたから、ライとフウにも貸してくれるって」

「おねーちゃっ！　あしょぶ！」

「ライは特に、忘れずに虫除けスプレーかけていこうね」

　食後は二階の部屋でお着替えだ。

　ライはやたらと蚊に刺されやすいので、服を着替えるついでにスプレーの噴射も怠ってはいけない。

（痒い痒いって、夜中に放電して大変だったもんね……）

　神の子の血を吸っていくとは、恐れ知らずな蚊である。

　その蚊に神の力が宿るかもしれないな……と、服選びと同じでセンスのない冗談を言ったのは、今はお勤めに出ている水明だ。

「……てんちのおよーふく、きちゃい」

「うん、あの服だね。それなら麦わら帽子も合うよ」

　風子ご要望の〝天使のお洋服〟とは、先月デパートで買った、ノースリーブの白いフリルつきワンピースだ。背中に小さく羽のマークがあって、ご近所のおばさまがたに「あらあら風子ちゃん、天使様みたいねえ」と褒められてから、風子はいたく気に入っている。

　愛らしい容姿と元気いっぱいな愛嬌で、風子と雷太はすっかりご近所のアイドルだ。

（天使様じゃなく、神様だけどね）

　ついでに水明に至っては、おばさまがたによるファンクラブまがいのものもできていて、人妻キラーっぷりを発揮している。

　みずほはそれにまたモヤモヤしつつも、「でも私の夫なので……」という優越感もちょっぴり最近抱いてきて、なんとも複雑だった。

（もう、こういう思考はやめやめ！）

　ペチペチと頬を叩いて、お着替えを終えた子供たちに笑顔を向ける。

「用意は完了だね、じゃあ出発！」

「しゅっぱーちゅ！」

「ちゅっ」

　水分補給用のペットボトルもしっかり持って、三人は外へと出かけていった。




「え……プール、ですか？」

　木陰になっている公園のベンチに腰かけ、みずほの隣で由美が「そうそう」と頷く。

　砂場の辺りでは、美音がスーパーの福引きで当てたという〝おもしろい遊び道具〟こと水鉄砲を、子供たちが代わる代わる構えて、転がっていた缶に当てるゲームをしている。今は雷太がうまく当てて、「ライくん、十点！」「じゅ、ってん！」「てんてんー」と盛り上がっているところだ。

　そんな賑やかな光景を眺めながら、由美は続ける。

「美音は四歳まで、旦那の希望でスイミングスクールに通っていてね。私はお稽古といえば、ピアノとかバレエとかを習わせたかったんだけど、旦那は自分が高校時代にけっこう有名な水泳選手だったからって、『子供に水泳は絶対やらせる』って譲らなくて……」

　由美の旦那さんは地元の銀行勤めで、みずほは写真でしか見たことがないが、確かに服の上からでもわかる見事な逆三角形体型だった。

「美音も楽しんで通っていたからいいけれどね。今は幼稚園のお友達の影響で、水泳はやめてダンススクールに通っているの。でも泳ぐのが好きなことは変わらないから、今年は町民プールに連れていこうと思っていて、みずほさんたちも一緒にどうかしらって」

「……な、なるほど」

「あそこは水深の浅い幼児向けのプールもあるから、風子ちゃんと雷太くんも安心して遊べると思うわ。来週の日曜日とかどう？　お暇じゃないかしら？」

　その日の予定は、これといってなにもない。普段のみずほだったら「いいですね、ぜひご一緒させてください！」と、二つ返事で了承している。

　だけど、みずほにとって〝プール〟は鬼門だ。今朝見た夢がフラッシュバックして、視線が曖昧にさ迷う。

「あの、行けないことはないんですけど、えっと……」

「……もしなにか事情があるなら、無理はしなくていいのよ？」

「あっ、いえ……」

　由美に気を遣わせてしまい、みずほは申し訳なくて縮こまる。

　風子も雷太も、きっとプールには行きたがるだろう。高井戸親子と一緒ならなおさらだ。

　ためらっているのは、単にみずほ個人の事情であり、子供たちのことを考えるなら連れていってあげたいとは思う。

（ちょっと申し訳ないけど、日曜日なら保護者役を水明に頼めないかな……）

　高井戸親子と水明に今のところ面識はないが、以前に水明も、みずほたちが世話になっているなら礼がしたいと言っていた。ここらで顔合わせをしておくのもいいかもしれない。

（でもお願いするなら、私がプールに行けない理由を水明に説明しなくちゃいけないよね。あの過去は、あんまり話したくないなあ……）

　悩んだ末、みずほは「もう少し考えさせてください」と、返事を保留にさせてもらった。




　そして、公園からの帰り道。

　住宅街の熱せられたアスファルトを歩きながら、風子と雷太に「プールって行ってみたい？」と尋ねれば、案の定「いきちゃい！」「……フウも、いきちゃい」と即答される。

「おねーちゃ、ぷーりゅ、たのちいっ！」

「……おっきい、つめちゃい、おふろ」

　どうやら子供たちは、水鉄砲で遊んでいるときに、美音にプールとはなんたるかを教授されていたらしい。

（だ、だよね……ふたりとも行きたいよね）

　繋いでいる両手からは、どちらからもワクワクとした期待が伝わってくる。

「ええっと、じゃあ日曜日は、由美さんと美音ちゃん、あとママじゃなくてパパと行ってきてくれるかな？　パパには今晩聞いてみるけど……」

「……まぁま、いかないの？」

　麦わら帽子の下から覗く、右隣の風子の目は悲しげだ。左隣でも、雷太が「ままもいっちょ！　ままもいっちょ！」とジタバタ暴れ始める。

「う、うーん……」

　いよいよ困り果てて、みずほは青空を仰いだ。

　通りすがった一軒家の庭では、蝉がミンミンと鳴いている。その鳴き声は、あの日の夜にも聞いた、夜蝉の騒がしさをみずほに思い起こさせた。
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　それはまだ、みずほが中学三年生の頃。

　夏休みに入る少し前の、とある猛暑日のことだった。

「あれっ、家の鍵がない……!?」

　スクールバッグや制服のポケットを漁っても、いっこうに見つからない鍵に、みずほは自宅の扉の前で呆然とした。

「プールの更衣室だよね、たぶん……」

　今日の最後の授業は体育で、夏らしく水泳だった。

　更衣室で水着に着替えるとき、制服のスカートのポケットから鍵が落ちたことは覚えている。着替えに手間取っていたみずほは、それを拾って無造作にロッカーに突っ込み、慌ただしく更衣室を出た。

　授業終了後、再び制服に着替えたわけだが、そのときに鍵をポケットに戻し忘れたようだ。

（忘れ物として回収されているかな……？　でも、あのあと誰も行ってないなら、放置されている気も……）。

　ここでまず、学校に電話して確かめられたらよかったのだが、あいにくみずほは携帯電話など所持していなかった。今時の中学生なら大半がスマホを持っていそうだが、厳しい母親の教育方針で、高校生になるまで禁止だったのだ。

　その母親が帰ってくるのを待つ手もあったが、仕事で深夜になる。なにより鍵を学校に忘れたなど、どんなふうに説教されるか気が気じゃない。

「……今から学校、取りに行けるかな」

　チラッと腕時計を確認する。時刻は午後六時四十五分。

　美化委員会の当番で、放課後に花壇の植え替えをしていたため、そもそも下校が遅くなったのが災いした。校門は七時に閉まるので、間に合うかは五分五分といったところだ。

（もう、悩んでいる間に行こう！）

　そうしてみずほは、陽が傾いて暗くなってきた道を、セーラー服を翻しながら全力疾走で学校まで引き返した。

「ああっ！」

　しかし無情にも間に合わず、校門は完全にシャットアウト。

　どうしたものかと校門前でウロウロして、ふと頭をよぎったのは、親友の杏との会話だ。

『この前クラスの男子たちがさ、夜中に遊びでこっそり、学校のプールに忍び込んだそうよ』

『え……プールなんて忍び込めるの？　高いフェンスあるよね？』

『よじのぼったらしいのよ。ほら、プールの角のとこに、あんたがよくお参りしているボロい祠があるでしょ？　あの祠の影になるとこのフェンスが、一部だけ壊れて穴が開いているらしくてね。そこに足をかけられるようになっているんだって。先生にはバレてないそうだけど……本当にバカよね、男子って』

　将来の夢が〝男に頼らずひとりで稼げる、バリバリのキャリアウーマンになること〟な杏は、そう言って心底呆れ返った顔をしていた。

（も、もうこの手しかない……！）

　追い詰められていたみずほは軽率にも、そのバカな男子たちと同じように、プールに忍び込んで鍵を探すことに決めた。

　杏が話していたフェンスの穴はすぐにわかり、いざのぼる前に、一応敬意を持って祠に手を合わせておく。

「遅い時間に、騒がしくしてごめんなさい。鍵を取ったらすぐに帰りますので……」

　みずほはけっして信心深い性格などではないし、どんな神様が祀られているかすら知らないが、この祠とはささやかな縁があった。

　年季の入った小さな祠はみすぼらしく、お参りをする者など滅多にいない。それでも変わらずそこに立つ様子が、必要としてくれる人を待っているかのようで、なんとなくみずほ自身に重なって見えていた。

　そのため気にかけていたのだが、ある日――通りすがりの男子高校生の集団が、祠に自転車をぶつけて逃げていくところを目撃してしまった。

　祠の扉は蝶番ちょうつがいが外れて壊れ、中にあった陶器の龍の置物まで頭部がバラバラに割れていた。

　放っておくことはできず、みずほは直してあげたいと思った。そして蝶番を嵌め直し、置物は破片も集めて家に持ち帰って、四苦八苦しながら接着剤でくっつけた。極度の不器用であるため、出来は少々不格好だったが……しないよりはいいだろうと、修繕したものを祠に返しておいた。

　ちょうど一年くらい前の出来事だ。

「……よっこらせっ、と」

　祠へのお参りが終わって、いざフェンスに足をかけてみると、意外と楽にのぼれた。プールサイドに降り立って、まずは一息。

「夜のプールってこんな感じなんだ……」

　辺りの空気はべったりと生温く、どことなく不気味だった。

　水の中は暗くて底さえないように見える。

　遠くで鳴く夜蝉の声は、珍しいものでもないはずなのに、やたらと恐怖心を煽ってきて、みずほは身震いした。

「は、早く鍵を探そう……！」

　真っ暗な更衣室に入って役に立ったのは、杏とお揃いで買った、ボタンを押せば光るハートのキーホルダーだ。頼りない灯りだがないよりマシで、スクールバッグにつけておいたのが功を奏した。

「あった……！」

　幸い、鍵はすぐに見つかった。

　目的を達成したら、こんなところに長居は無用だ。

　みずほはプールサイドを走り、急いでフェンスに向かおうとして――。

「――え？」

　ツルッと足が滑り、視界が傾いた。

　次の瞬間、みずほはバシャン！　と飛沫しぶきをあげて、プールの中へと真っ逆さまに転落していた。

「うっ、あ……！」

　なにが起きたのか理解が及ばず、頭の中はパニックだ。

　必死にもがくも、足がつってろくに泳げなくて、みずほは徐々に溺れていく。

　――ここからあの夢に繋がり、正直、この先の記憶はとても不確かだ。

　気がついたらプールサイドに倒れていて、異常事態に気付いた警備員さんが駆け付けてくれた。さらに後日、先生から結局母親にも伝わり、説教どころではない程しこたま怒られた。

　そしてこの事件以来、プールや海といった場所は、全てみずほの中で恐怖の対象となってしまったのだった。
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「……ごめんね、フウ、ライ。やっぱりママは、プールには行けないや」

　左右から「えー！　やぁや！」「まぁま、いくの……」と訴えられ、みずほの胸はズキズキと痛んだが、過去の苦しみから改めてプールは無理だと断念した。

　水に入らず見ているだけでもいいのでは？　と、自問自答してみるが、プールに近付くだけでもおそらくトラウマがよみがえる。

（本当にごめん、ふたりとも……！　水明には頼んでみるから！）

　ひとまず今は、不満そうな子供たちをごまかして宥めることにする。

「そ、そうだ、アイス！　コンビニでアイス買ってあげるから、ママのことは諦めて……？　ねっ？」

「っ！　あいちゅっ！」

「……そーじゃ、ばー」

　ふたりはたやすく釣れてくれて、みずほは罪悪感を覚えながらもホッとする。少し遠回りしてコンビニに寄って行くことにした。

「ライー！　アイスはひとつまでだよ！　フウ、みこたんグミは先週も買ったから、今日はなし！　また今度ね」

　コンビニで好き放題しかけるふたりを窘め、ソーダバーを二本と、あとは飲み物だけ調達してから涼しい店内を出る。

　そして今度こそ真っ直ぐ家を目指しながら、みずほはプールのことを水明にどう切り出すか考えていた。




「……町民プールに子供たちを、か。いいぞ、俺が連れていってやる」

「そんなあっさり……い、いいの？」

　四人そろっての夕食後、ダイニングテーブルに向かい合わせに座る水明に、みずほがおずおずと切り出せば、彼は一も二もなく頷いてくれた。ありがたいが、少し拍子抜けしてしまう。

（きっと引き受けてくれるだろうなって、信じてはいたけど……）

　さすがにみずほが行けない理由くらいは、聞かれるだろうと身構えていた。

　そのことを逆にこちらから口にすれば、「なんだ、わざわざ理由を聞いた方がよかったのか？」と返される。

「う、ううん、話さないでいいなら、話したくはないけど……」

　プールで溺れかけた事件については、みずほとしては他者に話すことはおろか、思い出すことさえしたくない暗黒のエピソードだ。

　夜のプールに忍び込んだ時点で、みずほが百パーセント悪いし、自分でも間抜けすぎて恥ずかしい。おまけに巨大な蛇に助けられたなんて絶対信じてもらえないだろうから、ずっと己の心だけに秘めていた。

「ならば聞かん。……貴様がプールを嫌がる理由くらい、察しはつくしな」

「察しがつくって……わ、私、別に水明に話してないよね？　神様ってそんなこともわかるの!?」

「さあな」

　水明は雑にはぐらかして、食べ終わった皿を持って立ち上がる。キッチンのシンク前で腕まくりをしていて、まとめて皿洗いをしてくれるつもりらしい。

　ちなみに今夜の夕食は、メインはヘルシーな鮭と豆腐のハンバーグだ。由美から教えてもらったレシピで、夏だしサッパリした味のものを作りたいと挑戦してみた。

　みずほのクオリティでは、つなぎがうまくいかずボロボロと崩れ、雷太に〝ばりゃばりゃはんばーぐ〟と名付けられてしまったが……。

（……なんか釈然としないけど、水明がＯＫしてくれたならいいかな？）

　水明に礼を言って、この話題はいったん終わりだ。

　リビングで仲よく積み木遊びをしている子供たちを構おうと、みずほも椅子から立ち上がる。しかしそこで、ポケットに入れておいたスマホが震えた。

「ちょ、ちょっと友達と電話してくるね」

　キッチンにいる水明に一声かけてから、みずほは玄関まで移動して通話ボタンを押した。

『あっ、みずほ！　今大丈夫だった？』

「うん、どうしたの？　杏ちゃん」

『それがね……これはあんたに言うべきか、まだ悩んでいるんだけど……』

　電話の向こうの杏は、いつもハキハキ喋る彼女には珍しく歯切れが悪い。みずほは逆に気になってしまう。

「杏ちゃんの話なら、どんなことでも聞くよ」

『じゃあ言うわね……なんか最近、羽内くんと山辺さん、うまくいってないみたいなのよね』

「えっ……」

『山辺さんが近々会社を辞めるって話も出ているの。うまくいってないどころか、もう別れているかもしれないわ。そのへんの事情は正直、私だって欠片も興味ないしどうでもいいんだけど……羽内くんに「みずほはどうしているかわかるか」って聞かれてさ』

「っ！」

　羽内の口からまだ自分の名前が出るという事実に、みずほは大いに動揺した。

　スマホを持つ手が強こわ張ばっていく。

『あんたに連絡しても、まったく出てくれないって』

「あ……別れを言い渡されてすぐに、悩んだけど連絡先も消して、着信拒否にもしたから……」

『それでいいのよ、なにも間違ってないわ！　私だって聞かれたとき、「なんであんたにそんなこと教えなきゃいけないの？」って、羽内くんを突っぱねたわよ。それでもしつこく食い下がってくるから、腹立って肘ひじ鉄てつ入れてやったわ』

「肘鉄って……杏ちゃんの攻撃はだいぶ痛そうだよ……」

　杏は小学生の頃から空手を嗜たしなんでおり、黒帯の有段者だ。中高と、ほぼ活動していなかった写真部所属のみずほとは大きく異なり、空手部主将で全国大会にも出場した猛者である。

　そんな彼女の一撃は、へたをしたら骨が逝いく。

『ちゃんと手加減はしたわよ。まったく、羽内くんがどういうつもりか知らないけど、私からみずほの情報を漏らすわけないでしょ！』

　声を張りあげる杏は、羽内に相当お怒りと見える。

『とにかくそういうことがあったから、みずほに一応伝えておこうかなって。余計なことだったらごめん』

「ううん、気を遣ってくれてありがとう」

　知ったからといって、みずほからなにか行動するというわけでもない。それは杏もわかっていて、単に情報として教えてくれたのだろう。

（大清が私のこと……も、もう関係ないことだよね）

　フルフルと、みずほは頭を左右に振る。

『羽内くんのことはおいといても、他にもいろいろ話したいし、近々ご飯でも行かない？　来週の日曜日に見たい映画も公開されるから、みずほに付き合ってほしいのよね……って、あんた今、親戚の子の面倒で忙しいんだっけ？』

「え、ええっと」

　子育て生活を始めてからも、こうして杏とは何度か電話していて、退職後のみずほの生活を案じてくれている彼女に、みずほはふわっと現状を説明しておいた。

　説明内容としては、『訳ありな親戚の子の面倒を見る代わりに、その親戚の家に転がり込んでいる』という、あながち全てウソでもない感じだ。

　適当に「新居が見つかった」とか「実家に帰った」とでも言えばよかったのだろうが、みずほはもとより隠し事のできないタイプだ。学生時代からの親友である杏相手にはなおさら難しい。

　そのため、子育ての件を丸々隠すこともできず、神の子うんぬんだけはさすがにごまかしてどうにか伝えた形である。

『もし手が空くようなことがあったら、いつでも連絡してよ。こっちは土日ならわりと予定調整できるからさ』

「うん！　また遊ぼうね」

　杏との通話を終えて、暗くなったスマホの画面に視線を落とす。そうすると、みずほはまた無意識に羽内のことを考えてしまい、浮かない気持ちになった。

　プールで溺れたこととは別に、羽内との破局だってみずほのトラウマだ。いや、あの婚約破棄を告げられたときの、呼吸が圧迫され、体が絶望で重くなる感覚は、ほの暗い水底にどんどん沈んでいくときとも似ているかもしれない。

（どっちもいい加減、乗り越えたいんだけどな……）

　もしかしたらここが、自分を変える第一歩なのか。

　だがそうは思っても、向き合おうとしただけで心が怯むのも確かだった。

「まま！　どちたの？」

「……ぽんぽん、いちゃい？　まぁま、らいじょーぶ？」

　ドアから顔を出した子供たちが、いつの間にかみずほを、その不思議な虹彩の瞳でじっと心配そうに見つめていた。

　後ろには水明の姿もあって、電話中のみずほの異変に気付いてそろって来てくれたらしい。

「ごめん、ごめん。ママはお腹も痛くないし、なんともないよ」

「……友との電話でなにかあったようだな。貴様のことは常に見ていると言っただろう？　俺の目はごまかせないぞ」

「そ、れは、その……」

　鋭い水明の指摘に加え、いまだ子供たちもみずほから視線を逸らさない。家族にはみずほの心情などお見通しのようだ。

　水明は「ふむ」と頤おとがいに手を当てる。

「母である貴様が思い詰めた顔をしていると、子供たちも心配する。なにより俺が、貴様のそんな顔は見たくない。いいから貴様は阿呆のように笑っていろ」

「そ、そんな笑いかたしてないよ！」

「だから……そうだな。来週の日曜、俺が子供たちをプールに連れていっている間に、たまには家庭を離れて息抜きでもしてきたらどうだ」

　杏との会話は後半だけ拾われていたようで、水明は「友と遊びにでも行ってこい」と進めてくれた。

　だがそれはさすがに、水明に余計申し訳ない気がしてみずほは戸惑う。子育て生活を始めてから、子供たちと丸々一日離れることも初めてだ。

「まぁま、あしょぶ、げんき、でりゅ……？」

「まま、あしょんできちぇ！」

「フウ、ライ……」

　みずほの戸惑いを吹き飛ばすように、ドアから出て突進してきた子供たちも、口々に背を押してくれた。

　みずほは三人の厚意に感謝して、ここは甘えることにする。

「ありがとう……。じゃ、じゃあ来週の日曜日は、ママも友達と出かけてくるから、フウとライはパパとお出かけね。パパの言うことはよく聞くんだよ？」

「あい！　ぱぱ、ききゅ！」

「……いいこ、すりゅ」

「水明も、子供たちのことはよろしくね」

「任されたぞ。貴様も楽しんでくるといい」

　そうしてみずほは、子供たちを部屋に戻してから杏に電話をかけた。もちろん、遊びのお誘いのためだ。

（たまにはこんな休日もアリ……なのかな）

　プルルルルッと呼び出し音が鳴る。

　だが杏が出る前に、水明がボソッと「プールに行くなら水着も用意しなくてはいけないな。どれ、子供たちの分を俺が選んで……」と不吉なことを言いだしたため、みずほはとっさに制止をかける。

「それは流さんに頼むか、当日までに私がどうにか入手するから！　水明は選ばないでいいよ！」

「なんだ、貴様はまた俺のセンスを疑って……」

「……あっ、もしもし、杏？」

「おい」

　睨んでくる水明への苦笑はかみ殺して、みずほは無事、杏と遊ぶ約束を取り付けられたのだった。




【みずほの育神日誌】

　親友の杏とは、映画を見て、雑誌に載っていたレストランにランチをしに行くことになったよ。ケーキがおいしいって評判なんだって。テイクアウトもできるらしいから、お土産買ってくるね。

　あと、水明には子供たちがプールで遊んでいるところを、写真に撮って定期報告してもらうようにも頼みました。

　メッセージは逐一チェックしなきゃ。うちの子たちのとびっきり可愛い写真、杏にも見せるから。

　……元気づけようとしてくれて、本当にありがとうね、水明、フウ、ライ。

　少しだけ、息抜きしてきます！




＊　＊　＊




　そうしてあっという間に訪れた日曜日。

　外は今年の最高気温を更新し、朝から焼け焦げてしまいそうな暑さだ。

　そんな中、水明＆子供たちのプール組は、水着の入ったビニールバッグを手に、みずほより先に家を出ることになった。

「いってらっしゃい、三人とも。由美さんや美音ちゃんによろしくね」

「ああ、行ってくる」

「ひゃっ！」

　玄関先の上がり框かまちに立つみずほは、水明と目線がちょうど同じくらいになる。その状態でいつものように、前髪に軽いキスを送られ、みずほは飛びあがった。

　いつまで経っても、水明の過度なスキンシップには慣れそうもない。それなのに水明は「たまには貴様からもしてこい」などと要求する。

「む、無理だよ！　恥ずかしいって！」

「こちらから一方的なのは不公平だろう。俺にだけするのが恥ずかしいなら、子供たちにもしてやればいい。どうだ？　フウ、ライ。お前たちもママからチューしてほしいか？」

　薄氷の如き繊細な美形が発する、〝チュー〟という可愛い言い回しの破壊力はすさまじい。子供たちも「まま！　ちゅー！　ちゅー！」「まぁあ、ちゅっ、して」とねだってきて、みずほがしなければ梃て子こでも動かなそうだ。

　仕方なく屈んで、雷太にはおでこに、風子には頬っぺにキスをする。子供の柔肌はどこを触れてもマシュマロのようだった。

　ふたりも「わー！」「きゃー」と大いに盛り上がる。

「じゃ、じゃあこれで……」

「待て、俺がまだだ」

　みずほは素知らぬフリで送りだそうとしたが、水明が己の唇のすぐ横を、指先でトントンと叩く。

「別に口にでもいいぞ。昔もしただろう」

「む、昔ってなんの話……!?　水明とそんなことした記憶ないよ！」

「……ああ、これも覚えていないのか。まあいい。唇の横でいいからさっさとしろ。貴様のママ友を待たせることになるぞ」

　水明は気がかりなことをいろいろ発言したが、みずほは水明の薄い唇から目が離せず、沸騰した脳はろくに働いていない。

　子供たちも「ぱぱ！　ぷーりゅ！　ぷーりゅ！」「はやく、いきちゃい」と水明にせがみだして、みずほは決断を迫られた。

「う……ううっ、もうっ！」

　勢いに任せて、水明の白いシャツの胸元を掴み、指定された箇所にふにっと唇を押しつける。

　時間にしてほんの数秒。

　それでもみずほの心臓は爆発しそうで、対して水明は滅多に見られない満面の笑みだ。

（な、なんでそんな、心の底から満たされた顔しているの……）

　形だけの嫁からのキスで、そんな顔をしないでほしかった。みずほの中でじわりと、むず痒い感情が広がっていく。

「やはり貴様から、というのはいいな。もう一回してみろ」

「……か、勘弁してください」

　消え入りそうなみずほの懇願に、水明はそっとみずほの唇が触れた箇所を指先でなぞると、「やれやれ、仕方ないな」と肩を竦すくめた。

「嫁をいじめるのはこのくらいにしておこう。……では行くぞ、フウ、ライ」

「まま！　いって、きまちゅっ！」

「……いってきま、ちゅ」

　ようやく水明たちが出ていっても、みずほの胸は鳴り止まない。

　そのまま玄関でヘナヘナとへたり込みかけたが、みずほもけっして時間に余裕があるわけではなかった。

　水明たちは高井戸親子と現地集合で、プールまでは徒歩だが、みずほは杏との待ち合わせ先のレストランまでバスに乗る予定だ。乗り遅れたら遅刻してしまう。

「私も準備しなきゃ……！」

　火照る頬はそのままに、みずほは身支度を始めた。




「おーい、みずほ！　こっちこっち！」

　映画館のあるショッピングモール。その前の街路樹の下で、杏がスラリと伸びた腕を振っている。

　黒髪のショートカットに、彫りの深いはっきりとした顔立ち。体のラインが出るネイビーのサマーニットに細身のデニム、踵の高い赤のヒールを合わせた格好は、高身長の大人カッコいい系女子な杏によく似合っていた。

（さすが杏ちゃん、高校でどの男子より、女子からのバレンタインチョコ獲得数が多かっただけある……）

　そんな杏に対して、みずほは子供たちとアイスを連日食べすぎたせいか、もともと丸っぽい体型からさらに若干太ってしまった。

　それをカバーできるオーバーサイズのロングＴシャツにチノパン姿で、杏とのスタイル格差は顕著である。

「杏ちゃん、けっこう待った？　もっと早めに着くつもりだったんだけど、バスが遅延しちゃって……」

「約束の時間ジャストだし気にしないで。私も五分前に着いたところだから。それより早く映画館に行きましょ。ポップコーンとかも買わなきゃだし」

「チュロスも食べたい！　杏ちゃんはパンフレットもいるでしょ？」

「原作の大ファンだからね。グッズも欲しいわ」

　杏の見たい作品とは、本日公開のコメディ映画だ。ぶっ飛んだ設定の漫画が原作で、お笑い芸人がたくさん出演している。

　ごく一部の仲のいい友人しか知らぬことだが、見た目も普段の言動もクールな杏は、実はお笑い大好きな笑い上戸である。上映中、どのシーンでも声を殺して爆笑する杏を、みずほは「こういう杏ちゃんを見るのも久々だなあ」と感慨深く見ていた。

　映画館を出る際には、『みこたんとぎゅっ！』と『カミナリ戦隊デンゲキンジャー』の劇場版のチラシがあったので、それぞれ一枚ずつ鞄に入れた。今度は子供たちを連れてくることになりそうだ。

　その後はショッピングモールで軽く買い物をして、モールから徒歩三分程のところにある、ナチュラルテイストな様相のイタリアンレストランに移動した。そこで遅めの昼食を取る。

　オシャレなイタリアンなんてずいぶんと食べておらず、変に緊張したみずほはナイフを取り落として、杏に「なにやってんのよ」と笑われてしまった。

　コースの最後にはデザートが運ばれて、フルーツとクリームがたっぷり乗ったシフォンケーキを前に、まったりとお喋りに興じる。

　主に他愛のない世間話や、互いの近況などを語っていたのだが……。

「……水明ってば、写真のこと忘れているのかな」

「すいめいって、あんたと一緒に子供の世話をしている遠縁の人だっけ？　変わった名前よね」

「あ、う、うん」

　テーブルに置いたスマホはいっこうに振動せず、暗い画面を横目にみずほはぎこちなく頷く。

　その遠縁の人は、プールで遊ぶ子供たちの様子を報告してくれるはずだったが、すっかり忘れているのかもしれない。

（こういうの、水明は律儀に送ってくれるタイプなはずなのに……）

　こちらから催促してみようかと悩みつつ、みずほはシフォンケーキを切り分けて口に運ぶ。

「わっ、これおいしい！」

　ほんのり紅茶風味がする生地は、口内で優しくとろけるようだ。もっと味わいたくて、次々とフォークを動かしてしまう。

（水明へのお土産はこれでいいかも。子供たちには別のやつにして……ライはチョコレートケーキで、フウはショートケーキかな）

　みずほの頭の中では、子供たちがケーキを前にすでに歓声をあげている。想像だけで、つい「ふはっ」と間の抜けた笑みが零れた。

　そんなみずほの向かいの席では、杏が「それにしても、あんたが子供の面倒をねえ……」と、なにやらしみじみしている。

「しかも男の子と女の子で、ふたりもだっけ。私も子育ての経験なんてないからわかんないけど、なかなか大変でしょう？」

「めちゃめちゃ大変ではあるけど……懐いてくれたり、逆に子供たちが私を気にかけてくれたり、嬉しいこともあるよ。一緒に成長できているって感じで、わりと毎日充実している、かな？」

「へえ……あんた心なしか、前よりたくましくなったわね」

　杏は感心したように言った。窓から差し込む陽の光が、彼女の持つ白いコーヒーカップを照らす。

　たくましくなったとは意外な評価で、みずほは「そ、そう？」と反応に困ってしまう。

「母は強しってやつ？　今のあんたなら、羽内くんを一発くらい殴れるかもね。どうにもあの男……私に肘鉄を食らってからも、あんたの居所を他でも聞き回っているみたいでさ」

「大清が？」

　みずほは熟れたラズベリーを突き刺したまま、フォークをピタリと止める。

「完全に山辺さんとは別れたらしいしね。山辺さんも、会社を辞めること確定。いやあ……あの子、あとからいろいろわかったんだけど、予想より遙かにすごい根性していたわよ」

　なんと山辺は、様々なところで恋愛トラブルを起こし、会社を転々としている絵に描いたような悪女だった。

　人のもの程欲しくなる質たちで、みずほ以外にも恋人を奪われた女性が何人もいるとか。婚約までいった相手を奪ったのは初めてらしいが……手に入れたあとは興味がなくなるので、あっさり捨てて次へ、を繰り返しているらしい。

「な、なにそれ……」

　みずほはあまりのことに絶句する。

　自分とは異次元の考えかたというか生きかたすぎて、もはや怒りも湧いてこない。

「羽内くんはすっかり騙されていたってわけね。私からすれば、騙される男も騙される男だから同情はしないわ。それでアイツ、みずほと復縁を望んでいるっぽくて……本当に、今さらどの面下げて！　虫がよすぎよ！」

　杏は少々乱暴に、コーヒーカップをソーサーに置いた。黒い水面が、まるで杏の怒りを表すように荒く波打つ。

　だけどいったん、杏はその怒りを引っ込めて、真っ直ぐにみずほと目を合わせてきた。

「ただね、確認はしておくわ。……あんたは、羽内くんとやり直したいとか思っている？」

「大清と……やり直す？」

　その発想は正直、みずほの中でもう欠片もなかった。

　たった今、杏に問われて「なるほど、そんな道もあるのか」と意表を突かれたくらいだ。改めて考えてみても、やり直したいとは思えない。

　それはみずほが、トラブル続きでハチャメチャで、なにかと苦労ばかりだが、水明や子供たちと送る騒々しい毎日に、羽内といた日々より心が満たされているからに他ならなかった。

「私は……過去に戻りたくはない、かな。今の自分の方が、前の自分より好きだって思えるの」

「……やっぱりあんた、たくましくなったわ。それを聞いて安心した」

　フッと、杏を纏う空気も軽くなる。

「親友としては大反対するけど、みずほが復縁したいって言うなら、最終的に止める権利はないしね」

「……ごめんね、杏ちゃん。なんか私以上に、いっぱい考えてくれて」

「別に？　あんたにお節介を焼いちゃうのは、学生時代からの私のクセよ、クセ。でもね、気をつけなさいよ？　あんたが羽内くんを〝過去〟にしても、フッたはずの当人が、あんたをまた狙っているんだから」

　そう忠告されても、みずほはそこにはあまり危機感を抱けない。

　ラズベリーを咀嚼して、甘酸っぱい味を舌で転がしながら、うーんと首を捻る。

「杏ちゃん以外に私の現状を教えた人はいないし、そもそも大清からは接触できないと思うよ？　そこは心配しなくても大丈夫じゃないかなあ……」

「甘い、甘いわよ！　このシフォンケーキより甘いわ！」

　杏はゴクゴクとブラックコーヒーを喉に流す。

　甘党のみずほには、ケーキはこれでも甘さ控え目だと思うが、辛党の杏には甘すぎたようだ。

「羽内くんは悔しいけど優秀な営業マンだし、コミュニケーション能力はずば抜けているわ。本気になれば欲しい情報なんて、ストーカーよろしくどっからでも入手してくるわよ」

「こ、婚約破棄した相手に、そこまでする……？」

「手放してから惜しくなるなんて、よくある話でしょ？　羽内くんが目の前に現れるようなことがあれば、逃げきって必ず私に連絡しなさい。ああいうプライドの高い男はね、追い詰められるとなにするかわかったものじゃないの！」

　やっぱりみずほには大袈裟に感じたが、杏の表情はいたって真剣だ。余計な反論はせず、みずほも「わ、わかったよ」と頷いておく。

　羽内のことを考えると、無性にフウとライ、それに水明に会いたくなった。

（……今頃どうしているかな）

　もう一度スマホを確認するも、とうとうレストランを出ても、水明からの連絡はないままだった。




「じゃあね、みずほ。また暇ができたら遊びましょ！」

「うん、また連絡するよ！　気をつけて帰ってね、杏ちゃん」

　食事後、それぞれ好きなケーキをテイクアウトして、レストランを出てバス停で雑談をしていたふたりだったが、程なくして杏の乗るバスが先に到着した。

　名残惜しさを感じつつ、みずほは杏を見送る。

　時刻は午後四時過ぎ。夏のこの時間はまだまだ明るい。

　屋根付きのバス停で日差しを避けながら、みずほは左手にケーキの箱が入った紙袋を提げ、右手でスマホを持ってネットニュースを流し見する。

（……謎の体調不良者続出？　これ、隣町だ）

　目についた記事には、隣町のとある住宅街で、次々と頭痛や吐き気などの体調不良を訴える者が相次いだ、とあった。

　一時的なもので全員すぐ治ったそうだが、原因は今のところ不明。暑さによる集団での熱中症ではないかと、専門家の見解は一応あるようだが……みずほはなんとなく、この不可解な事件が引っかかった。

（またチェックするのに、この記事はブックマークしておこう。うわっ、こっちは全国的に、夏休みシーズンは児童の犯罪被害に注意って……物騒な記事しかないなあ）

　後者は実際に事件があったわけではなく、そういう犯罪が起きやすい時期ゆえの注意喚起だが、過分に不安が煽られてしまう。

（子供たちは大丈夫だよね……？　水明がついているから、滅多なことはないと思うけど……）

　写真が送られて来ないのは、なにかよくないトラブルが発生したのではないかと、悪い推測が働く。

　タイミングを逃して結局送れていなかったメッセージを、みずほは『そっちはどう？』と一言だけ送信した。

　返信が来るまで、癒しを求めて〝水族館でアザラシの赤ちゃん誕生〟やら〝夏バテ解消簡単メニューを紹介！〟やら、明るい記事を選んで見ていたら、ようやくスマホが震える。

「来た！」

　急いで水明からのメッセージを開く。

『写真を送れなくてすまなかったな。気をつけて帰ってこい。家でみんなそろって待っているぞ』

　水明らしい簡素な文面だったが、とりあえず無事に彼らは家に帰っていることに、みずほは安堵する。

（はあ、よかった……。それにしても私ってば、結局家庭から離れてみても、水明や子供たちのことばっかり考えているな）

　その事実にひとり笑いつつ、返信画面に『もうバスに乗って帰るよ』とポチポチ打っていたら、いつの間にかそのバスが真ん前に停まっていた。

　慌てて打った文章を送信して、開いたドアに飛び込む。

　しばらく立ったまま揺られて、もたつきながら運賃を払って降りる頃には、空はすっかり茜あかね色いろに変わっていた。

「ちょっと傾いちゃったかな……」

　ケーキの安否を気遣いつつ、ご近所の家々の間を抜ける。

　前方の右側には、いつも高井戸親子や子供たちと遊んでいる、なじみの公園も見えてきた。この時間帯にもなると園内には誰もおらず、ジャングルジムが静かに夕陽を受けて佇んでいる。

（明日は由美さんたちに会えるかな）

　高井戸親子に渡そうと、ケーキ以外にも焼き菓子をいくつか買った。これを渡して、プールの感想も由美から聞きたいものだ。

　みずほは明日のことに思考を巡らせながら、のんびりとした足取りで公園の前を通り過ぎようとした……そのときだ。

「――みずほ！」

　後ろから呼ばれて振り向き、みずほは息をのむ。

「大清……」

「よかった、会えて……久しぶりだな、みずほ」

　道の真ん中に立っていたのは、まさに杏と話題にしていた羽内だった。

　みずほと付き合っていたときと変わらず、チェックのシャツを羽織ったカジュアルな服装に、ライトブラウンの髪はふんわりとセットされ、爽やかな顔立ちには人好きのする笑顔を乗っけている。

　だが万人が好ましく感じるその笑顔が、今のみずほにはそこはかとなく恐ろしい。

「な、なんで大清がこんなところに……本当に私を捜してきたの？」

「花房から聞いたのか？　花房と仲いいもんな、みずほ。それならこれも知っているかもしれないけど……俺、鈴すず鹿かとは別れたんだ」

　鈴鹿は山辺の下の名前だ。

　ほんの僅わずかに眉を下げて、羽内は頬を掻く。

「彼女のことは気の迷いというか……俺も騙されていたんだよ。やっぱり俺にはみずほしかいないってわかったんだ。婚約を破棄した件はごめん。もう一度やり直そう、俺たち」

　なんという、あっさりとした謝罪だろうか。

　みずほは彼に婚約破棄されて、会社を辞めるほどズタボロに打ちのめされたというのに、こんな軽く復縁を持ちかけられるものなのかと、呆気に取られてしまう。

（悪びれた様子すらないし……信じられない）

　だが確かに……以前までのみずほだったら、この程度の謝罪で許していただろう。『みずほしかいない』なんて甘かん言げんに、きっとたやすく絆されていた。

（……でも、今の私は違う。私には子供たちも、水明だっていてくれる。変わるならきっと今だ）

　もうみずほは、羽内に遠慮しながら〝付き合ってもらっていた〟自分ではない。

　キッと、心を精一杯奮い立たせて、羽内を睨み付ける。

「わ、私は大清と……羽内くんとは、もう付き合わない！　羽内くんとやり直すなんてあり得ないから！」

「は……なんでだよ。まだ怒っているのか？　謝っただろう、ごめんって」

（怒っている？　そうだ、私は怒っているんだ）

　そして嫌悪している。どこまでも無意識に、みずほを見下している目の前の男に。

「……私はもう、羽内くんにとって都合のいい相手にはならないよ」

「都合がいいなんて、そんなこと……」

「ううん。羽内くんはただ、自分を立ててくれる私が欲しいだけなんだよ。そんなのでまた婚約しても、たとえ結婚までいったってうまくいきっこない。それに私には今、別に大切にしたい人たちがいるから……」

　そっとみずほは、指で水明からもらったブレスレットに触れる。

　水明は俺様で天然でちょっとズレた神様だが、みずほを見下すようなことはしない。むしろずっと肯定して、尊重してくれていた。

　みずほが必要だと……そう伝えてくれた。

（かりそめでも、偽りの関係でも、なんでもいい。私は水明のお嫁さんで、あの子たちの母親だ）

　それならば、彼らに恥じない自分でいたかった。

「もう一度言うよ、私は羽内くんとの関係を終わりにする。指輪も送って返す。だから二度と、私に関わらないで……！」

「っ！　調子に乗るなよ！」

　カッとなったらしい羽内は、笑顔を消してみずほの腕を思いきり掴んだ。

「きゃっ！」

　手首に鈍い痛みが走る。みずほの手から紙袋が滑って、地面にぐしゃりと嫌な音を立てて落下した。

　羽内はかまわず激昂する。

「大切にしたい人たちってなんだよ!?　お前なんてなにしてもだめな女、俺以外に誰も相手にするわけないだろ！」

「っ！」

　羽内もそこまで言うつもりはなかったのだろう、暴言を吐いたあとでしまったという顔をしている。

　だけどそれは紛れもなく彼の本音であり、みずほの胸は鋭利な刃物を突き立てられたように抉えぐれた。

（な、泣くな、泣くな、泣くな！）

　羽内の前で涙など見せたくなくて、みずほは唇をキツく噛み締める。

　そこで――ブワッと、激しい風が吹き荒れた。

「うわっ！」

　その突風は、的確に羽内だけを集中して襲いかかった。うろたえた羽内の手が、みずほからパッと離される。

（今の風って……！）

　背後からパタパタと、ふたつの小さな足音がする。

　現れた風子と雷太は、まるでみずほを守るように、両手を広げて羽内の前に立ち塞がった。

「まぁま、いじめりゅ、めっ」

「まま、なかちゅな！」

　風子の灰色の髪は、纏う風で荒々しく舞いあがっている。雷太もビリビリと帯電して、全身で羽内を威い嚇かくしていた。

「な、なんだよ、この子たち……」

　風によって髪のセットがぐちゃぐちゃになった羽内は、わけがわからず唖あ然ぜんとしている。

　ただみずほからしても、急にどうして雷太と風子が現れたのかは謎だった。「まさかふたりだけで来たんじゃないよね……!?」と焦ったところで、後ろからぐいっと肩を抱かれる。

「笑っていろと言ったのに、泣きそうな顔をしているな」

「す、水明っ!?　よかった、いたんだね！」

「俺の嫁に泣き顔は似合わない……先程のあの男への、毅然とした態度は悪くなかったがな」

　上から覗き込むようにきれいな顔を近付けられ、気障な台詞と共に、指先で頬を優しく擽られる。あやすようなその指に、みずほの張りつめていた気が緩んだ。

　我慢していた涙が、ぽろっと一粒零れ落ちる。

　水明はその涙さえも、やんわりと拭ってくれる。

「子供たちが貴様を迎えに行くと言って聞かなくてな。ブレスレットが反応したから来てみれば、見知らぬ男と言い争っていたから、できれば割って入りたいところを耐えて様子を見ていた。だが男が不ふ埒らちな行動に出たことで、俺も子供たちも我慢の限界がきたというわけだ」

「我慢の限界って……」

「……おい、そこの小僧」

　水明は冷ややかな目で、羽内を見据える。

　その態度は水面みなものように静かなのに、水明からはすさまじい威圧感が放たれており、羽内はその整った顔を硬くした。

　外見の年齢では、羽内と水明は同い年くらいだが、神としての水明からすれば、間違いなく羽内は〝小僧〟だろう。

「俺の嫁への暴言は撤回しろ。だめな女などではない。子供たちに心から慕われ、苦難があろうと務めを果たそうと努力する、立派な女性だ。貴様が貶していい人間じゃない」

「まぁま、しゅき。なかす、あやまりゅっ」

「ライもだいしゅき！　あやまりぇー！　あやまりぇー！」

「水明……フウ、ライ……」

　彼らは当人であるみずほ以上に、みずほが貶おとしめられたことに怒り、羽内から守ろうとしてくれている。

　そう実感して、みずほの涙はまたとめどなく溢れていく。

　それは悲しいからではない、温かな想いを溶かした涙だ。

「お、おかしいだろ、こんな……！　嫁って、子供ってなんだよっ!?　ちゃんと説明しろよ、みずほ！」

　羽内はしばらく蛇に睨まれた蛙かえると化していたが、我に返ってみずほに詰め寄ろうとした。

　しかし、雷太が「まま、さわりゅ、だめぇー！」と溜めていた電気を解放し、羽内はバチッと痛んだ指を驚いて引っ込める。

「な、なんだよ、今の……さっきの風といい、どうなってんだ!?」

「……面倒だな。余計なことは全部忘れろ」

　水明は吐息と共に水泡をひとつ生みだし、羽内の目と鼻の先でパチンッと弾けさせた。

　途端、羽内は昏こん倒とうし、その体は前のめりに崩れる。

「わっ、わわわっ！」

　みずほはとっさに正面から受け止めるも、大の男を支えられるはずがなく、ズルズルと一緒に後ろへと倒れそうになる。

「おい……俺の前で他の男と抱きあうとは、いい度胸だな」

　だがみずほが倒れる前に、仏ぶっ頂ちょう面づらの水明がひょいっと羽内を肩に担いだ。体格は羽内の方がわずかにいいくらいなのに、細身の見た目からは信じられない力だ。

「す、水明……羽内くんになにしたの……？」

「ここ数十分の記憶を消しただけだ。人間界で活動する際、今のように神の力を人間に見られて、面倒事になるときは少なからずある。そうなった場合に、多少の記憶操作はできるんだ」

「ええっ!?　じゃあ今までも、あのときとかそのときとか、使えそうな場面あったんじゃ……？」

「最終手段ゆえに、不特定多数においそれと使える力でもない。貴様はこの力、初見ではないはずだが……」

　水明は途中で言葉を切り、さっさと公園の方に足を向ける。子供たちも水明に続き、地面とお友達になったケーキの紙袋は、風子が拾ってくれていた。

「な、なに？　なんて言おうとしたの？」

「……聞き流せ。ひとまずこの小僧は、公園のベンチにでも寝かせておくぞ。一分も経たずに目を覚まし、起きたら貴様と会ったあたりから、記憶はおぼろげになっているはずだ」

　それならば、急いで羽内を置いて去らなくてはいけない。

　公園のベンチに羽内を横たえると、雷太は羽内の頬をツンツンとつついて遊びだしたが、みずほは慌てて雷太を抱きあげて撤退した。

　ただ、去り際に……みずほは眠る羽内に、「今までありがとう」とだけ告げておいた。

　礼など必要なかったかもしれないが、彼といて幸福だった時間も、きっと確かに過去には存在していたはずだ。だからちゃんと、自分の中でケジメをつけておきたかった。

（さようなら、羽内くん）

　腫はれた目元と引き換えに、ようやく婚約破棄のことを吹っ切れた気がした。

「……さて、片付いたところで我が家に帰るか。急がねば由美殿たちを待たせているからな」

「由美殿って、かしこまった感じだね。なんで由美さんたちがうちに……？」

「貴様のママ友なら敬称は必要だろう。あとは帰ってからのお楽しみだが……その前に手首を出せ、みずほ」

「へっ？」

　シレッと水明の口から出た〝みずほ〟という名は、当のみずほの記憶が正しければ、呼ばれるのは今が初めてだ。

　一拍遅れて、みずほは動揺する。

「な、なんで、急に名前……っ！」

「あの小僧が呼んでいたのに、夫である俺が呼ばないのは負けた気になるだろう。今後は積極的に呼ぶことにした」

「負けた気って……」

　まるでそんなの、水明が羽内に嫉妬しているみたいだ。

（そ、そんなわけ、ないよね……？）

　自問自答するみずほの手首を、痺れを切らして勝手に取った水明は、眉間に深い皺を刻んで「……赤くなっているな」と零す。羽内に強く掴まれたそこには、薄い痣あざができていた。

　スリッと、水明の長い指先で痣の周りをなぞられ、みずほの肌が泡立つ。

「す、水明、大丈夫だから離して……！」

「帰ったら必ず手当はするぞ。まったく、俺の嫁に傷をつけるとはな。もう少し報復してやるべきだったか……本当に痛くないんだな？　みずほ」

「い、痛くない、痛くないから！」

　渋々といった顔で、水明は手首を解放してくれる。

　彼が呼ぶ自分の名前が、どうにも特別な響きを帯びていて、みずほは先程から胸が高鳴ってしまって仕方ない。

（ああ、どうしよう。これってもしかして……私は水明のことを……）

　その事実に気付きかけたとき、子供たちが左右からむぎゅっ！　とくっついてきた。

「まぁま、ライ、おまもり、しゅる！」

「おま、もり」

　そう胸を張る雷太と風子は、まるでチビッ子騎士ナイトだ。そんな子供たちに意識を取られ、みずほは「ふたりとも頼もしいね」と小さくはにかんだ。

　……〝その事実〟には、まだ静かに目を伏せて。

（それにしても、帰ったらなにがあるんだろう……？）

　夕暮れの道を家族四人で歩きながら、水明に問うもやっぱり教えてくれない。子供たちも「おたのちみー」「まま、おたのちみ！」と笑っていて、みずほひとりがちんぷんかんぷんだった。




「みずほさんったら、どうしたのその顔!?　そんなに腫れて、早く目元を冷やさないと……！」

「みずほおばさん、シツレンでもしたの？　ドラマのジョユウが、シツレンで泣いておばさんみたいな顔していたわ」

「こら、美音！　〝みずほおばさん〟じゃなくて、〝みずほさん〟でしょ！　それにみずほさんには水明さんがいるんだから、失恋なんてあるわけないわ！　まあっ、手首まで赤くなっているじゃない！」

　慣れ親しんだ玄関を抜けると、本当に高井戸親子がいて、テンション高く出迎えられた。母子のコントのようなやり取りに、みずほは気圧される。

「こっ、この目元は、ゴミが入っただけで……手首の痣もたいしたことないので！　それに〝みずほおばさん〟でいいよ、美音ちゃん」

　美音くらいの年頃からしたら、母親以外の大人の女性は、みんな引っくるめて〝おばさん〟だろう。

「それより、どうしておふたかたが……？」

「フウちゃんとライくんの気持ちに応えて、かしら？　こっちに来てもらえばわかると思うわ」

　由美に促されるまま、みずほは部屋に足を踏み入れる。

　そしてダイニングテーブルに広がるものを前に、目を丸くした。

「すごい……！　これって、手巻き寿司ですか？」

　木製の寿司桶にはこんもり寿司飯が盛られ、パリパリの海苔もそばに積まれている。具材は、お刺身にせん切りのキュウリ、もやしのナムル、ツナマヨ、厚めの玉子焼き、カニカマ、唐揚げ、納豆、チーズ……と彩り豊かだ。

　手作りらしい茶碗蒸しの器も置かれ、隅っこにはデザートだろう、ボウルいっぱいのカラフルなフルーツポンチの姿もある。

　その光景は、ちょっとしたパーティーだ。

「……これらは由美殿が主導して、俺や子供たちも手伝って用意したんだ。寿司桶は高井戸家のものだな。そもそものきっかけは、フウとライだが」

「子供たちがって、どういうこと？」

　水明の補足に首を傾げつつ、先程までチビッ子騎士に徹していたふたりを見れば、そろって目をキラキラさせている。みずほの反応を期待して待っているようだ。

「プールに着いたはいいが、施設に入る前にライが『やっぱりママも一緒じゃなきゃヤダ！』と騒ぎだしてな。するとフウもぐずり、貴様が友との電話で元気がなかったことをまだ気にかけていて、『ママを元気にしたい』と訴えてきた。それでプールは急遽、取りやめになったんだ」

　だから子供たちの水着姿の写真が、一枚も送られて来なかったのかと、今さらみずほは納得する。

　まさか水着に着替えてもいないとは。

「でも……あんなにプールを楽しみにしていたのに……」

「母の存在の有無の方が、子供たちには重要だったんだ。そこで由美殿たちに謝罪したわけだが、由美殿は貴様へのサプライズを提案してくれた」

　みずほが由美の方に視線をやると、彼女は美音の両肩に手を置きながら、にっこりと笑顔を浮かべる。

「美音とうちの旦那が、私の誕生日に手巻き寿司パーティーをこっそり準備してくれたことがあってね。嬉しかったし、みんなでワイワイしながら食べられるから、みずほさんも元気になるんじゃないかしらって思ったの。茶碗蒸しやフルーツポンチもみんなで作ったのよ」

「スシメシはフウちゃんがうちわであおいだし、ちゃわんむしはライくんがたまごをまぜたし、フルーツポンチはみおんがフルーツのカンヅメをあけたのよ！」

　えっへんと腰に手を当てる美音。風子と雷太も「フウ、がんばっちゃ」「ライ、まぜまぜしちゃー！」と、美音に倣う。

　これら全てが、みずほのために用意されたものだと知ると、みずほは鼻の奥がツンとしてきた。一度崩壊した涙腺はまだまだ緩んだままで、いとも簡単にまたしても崩壊してしまう。

　グズグズと涙声でお礼を述べれば、「今日は泣きすぎだぞ、みずほ」と、水明が呆れた顔をする。

「体の水分がなくなるから、そろそろ泣きやんでおけ」

「う、うん……」

　水明なりに慰めようとしてか、彼はポンポンとみずほの頭を撫でた。普段のみずほなら照れたり抵抗したりするところだが、おとなしく水明のなすがままにされた。

　己に触れる水明の手が、ひどく心地よかったからだ。

「ぱぱ、まま、なかよちっ！　ライも！」

「フウも……」

　子供たちもみずほに突進してきて、ぎゅうぎゅうとおしくらまんじゅう状態になる。真夏には暑いくらいだ。

　そんな夫婦と家族の様子を、由美は「あらあら」と微笑ましく見守り、美音が「みずほおばさんはナキムシなのね」と小生意気なことを言う。

　みんなで食べた手巻き寿司は、みずほにとっては涙で少ししょっぱく、それでも間違いなく、人生で一番おいしかった。




【みずほの育神日誌】

　今日は一生分泣いたけど、杏や由美さんたち、水明や子供たちのおかげで最高の日になったよ！

　手巻き寿司はもちろん、茶碗蒸しもフルーツポンチもおいしくて、いっぱいお代わりしちゃった。

　私の買ってきたケーキは、焼き菓子以外はぐちゃぐちゃに混ざっていたけど……みんなで端っこから、フォークでちょっとずつ食べていくのも楽しかったなあ。チョコとクリームがマーブルになっていたね。

　プールには今度こそ、私も参加するよ。由美さんは家でビニールプールを膨らませたらどうかって提案してくれたけど、大きいプール、子供たちはきっと遊びたいだろうし。

　私はまだ水には入れないけど、近くにいるくらいなら大丈夫かなって。羽内くんとのことでケジメがついたから、そっちも勇気が出てきたんだ。

　……羽内くんから守ってくれた子供たち、思い返せば成長したなあってまた泣きそう。怒ってくれた水明も、ちょっと怖かったけど、その、とってもとってもカッコよかった。

　私の名前もいっぱい呼んでくれるようになって……彼に〝みずほ〟って呼ばれるたび、胸がきゅうって苦しくなる。でも温かくもなるの。

　だけど水明のその優しさは、〝母親役〟としての私に与えられるもので、甘い言動だってただの育児書の影響なんだよね……？

　子育てが終わったら、水明との関係も終わり……それなのにこの感情って、やっぱり私は水明のことが……あっ！　だめ！　ペンのインクが切れちゃう！　書きすぎた！

　きょ、今日の日誌はここまでで！
















最終話　お家に帰ろう







「まぁま、かわ、むいちゃ」

「もう玉ねぎの皮が剥けたの？　さすがフウ、きれいにできているね！」

「おいも、あらっちゃ！」

「ライも！　ジャガイモの水洗いありがとう」

　夕食前のキッチンには、みずほだけでなくエプロンをつけた子供たちが、踏み台に乗って玉ねぎやジャガイモを手にしていた。

　今夜のメインメニューは、具沢山のクリームシチューだ。その野菜の下ごしらえの最中である。

　みずほが恥も外聞もなく大号泣した日から、もう一週間になる。手巻き寿司の準備で料理に目覚めたらしい子供たちは、やりたがりを発揮して、今はこうして頻繋にみずほと並んでお手伝いに励んでいた。

「じゃあ次は、サラダ用のレタスをふたりでちぎってもらおうかな？」

「わか、っちゃ」

「りゃじゃー！」

　雷太の『ラジャー』は、デンゲキンジャーが怪人を倒す指令を組織から受ける際、敬礼つきでそう返事をするためうつったようだ。

　レタスと真剣に向かいあう子供たちの横で、みずほもトントンと包丁で玉ねぎを切っていく。

（なんか……平和だなあ）

　羽内との一件からは、トラブルらしいトラブルも起きていない。

　ただ一度だけ杏が電話をくれて、羽内のその後を聞いた。彼は次のようなことを、どこか憑つき物が落ちたような顔で語っていたらしい。

『みずほに会ったはずなんだけど、気付けば公園で寝ていてさ。記憶がおぼろげで……でも最後にみずほの奴、「今までありがとう」って笑っていた気がするんだ。それで俺、アイツのことひどい傷つけかたしたんだなって、唐突にわかって……それなのにそう言えるのはすげぇなって……。バカみたいに今さらだし、謝って済むことじゃないけどさ。「本当にごめん」って、もうみずほの前に顔は出せないから、花房から伝えておいてほしい』

　羽内の心境の変化に、杏は「滝にでも打たれてきたのかしら」とコメントしていて、みずほはつい噴きだしてしまった。

（やっぱり婚約指輪は、送って返そう）

　それで羽内とは、本当に終わりだ。

「まぁま、れちゃす、びりびりしちゃ」

「みっちょん、こんぷりぃーちょ！」

「わっ！　早いね！」

　みずほが束の間意識を飛ばしているうちに、作業を終えた子供たちが、バラバラになったレタスを自慢気に見せてきた。

「……うん、いい感じ！　『ミッションコンプリート』もデンゲキンジャーの影響？　ライは将来、英語ペラペラになるかもね。国際派の雷神様とか絶対にカッコいいよ！」

「ライ、かちょ、い？」

「カッコいい、カッコいい！」

　そんな親バカ全開な会話も挟みつつ、料理の準備は着々と進んでいった。

　程なくして、テーブルにはホカホカと湯気を立てるシチューと、プチトマトを添えたレタスサラダ、お昼の余りである白身魚のフライが並ぶ。子供たちはきちんと「いただきましゅっ！」とあいさつしてから、元気よく食べ始めた。

　みずほもうまくいったシチューの味に満足しつつ、ご飯の合間にテレビをつける。

『昨さく日じつの夕方頃、原因不明の体調不良者が……』

　流れたのは地方のニュース番組で、若い女性キャスターが隣町での出来事を、深刻な顔で淡々と語っていた。

「あれ？　これって……」

　一週間前、みずほがネットニュースで気になって、ブックマークしておいた事件と内容が共通している。前回は住宅街で起きていたが、今回は河川敷でランニングをしていた大人の草野球チームが、なんの前触れもなく唐突に、全員同じ症状の体調不良に襲われたらしい。

（なんだろう……また隣町でこんな……）

　もう少しよく聞きたくて、テレビの音量をあげる。そこでガチャッと、ドアが開く音が聞こえた。

「ぱぱ！」

「かえっちぇ、きた」

　いつもより遅い水明のお帰りに、子供たちは玄関に嬉々として出迎えに行く。

　そうこうしているうちに、ニュースは別の話題へと変わっていた。みずほも諦めていったんテレビを消し、子供たちに続く。

「おかえり、水明。遅かったね……って、わあっ！」

　気怠げに靴を脱いだ水明は、いきなり正面からみずほを抱き締めてきた。

　腕の中に固くみずほを閉じ込めながら、「はあ……落ち着くな……」などと呟いているが、みずほはあわあわと焦る。

（ど、どうしよう、心臓の音が聞こえちゃう……！）

　ただでさえ最近は、目覚めかけた水明への感情に戸惑いながらも、なんとかかりそめ夫婦に徹しているのだ。

　意識しすぎないよう、気をつけているというのに……こんなことをされては、意識するなと言う方が難しい。首筋に触れる銀糸の髪や、耳のすぐそばで聞こえる吐息に、みずほの鼓動は速まる一方だった。

　しかし、子供たちの「ぱぱ、おちゅかれ？」「ぐったり？」と問う声に、慌てて水明の顔色を窺う。確かにその麗容には、色濃い疲労が滲んでいた。

「もしかして、仕事でなにかあった……？」

「……ああ、少々厄介なことがな。悪いが、しばらくこうしていていいか？」

「う、うん……」

　掠れた声で懇願されたら、みずほとて突っぱねられない。労わるように、水明の背をおずおずとさすってやる。

　すると、ぎゅうううっと抱き締める腕に力が籠り、まるで甘えているようなその様子に、みずほはついキュンときてしまう。

（なんか、大きな猫みたい……）

　それもとびっきり毛並みのいい、血統書付きの美猫だ。

　水明の気が済むまでそうしていたが、子供たちが暇を持て余す前に、ようやく離れてリビングへと移る。

　水明が「久しぶりに一杯やって回復したい……」と言うので、みずほは希望どおり一番いい日本酒を用意した。

　疲労が溜まった水明に出すべきものは、ビールやワインではなく日本酒オンリーだ。

　日本酒は主に米と水で造られ、そもそもおいしい米作りには質のよい水が必要なため、日本酒の全てには水が関わっていると言える。水の神様である水明にとって、よい日本酒は比喩でもなんでもなく、神の力にも作用する回復薬なのだ。

「ぱぁぱ、おちゅかれ……かた、とんとん、すりゅ？」

「ライも、もみもみ！」

「ああ、お願いしようか。強めに頼む」

　ソファに沈む水明の肩を、キッチンから踏み台を持ってきた子供たちが、後ろから左右それぞれ担当して叩いたり揉もんだりする。ライにいたっては、微弱な電気を流す電気治療だ。

　みずほも用意した日本酒の徳利とっくりとお猪口ちょこをテーブルに置き、おつまみのカシューナッツも皿に入れて出した。

　家族による、お疲れのパパをリラックスさせる布陣は完璧だ。

　ザルな水明がお猪口を何度か傾けたところで、彼は「はあ……生き返った」と息を吐く。

「ライもフウも、もういいぞ。楽になった、ありがとう」

「ぱぁぱ、げんき？　もう、あちょんでい？」

「フウちゃ、あそぼー！　おみちぇごっこ、すりゅ！」

　台からピョンッと飛び降りた子供たちは、カーペットに転がる玩具の方に向かっていった。

　雄太郎が先日新しく贈ってくれた子供用レジスターは、リアリティにこだわった今時の玩具だ。偽物の硬貨やお金だけでなく、偽物のクレジットカードでカード決済もできてしまう。

　それでお店屋さんごっこをするのが子供たちのブームで、雷太が「いらっちゃいましぇー！」と店員役をして、風子が「くーぽんは、ちゅかえましゅか？」とお客さん役をしている。風子の台詞は、スーパーでのみずほのまねだろう。

　その光景にみずほは苦笑しつつ、水明の隣に腰かける。

「水明がここまで参っているなんて珍しいね。お仕事関係なら、神様の世界で一大事があったとか……？」

「ああ……実はな、とある〝堕おち神〟の封印が破れたんだ」

〝堕ち神〟とは名のとおり、闇堕ちした神様のこと。

　神としての務めを忘れ、人間に害を及ぼすようになった神を、総称してそう呼ぶのだという。

「其奴はもともと、俺が任に就く前、この辺りの地域を治める水神であった。務めにも真摯に取り組んでいたが、ある日を境に人間を襲うようになり、堕ち神となってしまったそうだ。そこで当時、其奴に仕えていた人物……雄太郎の祖先にあたる者が責任を負い、現役の風神・雷神の手も借りて、其奴を山奥に封印したんだ。今から百年程昔の話だな」

「百年前にそんなことが……でもなんで急に、真面目だった神様が闇堕ちしちゃったんだろう？」

「さあな、そこまでは俺も知らん。雄太郎の持つ先祖の手記にも載っていなかった。現役の風神・雷神に聞けばわかるかもしれんが……堕ち神になった理由など、欠片も興味はない」

　水明は素っ気なく言い放ち、お猪口を唇に当てて、白い喉元を上下にコクリと動かした。その仕草がどうにも艶っぽくて、みずほはドキリとする。

「その封印した山が、現在の隣町にある、みずおち山だな」

「えっ、と、隣町？」

　まさかここでも出てくるとは……一連のニュースと繋がりがあるのではないかと、みずほは勘繰る。水明にニュースの話をすれば、「ああ、関係は大アリだぞ」とあっさり肯定された。

「解き放たれた堕ち神の悪い気が、元水神ゆえに、水を伝って人間に悪影響を与えているんだ。体調不良者が出た住宅街は、近くに川がある。草野球チームの方も河川敷だっただろう」

「なるほど。ふたつとも水辺なんだ」

「腹立たしい……愚か者どもが祠さえ壊さなければ……」

　憎々しげに美貌を歪めた水明に、みずほは「祠？」と首を傾げた。

　どうやら堕ち神を封じた場所には、その荒れる堕ち神を鎮める意図で、小さな祠を建ててあったらしい。

「それを山に遊びで立ち入った若者たちが、面白半分に踏みつけて壊し、そのまま放置したんだ」

「ひ、ひどい……！」

　どこにでも心ない輩はいるものだ。

　ついでにその大学生らしい若者たちも、まだニュースにはなっていないものの、水明の情報網によると水辺で体調不良を起こしたらしい。

　彼らの場合は因果応報だと、みずほも憤る。それで無関係の人も被害に遭っているのだから、気分的には説教でもしてやりたかった。

「雄太郎が山奥に入って、定期的に祠の手入れを行っていたんだがな……。雄太郎は本当によく働く。俺の長年放置されていた古い祠まで、最近になって改築してくれたしな」

「ん……？　水明には神社もあるのに、祠もあるの？」

「……うたかた神社の水神の任に就くまで、俺は小さな祠に祀られただけの、力の弱い神だったんだ。その祠は今も、とある学校のそばにある。そちらも不慮の事故で一度壊されかけたが、不器用ながら手直ししてくれた物好きがいてな」

「へえ……直してくれた物好きさんは、水明の恩人だね」

「まあ、そうなるか」

　頷く水明は、ずいぶんと穏やかな表情をしている。

　瞳にも深い慈愛が宿っており、自分に向けられたわけではないのに、みずほはやたら胸が騒がしくなった。

（水明にとってその祠は、生まれ育った故郷みたいなものかな……それは確かに大切だよね）

　壊れたままにならなくてよかったと、みずほは改めて思う。

（でも、学校のそばにある祠か……）

　脳の端でなにか閃ひらめきかけるが、特に追求はしなかった。それよりも今は、水明の話を聞くことに集中する。

「……堕ち神も復活したばかりで、そこまで力が強くないのが救いだな。被害者とて、体調不良は一時的なものだ。だが今後、堕ち神が力を取り戻せば、被害は深刻になっていく」

「その前に、水明が捕まえるってことだよね……？」

「ああ、そうして再び封印する。俺はまた同時に、堕ち神のバラまいた悪い気を浄化して回らなくてはならない。かなり重要な任務だ。しばらくは多忙だろうな」

「む、昔のときみたいに、現役の風神・雷神さんたちには頼れないの？」

　みずほはまだ会ったことはないが、水明の話を聞くに気のいい神様たちだ。こんな緊急事態なら、いくらでも手を貸してくれるのではと期待する。

（彼らは初孫みたいにフウとライを可愛がっているらしいし、子供たちがおねだりすれば確実な気も……）

　しかしながら、水明は「それは避けたいな」とＮＧを出した。

「退任を前に、厄介事を持ち込むのは本意ではない。会社で定年前の先輩を、貴様は余計に働かせられるか？」

「うっ……それもそうだね。じゃあ、えっと、私でもできそうなことがあったら、なんでも手伝わせてね？　家族だし、かりそめとはいえ、ふ、夫婦なんだから、助け合いはすべきっていうか、私が水明の力になりたいっていうか……」

　あえて〝かりそめ〟を強調しつつも、水明と〝夫婦〟の立場ではいたいという、複雑な葛藤と共にそう口にすれば、水明は急に黙り込んでしまった。彼もまた、なにか葛藤しているふうである。

「あの、水明……？」

「……ほんの少々、ワガママを言ってもいいか」

「ワガママ……？　え、ええっと、どうぞ？」

「〝かりそめ〟ではない、みずほと〝本物の夫婦〟になりたい……そう言ったら、貴様を困らせてしまうか？」

「え……」

　パチパチと瞬きを二度繰り返す間に、水色の目と視線が絡んだ。言われた意味を理解しようにも、熱い眼差しにみずほの頭は真っ白になる。

　束の間、ふたりの間に沈黙が満ちた。

　なにをするでもなく見つめあい、先にどちらかが口を開こうとしたところで――。

「まま！」

「まぁま」

　ドーンと子供たちが、みずほの膝にダイブしてきた。ハッと、みずほは正気に戻る。

「も、もう！　なに、ふたりして？」

「まぁま、てんちょー、ちて？」

「てんちょー！　てんちょー！」

　どうやら子供たちは、お店ごっこにみずほを店長役で参加させたいらしい。レジスターもリアルなら、子供たちの遊びかたもリアルだ。みずほはそそくさと、子供たちを膝からおろして立ち上がる。

（さっきの〝本物の夫婦〟の意味は……ううん、深く考えちゃだめだ。また水明が、育児書で変な知識を取り入れただけかもしれないし！）

　みずほは頭を切り替えて、雷太から店長役がつける〝店長バッジ〟を受け取る。なんでもないフリでごっこ遊びに加わった。

　その一方で、水明は「俺も多少は酔ったのか、自制が効かないな……」と独りごち、ほんのり赤く色付いた顔で、また酒を飲み干していた。




＊　＊　＊




　そんな不穏な話をしてから、五日後。

　その間は特筆すべきこともなく、今日は昼食後にみずほと子供たちは、高井戸親子の住むマンションの一室を初訪問していた。

『よかったらうちで、みんなでクッキーを作らない？　新しいオーブンを買ったからいっぱい使いたいの』

　お菓子作りも得意な由美が、そう提案したからだ。

　由美のマンションはグレーの外観のきれいな建物で、３ＬＤＫの部屋は片付いており、なによりキッチンが広かった。複数人で料理しても余裕で動けそうな空間だ。

　またこの日は、美音のお友達のゆかりちゃんと綾あや香かちゃん、綾香ちゃんの弟の浩こう太たくんも、それぞれのお母さんと来ていた。

　ゆかりママはポッチャリ体型のマイペース、綾香＆浩太ママはキツネ顔の姉御肌な人で、ふたりとも初対面のみずほを快く受け入れてくれ、子供たち同士もすぐに仲よくなった。

　ゆかりも綾香も、美音とは似た者同士な世話焼きお姉さんタイプだったため、風子を妹のように愛で倒し、わんぱくな三歳児の浩太は、雷太と波長があったのか、お互い初めての男の子友達になれたようだ。

「はい！　じゃあ、クッキーの生地を作っていきましょうか」

　由美が先生よろしく手を叩けば、みんな「はーい」と従う。

　ボウルに材料を順番に入れていき、子供たちが代わる代わる混ぜる。

　風子と雷太は家でお手伝いをするようになったからか、年上の女の子三人にも引けを取らず、意外と上手にヘラを動かしていた。

　浩太が勢い余って、ボウルごと床に落としかけたときは、誰かれとなく悲鳴が出たが……風子が風を起こして、中身をぶちまけることなく着地させていた。それはそれで、みずほが必死にごまかす羽目になったものの、生地は無事でどうにかごまかしにも成功したため、結果オーライだ。

　生地ができたらラップで包み、冷蔵庫で一時間程冷やす。

　待機中、子供たちはアニメ映画を並んで鑑賞し、ママたちは四人掛けテーブルに座って雑談に花を咲かせている。

「ねえねえ、あのニュースは見たぁ？　隣町での……怖いわよねぇ」

　みずほの隣に座るゆかりママは、間延びした話しかたで例の案件を持ちだした。堕ち神という裏側を知るみずほは、ギクリと肩を揺らしてしまう。

「見た見た！　原因がわかんないっていうのが、対策できなくて嫌よね！　すぐ治るみたいだけど、風邪なんかとは違うんでしょう？　甲斐性のないうちの旦那が倒れるならまだしも、綾香や浩太が倒れたらと思うとゾッとしちゃう！」

　まくし立てるように話す綾香＆浩太ママに、由美も「そうよね、心配よね」と同意する。

（身近な出来事だし、みんな不安がってる……水明も解決に急いではいるみたいだけど……）

　水明の帰りは最近遅く、休みも返上で堕ち神への対処に出かけていて、子供たちにもなかなか構えない日が続いている。風子も雷太も「ぱぁぱ、いない」「ぱぱ？　まちゃ、おしごと？」と寂しそうだ。

「それにこの時期は、ただでさえ子供の犯罪被害が多いって言うじゃなぁい？　ネットの記事で見たのよねぇ。不審者とか誘拐とか、怖いわぁ」

　口癖のように「怖い」を繰り返すゆかりママに、綾香＆浩太ママは「ああ、そういえば！」と両手を打つ。

　彼女はゴソゴソと、バッグを漁って丸っこいものを取り出した。

「これね、防犯ブザー！　うちの旦那、警備会社に勤めているでしょ？　試作品を大量にもらったらしいから、皆さんに分けたくて！　ひとり一個持たせておけば、ちょっとは安心でしょっ！」

　テーブルに並べられた防犯ブザーは、たまご型でピンクとブルーの二色があり、紐を引っ張ると音が鳴る仕組みのようだ。

　綾香＆浩太ママが「遠慮せずもらって！」と勧めるので、みずほも礼を言って一色ずつ受け取る。

　神の子に防犯ブザーなんて……とも考えたが、こんな危険で満ち溢れた世の中だ。散歩の際にでも持たせておけば、もしものときは助けになるかもしれない。

「さあ、そろそろ生地を出しましょうか。お楽しみの型抜きタイムよ！」

　由美も防犯ブザーを受け取ってから、壁かけ時計を見て冷蔵庫に向かう。

　由美が用意してくれたクッキーの型は多種多様で、特に女の子たちは「ゆかりはこれー！」「あっ！　あやもそれがいい！」「このネコはみおんセンヨウなの！」「フウちゃ、とらしゃん」と取り合いになっていた。

　型抜きが終われば、あとはオーブンに入れるだけだ。大量に作ったため、二回に分けて焼く。

　完成したプレーンクッキーは、中には形が崩れてアメーバにしか見えないものもあったが、サクサクで程よく甘く、味は文句のつけどころがなかった。

　各々、自分で抜いた型のクッキーを小皿に取り分けて、どんどん食べ進めていく。

「あれ？　フウは食べないの？」

　だが風子の手だけが、二、三枚程食べてから進んでいないことに、みずほは気付いた。床に置いたクッションに座り、皿を抱えている風子はボソボソと打ち明ける。

「フウの、ぱぁぱ、あげりゅ……ぱぁぱ、おちゅかれ、だかりゃ」

「水明にあげるって……フウってば……」

　健気な風子の想いに感銘を受けたのはみずほだけではない。女性陣は軒並みノックアウトされた。

「フウちゃん、えらい！　ゆかりも半分、パパにあげる！」

「あやも！」

「みおんも！」

「あらまぁ。私なんて、うちの人にあげるなんて発想、微塵もなかったわぁ」

「私もよ！　でもたまには、母娘で作ったものをあげるのもいいわね。旦那も喜ぶかもしれないわ！」

「せっかくだしラッピングもしましょうか？　パントリーにそれ用の小袋とリボンがあったと思うわ。取ってくるわね！」

　盛り上がる女性陣に対し、男の子組は我関せずで「コウくっ、くっきー、りゃいおん！」「ライくっ、うしゃぎ！」とそれぞれクッキーの形を見せ合いっこしている。こちらはこちらで楽しそうだ。

（水明……喜んでくれるかな）

　風子とみずほが作ったクッキーをまとめて袋詰めして、水色のリボンをかける。

　みずほはささやかなプレゼントをバッグにしまいながら、今も堕ち神を追っているだろう、働く夫へと想いを馳せた。




「わわっ！　雨!?」

　高井戸宅を出たときから雲行きは怪しかったが、あと数歩で家というところで、空は泣き崩れてしまった。

　ポツポツと当たる水滴を肌に感じながら、みずほは焦る。

「大変、洗濯物が……！」

　全て庭に干しっ放しだ。

　天気予報では、夜から降るとだけ聞いていたので油断した。

「まだ夕方なのに……！　急ごうか、フウ、ライ！」

「あい」

「せんちゃくものー！」

　ダッシュで滑り込むように帰宅すると、バタバタと洗濯物を取り込む。

　最後のバスタオルを回収したところで、雨は小降りから本格的な大降りに変わったため、ギリギリセーフだ。

「あー……洗い直しにならなくてよかった」

　みずほは息をつきながら、リビングのカーペットに正座して、カゴの中の洗濯物を畳んでいく。

　この雨の様子だと、夜には嵐にでもなるかもしれない。そうなれば、子供たちが生まれた日以来の悪天候だ。

　その子供たちといえばつい先程、二階の寝室へとお昼寝をしに行った。雷太は眠そうに目をこすりながら、「ぱぁぱ、きちゃら、おきりゅ……」と零していて、みずほはほんのり切なくなった。

（……本当に、早く全部解決して、もとどおりになってほしいな）

　寂しい想いをしているのは、なにも子供たちだけではない。

　みずほだって、水明とここ数日ゆっくり話せていないし、おはようやおやすみのキスもできていなかった。

（……って、あれは別になくていい！　なくていいんだけど！）

　物足りなさを覚えていたことを自覚し、みずほはひとりで顔を赤くする。いよいよ己の気持ちに目を背けるのも、限界が来てしまいそうだ。

　だけど気持ちをハッキリさせてしまうことも、現状の水明との関係が、どう動くのかわからなくて怖かった。水明が発した「本物の夫婦になりたい」という言葉の真意も、みずほはいまだ計りかねている。

（本人に聞くのが一番なんだろうけど……聞けたら苦労しないよね）

　悶々としながらも、水明のスラックスのポケットから、入れっぱなしになっていたハンカチを見つけて取り出す。くしゃくしゃに丸まっており、これは洗い直しだろう。お疲れゆえか、近頃の水明にしばしばある凡ミスだ。

　みずほは仕方なく、半乾きのハンカチをよけておいた……その瞬間だった。

　――ガシャンッ！

「な、なに!?」

　ガラスが割れるような音が鼓膜を打つ。

　それだけでなく、次いでジリリリリッと、けたたましいサイレンまでもが鳴りだした。

「こ、このサイレン……まさか防犯ブザー？　子供たちは……!?」

　高井戸宅を出る前に、風子にはピンク、雷太にはブルーの防犯ブザーを渡しておいてそのままだった。

　サイレンは鳴り続けている。

　音の出所は二階からで、みずほは洗濯物を放って階段を駆けあがった。

「フウ！　ライ！」

　寝室のドアを思いきり開ければ、そこに広がっていたのは、見るも無惨な光景であった。

　割れた窓に、飛び散るガラスの破片。なぜか部屋は水浸しで、雨が吹き込んだどころの騒ぎではない程、棚やベッドやらあちこちが濡れている。

　そして、寝ていたはずの子供たちの姿がなかった。

　真ん中に転がるブルーの防犯ブザーだけが、激しく振動を繰り返している。

「ふ、ふたりはどこっ!?　まさか誘拐……け、警察……!?」

　みずほは取り乱しかけるも、冷静に考えればここは二階だ。普通の人間がそうやすやすと、ここから窓を割って子供たちを連れ出せはしないだろう。

　おそるおそる窓から下を覗いてみたが、逃走したような形跡もなかった。

　なにより、この不可解な程水浸しの有様から、みずほはひとつの可能性に行き当たる。

（元水神の……堕ち神の仕業じゃ……!?）

　なんのために子供たちをさらったのかは不明だ。だが可能性としてはもっとも高いと判断した。

　とにかく水明に伝えようと、防犯ブザーを止めてスマホで電話をかける。

　しかし流れたのは、『おかけになった電話は現在、電波の届かない場所、または電源が入っていないためかかりません』というアナウンスだった。仕事中だから電源を落としているのかもしれない。

「……ああ、もうっ！」

　いてもたってもいられず、みずほは傘だけをさして家を飛び出す。

　目指す先は、うたかた神社だ。

（あそこに行けば、水明に会えるはず……！）

　雨で煙けむる視界にもかまわず、みずほは一心不乱に走った。




「……流さん！」

「みずほさん？　どうされましたかな？」

　神社に着いて社務所を訪ねれば、みずほの剣幕に丸い目を瞬かせながら、雄太郎が応じてくれた。

「じ、実は……子供たちがさらわれて……！　犯人は例の堕ち神かもしれないんです！」

「なんと……！」

　事の重大さに、雄太郎も顔色を変える。

「水明にまだ伝えられていなくて……彼は今どこにいますか!?」

「水明様は一時間程前、みずおち山に向かわれました。堕ち神は足取りが今のところ追えぬものの、拠点は封印されていた山だろうと当たりをつけ、ちょうど調査をしに……」

　水明は山にいたから、単純に圏外で電話に出られなかったようだ。雄太郎は皺深い手を顎あごに添え、「もしかしたら風子様と雷太様も、みずおち山に連れていかれたやもしれませんな」と言う。

「あり得ますね……その山にはどうしたら行けますか!?　電車？　バス？」

「落ち着いてくだされ、みずほ様。此度、水明様は少々〝特別な方法〟で向かいましたが、あの山の近辺へと行ける交通機関は、そう多くありませぬ。急ぎならば、車しか……」

「じゃあタクシーを呼びます！」

　みずほはタクシー会社に電話をするも、この突然の雨でお客からの配車要請が集中しており、空車が出るにはお時間をいただく……との無慈悲な返答が寄越される。

　雄太郎も親族や知り合いに電話で当たってくれたが、すぐに車を回せる者はいないとのことだった。

　一分一秒ですら惜しいみずほは、頭を抱えてしまう。

（こうしている間にも、子供たちが危険な目に遭っているかもしれないのに……どうしたらいいの!?）

　ふとそこで、後ろからジャリッと、誰かが境内に敷き詰められた玉砂利を踏む音が聞こえた。

「あの……そちらのお嬢さん」

「え、私ですか？」

　声をかけられて振り返れば、白髪交じりのお団子頭に、赤地に麻の葉模様の小紋を着た、品のいい老婦人が立っていた。趣のある和傘の下から、こちらをじっと窺っている。

　うっすら覚えのあるその風貌に、みずほは記憶を辿る。老婦人はみずほと目があうと、「ああ、やっぱり！　あのときのかただわ！」と嬉しそうに破顔した。

「覚えていないかしら？　先々月あたりに、デパートで私の大事な荷物を取り返してくれたでしょう？」

「あっ……！」

　みずほはようやく合が点てんがいった。

　目の前の老婦人はいつぞや、不運にも孫へのプレゼントが置引きの被害に遭っていた。その犯人を、水明と子供たちが捕獲したのだ。

「あのあと、無事に孫へテディベアは渡せたわ。あなたがたご家族には、感謝してもし足りないくらい。今日は七五三の参拝にはどの神社がいいか、事前に下見をしていたところなの。この神社、とてもご利り益やくがあると評判だから」

　七五三は、一般的には十一月十五日に神社へと参拝するものだが、当日はかなり混みあうため、昨今は時期をずらして行く人たちも多い。また神社選びも、お宮参りをした神社から、氏神さまのいる地元の神社、老婦人のように評判を考慮した神社など、決めかたは自由だ。

　老婦人のお孫さんは、雷太と歳が近いと言っていたし、おそらく満年齢で三歳になったのだろう。

　せっかくの再会に明るい話題で、みずほも老婦人ともっと話したいところではあるが……。

「す、すみません、今は少し緊急事態で……！」

「まあ、お困り事？」

「急いで行かなきゃいけない場所があるのに、足がないというか……」

「それでしたら、私が送ってさしあげましょうか？　今日は専属の運転手さんにお願いして、車で来たのよ。近くの駐車場で待ってもらっているから、頼めばすぐに出せるわ」

　専属の運転手という言葉から、やはり老婦人は、流一族にも負けず劣らずの富裕層のようだ。

　まさかの願ってもない申し出に、みずほは「いいんですか!?」と食いつく。

「もちろんよ。あなたがたご家族に恩返しができるなら、そのくらいお安いご用だわ。緊急ならすぐに行きましょう」

　老婦人は細かい事情は聞かず、それでもみずほのために動いてくれるという。

　ここで彼女と会えたことは、奇跡のような偶然……いや、ここに彼女が来るきっかけとなった、うたかた神社の評判を作りだしたのも水明なら、そもそもの彼女との縁を繋いだのも子供たちだ。

　無理やりな解釈かもしれないが、彼らの神の力が、巡り巡って今働いている気がみずほにはした。

「みずほ様、こちらは堕ち神の祠の場所を記した、山の地図ですじゃ。山にみずほ様が踏み込んだ時点で、水明様なら気づいてはくださると思いますが……この祠を中心に調査を行っているかと」

「ありがとうございます、流さん！」

　社務所の中から、雄太郎が持ってきてくれた地図を受け取る。

　雄太郎の言うとおり、みずほが番のブレスレットをつけている限り、ある程度の範囲内にいれば、水明はみずほを見つけてくれるだろう。

　だが闇雲に山中を歩くよりも、こちらも水明を捜せる指針があった方がありがたい。

「くれぐれもお気をつけて。ご家族で戻られることを、ここで祈りながらお待ちしております」

「はい……！」

　そう雄太郎に見送られ、みずほは老婦人と神社の石段を下りていった。




「さあ、遠慮なく乗ってちょうだい」

「お、お邪魔します……」

　案内された車はスタイリッシュな黒のボディで、車に詳しくないみずほでもわかるくらいの高級車だった。

　慣れた調子で、カッチリした服装の運転手の青年がドアを開けてくれ、みずほは恐縮しつつ後部座席に乗った。

　行き先を告げると、助手席の老婦人は不思議な顔をしたものの、それでもまた事情は聞かないでくれた。

　滑らかに車は走り、街並みはどんどん自然が広がる田舎道になっていく。

　いよいよみずおち山に入るというところで、あとは歩いて水明を捜そうと、みずほは車から下ろしてもらった。

「ここまで連れてきてもらって、本当に助かりました……！」

「こんな雨の日に山なんて、危ないしお引き止めしたいところだけど……どうしても行かれるのね。無茶だけはなさらないで。また困ったことがあれば、いつでも連絡してちょうだいね」

　最後に連絡先も教えてくれ、老婦人の車は雨の中を去っていった。いつかゆっくり彼女とお茶でもしたいものだ。

　みずほは傘の柄を握り締め、「よし」と気合いを入れる。

「まずは水明と合流しなくちゃ……！」

　雄太郎からの地図を頼りに、草を掻き分けて山の中へと入っていく。

　まだ夜にはなっていないものの、辺りはだいぶ暗かった。太陽は雨雲に覆われ、鬱うっ蒼そうと茂る枝葉も光を遮断しているため、山奥に進めば進む程暗くなる。雨脚も弱まることなく、嵐の足音が忍び寄る一方だ。

　加えてここは、やたらと空気が鉛のように重い。

（これって、堕ち神の瘴しょう気きが充満しているから……？）

　みずほが倒れずに済んでいるのは、番のブレスレットの魔除け効果か。

　しかし瘴気にやられずとも、もとより山道に慣れていないみずほは、すでに足が疲れて参りだしている。

「水明、いるっ？　私の声が聞こえたら出てきて……！」

「聞こえているぞ……迎えが遅れてすまないな」

「――水明！」

　木の陰から傘もささずに現れたのは、狩衣姿の水明だ。

　雨が当たっても彼自身は濡れておらず、白銀の髪がサラリと揺れる。厳おごそかな衣装を纏い、木々を背景に立つ姿は神々しく、みずほはつい意識を奪われてしまう。

（それに、なんだろう……水明のこの格好を見るのは初めてなのに、ずっと前にも見た気が……）

　朧気な記憶の断片が、水泡のように浮かんでは消えていく。

「そもそも、なぜ貴様がここにいる？　気配を感じたときは驚いたぞ」

「そ、そうだ！　大変なの、子供たちが……！」

　今は不確かな記憶などにかまっている場合ではないと、みずほは水明に駆け寄った。

　起きた出来事を手短かに伝えれば、水明の美貌はどんどん険しくなっていく。

「……状況から、堕ち神の仕業で間違いないな。奴が子供たちをさらった目的は、復讐と力を奪うためだろう」

「ど、どういうこと？」

「堕ち神はかつて、現役の風神・雷神に封印された。それで彼らを怨うらみ、彼らの後継者たる子供たちを脅かして復讐をしようとしている。加えて解放されたばかりで力のない奴は、今晩訪れる嵐を狙って、子供たちから神の力を奪う気だ」

　嵐の中で生まれた風子と雷太は、同じ嵐の日にこそ、神の力がもっとも強まるらしい。まだ幼い彼らの力は、そのときが一番不安定で奪いやすいのだとか。

「か、神の力を奪われたら、フウとライはどうなっちゃうの……？」

「多少奪われるくらいならまだ平気だ。だが万が一、全てともなると……この世から跡形もなく消えてしまう。人間で言うところの、死に至るな」

「そ、そんな……」

　みずほは自分の顔から血の気が引いていくのを感じた。あの子たちが消えるなんて想像すらしたくない。

「嵐が来る夜までに、子供たちを救いださなくてはいけない」

「そ、その嵐を先に止められないのっ？　現役の風神・雷神さんたちが、天候も管理しているんだよね？　さすがにこんな事態なら、頼んでも……！」

「確かに我々は神として、天候も司り管理している。だが神には神のやりかたとルールがある。些さ末まつなことで、おいそれと天候を変えるわけにはいかない」

「些末なことって……！」

　みずほは衝動的に噛みつきかけるが、水明の水色の瞳を見て、すぐに牙きばを引っ込めた。

　彼の瞳の奥は、静かに怒りで燃えている。子供たちに危害を加えようとしている堕ち神に憤りながらも、自らの役目を果たそうと、冷静なフリをしているだけだ。

（けっして水明は、子供たちの命を軽んじているわけじゃない……私と同じくらい、早く助けたいんだ）

　危うくいらぬ夫婦喧嘩をするところだった。

　今は子供たちを救う方法だけを考えるべきだと、みずほは深呼吸して気を鎮める。

「……とにかく、子供たちを見つけなくちゃだね。でも水明が気配を感じ取れていないなら、堕ち神も子供たちもこの山にはいないのかな？　デパートの時みたいに、人が多いわけでもないし……」

「いや……ここは堕ち神の瘴気がはびこっていて、奴の気配自体が探りにくい。子供たちも奴のそばにいるからか、気配が紛れているのかもしれない。集中して探ってみよう」

　そう言って水明は長い睫まつ毛げを伏せた。

　雨音さえ遠退いたような、束の間の静寂が落ちる。この場で彼を取り巻く空気だけが、どこまでも清々しく澄み渡っていた。

　スッと、水明が目を開ける。

「……見つけたぞ。微弱だが、子供たちの気配が確かにここにある」

「よかった、それなら見つけられるね！」

「こちらの方からだな。なにがあるかわかららない、俺から離れるなよ」

「う、うん」

　水明はみずほの手を握り、迷いのない足取りで雑草を踏みつけて歩いていく。繋がる温度に頼もしさを感じながら、みずほも引っ張られるままについていくが、嫌な瘴気は消えることなく増していった。

　やがて一ひと際きわ太い大木にたどり着いたところで、水明が足を止める。

「この近くにいるはずなんだが……瘴気が強くて、これ以上追いきれん。ここからは自力で捜すしかないな」

「ライあたりの声とか聞こえないかな……あっ！　これって、堕ち神の祠？」

　大木のもとには、半壊した小さな祠があった。もともと苔むして老朽化しているが、踏みつけられたような跡があり、中に飾られていたらしい陶器の龍の置物も割れてしまっている。

（この置物、私が昔に直したやつに似ているかも……。もしかして水神を表しているとか……？）

　せめて土でも払おうかと、水明と繋いでいた手をほどき、置物に指を伸ばす。しかし触れる寸前で、ブワッと祠から黒い霧のようなものが放たれた。

「っ！　みずほっ！」

「きゃっ！」

　水明にぐいっと腕を掴まれ、みずほは広い背中に庇われる。

　なにがなんだかわからず、水明の背から顔を覗かせて祠を見ると、そこにはさっきまではいなかったはずの、ひとりの男性が佇んでいた。

（この人が……堕ち神？）

　水神同士だからなのか、目や髪の配色も、整った顔立ちも、堕ち神は水明によく似ていた。白い狩衣を着ているところも同じだ。

　だが外見の年齢は水明より少し上で、彼の白銀の髪は水明と違って腰まで届く程長く、褪せた緋ひ色いろの組紐で括くくられている。紐の両端には錆びた鈴がついていて、髪が靡なびくとチリンと小さな音を立てた。

「……若造の水神如きが。よもや私の邪魔をするとはな」

　濁った水色の瞳で、堕ち神はギロリと水明を睨み付ける。

「人間と家族ごっこなどしているところも、まったくもって気に食わん。私の為すことを、指をくわえて見てればいいものを。忌いま々いましい！」

「貴様こそ、仮にも神であった者が人間を害し、神の子までさらうとは恥を知れ。それに〝ごっこ〟などではない。俺とみずほは夫婦であり、真剣に子供たちと向き合っている。立派な家族だ。子供たちは返してもらうぞ」

「水明……」

　強く言いきってくれた水明に、みずほは胸が詰まった。

　そっと水明の顔を見あげれば、彼は目を逸らすことなく、凜と堕ち神を睨み返している。

「うるさい、うるさい、うるさい！　人間と神が家族などになれるものか！　全ての人間も、人間に加担する神も、私を封印した風神・雷神も、神の子も！　なにもかもが目障りだ！　私は神の子から力を奪い、手始めにこの人の世を滅茶苦茶にしてやる……！」

　水滴を弾く葉と葉の間に、堕ち神の叫びが木霊こだまする。

　声音にはただただ憎しみが込められていたが、〝家族〟という単語を口にしたときだけ、その瞳が揺らいだようにみずほには見えた。

（なにかここに、彼が堕ち神になってしまった原因が……？）

　だが深く考える前に、水明に「おい、聞け」と小声で呼ばれる。

「……俺が堕ち神の相手をしている隙に、貴様は子供たちを捜しに走れ。こちらは俺がなんとかする。貴様なら大丈夫だ、子供たちは託したぞ」

「わ、わかったよ！」

　水明からの信頼に、みずほもしっかりと頷いた。

　バッと水明が空くうを薙なぐように腕を振るうと、そこから大量の水が生みだされる。水は堕ち神との間に壁を作り、水明がそこで「行け！」と合図した。

　みずほは踵きびすを返して駆けだす。

　ここからは、自力で子供たちを見つけなくてはいけない。

「フウー！　ライー！　ママだよ、できたら返事をして！」

　ありったけの声で名前を叫びながら、愚直に山の中を歩き回る。

　山に適した格好などしていないので、剥き出しの腕は時々枝で擦こすれ、細かい切り傷が数箇所ついてしまっていた。お気に入りのシューズも泥だらけだ。

　それでもかまわず捜索を続けて、二十分程経った頃。

　うっすらと、ジリリリ……という音が聞こえた。

「防犯ブザー……！」

　音量はとても小さかったが、間違いない。

　雷太の方は家にあるが、風子がまだ持ったままだったのだ。みずほの声が届いたのか、自分たちの居所を報せるため、風子が紐を引っ張ったのだろう。

（えらい、フウ！　それにありがとう、綾香ちゃん＆浩太くんママさん！）

　必死に耳を澄ませ、音を辿る。

　やがて開けた場所に出ると、そこには真っ黒に汚れた丸い湖が広がっていた。大きさはさほどでもないが、水深はけっこうありそうだ。

　その湖の中心に、直径一メートル程の、透明な球体が浮かんでいる。

　シャボン玉のような球体の中には、わんわんと泣く風子と雷太が閉じ込められていた。

「ままー！」

「まぁま！」

　球体越しにみずほを目に留めた子供たちが、いっそう激しく泣きだす。声はくぐもっていて、防犯ブザーの音と交じってかろうじて聞き取れるくらいだ。

　雷太が放電して、風子が風を起こしても、内側から球体はビクともしない。

（堕ち神が作った牢屋……かな。外側からなら壊せるかもしれないし、まずは子供たちのところへ……！）

　しかし、そのためには湖を泳いでいかないといけない。

　――みずほがためらったのは、ほんの一瞬だった。

「今助けるからね！」

　みずほは傘を置いて靴を脱ぎ、せめてスキニーパンツの裾は折り曲げて、思いきり湖の中に飛び込んだ。

　季節は夏だが、雨で気温の下がった水は冷たい。入ってみると目算より深かった。

　暗くて底が見えず、それがまたいつかのプールに重なる。

（大丈夫……怖くない、怖くない、怖くない！）

　トラウマに呑まれる前に、己を鼓こ舞ぶして手足を動かす。

　恐怖心さえ殺してしまえば、みずほはカナヅチというわけではないので、順調に球体のそばまで泳げた。

　直感でこうした方がいい気がして、ブレスレットのついた方の腕で球体に触れる。するとパチンッと、球体は簡単に弾けてくれた。

「わっ、わわっ！」

　防犯ブザーがポチャッンと水に落ちて、その音が止まる。次いで落ちてきた雷太を、みずほは間一髪で受け止めた。さすがにふたり同時には不可能だったが、風子は自力で己に風を纏わせ、ふわふわと浮いている。

「ままー！」「まぁま！」と、みずほを繰り返し呼ぶ子供たちと再会を喜びたいところだが、ひとまず安全な陸に連れていかなくてはいけない。

「……ライはこのまま、私に捕まっていてね？」

「あい！」

「フウは岸まで風に乗っていける？　なるべく私のそばで移動してね」

「わかっ、ちゃ」

　行きよりも雷太を抱えている分、みずほは慎重に泳いで戻る。風子の様子も時折確認しつつ、バシャバシャと水を蹴った。

　周囲の木々も合わせてざわめく。

　いつの間にか、周囲はすっかり夜になっていた。

「とう、ちゃく」

　先に風子が陸に足をつけ、続いて雷太も水からあげることに成功する。あとは自分だと、みずほは地面に手をついて力を込めるが――。

「あ、あれ？」

　まったく力が入らず、ズルリと体が水中で斜めに傾いた。

　ドッと、圧倒的な疲労感が押し寄せてくる。

　どうやら子供たちを助けだしたところで、ついにみずほの体力は限界を迎えたらしい。いや、とっくに限界は超えていたのだ。四肢は重たく、もがくことすらもうできそうにない。

「ままっ！　ままっ！　つかま、りゅ！」

「フウ、まぁま、たすけ、る……！」

　雷太が手を伸ばしてくれたが、水に引き込んでしまうだけだとわかって握れるはずもない。風子も風でみずほを救出しようと試みたが、さすがに大人ひとりを浮かせる程の風は難しいようだ。

「ママのことは、気に、しない、で……あ、とは……パパに……」

　子供たちに言いきることもできず、頭のてっぺんまでが水に浸かった。いつかのようにゆっくりゆっくりと、みずほは水底へと沈んでいく。

　人生で二回も溺れるなんてと、心の中で自嘲した。

（水難の相でもあるのかな、私……。かりそめでも、水神様のお嫁さんのはずなんだけどなあ）

　ごぽっと吐きだした息は、泡になって虚しく消えた。

　しかし……水明のことを考えていたからだろうか。ブレスレットが急に淡い光を帯びる。

　途端、みずほの脳に、ぼやけた映像が流れ込んできた。

『ああ、ごめんなさい、ごめんなさい……』

　この湖のほとりで、古めかしい着物を着た、たおやかな印象の女性がしゃがんで泣いている。

（誰だろう……？）

　服装から見るに、現代の人間ではなさそうだ。

　さめざめと泣き続ける彼女は、他に目立つ特徴として、鈴のついた緋色の組紐で黒い髪を結っていた。

（あの紐、堕ち神がつけていたものじゃ……？）

　堕ち神のものは色褪せていたが、形が一致する。

　女性はひたすら謝りながら、湖に向かって己の胸の内を全て吐露していた。みずほはそれを、おぼろげな意識の中で聞いている。

『私がいなくなったら、もっと幸せに……』

　やがて女性が立ち上がり、たゆたう水に足先を沈めていく。

（だ、だめ……！）

　みずほの声なき制止など届かず、そこで映像は途切れた。

　ここまできてやっと、この映像は湖に映った過去を、ありのまま見せられているのだと気付く。

　水明がデパートの噴水で披露した能力と一緒だ。おそらくブレスレットに宿る水明の力が、なんらかの拍子に働いてしまったのだろう。

　またしても映像が流れ、次に湖のほとりに立つのは、年老いた男性と若い青年だ。彼らも服装が古く、また青年の顔には、先程の着物の女性の面影があった。彼らは女性の親族なのかもしれない。

『僕は……』

　青年が湖のそばに花束を添えながら、涙ながらに思いの丈を語る。それを聞き終えたところで、映像も終わって現実へと引き戻される。

（あ……）

　ブレスレットの光も消えれば、あとに広がるのは暗闇だ。

　右も左も、水の中ではわからない。冷たいや苦しいという感覚も、すでにみずほは失っていた。

（これは、今度こそだめかも……）

　足音もなく近付いてくる死の気配に、みずほの脳内で走馬灯のように、様々な人生の思い出が駆け巡る。失敗続きのエピソードがほとんどだが、ここ最近の思い出は、風子と雷太、水明と過ごした、苦労は絶えないが温かい時間のことばかりだ。

　その中でひとつ、強い後悔があった。

（こんなことなら私の気持ち、隠さず水明に伝えておけばよかったなあ……。私も、水明と本当の夫婦になりたいって……）

　そうして隣で寄り添って、子供たちの成長を見守りたかった。

（水明……）

　もう叶わない願いを乗せて、心の中で夫の名前を呼んだとき――ぐいっと、沈むばかりだった体が浮上した。

　何者かに引っ張りあげられているようで、みずほは驚く。

（あのときの……！）

　かつて夜のプールにも現れた白い蛇が、みずほに長い胴体を巻き付けて、再び水中から助けだそうとしてくれている。蛇はなんとも必死な様子だ。

（ううん、違う……蛇じゃなかったんだ）

　これは龍だ。きれいな白い龍。

　また龍の瞳は、透き通るような水色だった。みずほはその瞳を歪む視界に捉えて、全てを悟る。そこでプツリと一瞬意識が途切れた。

「……ゲホッ、ゴホゴホッ！」

「起きたか……っ！」

　次に目覚めたとき、みずほは湖のほとりにいた。横たわる体を水明にかかえられている。

　間近に迫る水明の顔は、初めて見るような切羽詰まった表情だ。

「水明……私、生きてる……？」

「当たり前だ……みずほが無事でよかった」

　まだ頭がはっきりしないみずほを、水明は力一杯かき抱いた。

　力が強すぎて少し苦しいけれど、水明の想いが余すことなく伝わってきて、みずほは泣きそうになる。

「まま！　おきちゃっ！　おきちゃっ！」

「……まぁま」

　左右から子供たちも突進するようにくっついてきた。どちらも不安でいっぱいの顔をしており、早く安心させてあげたくて、みずほは笑顔で体を起こそうとする。

「ふたりとも、心配かけてごめんね。ママはこのとおり、もう平気……ゴホゴホッ！」

　しかし途中で咳き込んでしまい、水明に「無理はするな」と背を撫でられる。

「貴様の飲んだ水を抜いて、酸素を送ってやったばかりだ。落ち着いて呼吸しろ」

「さ、酸素を送ったって……どうやって……」

「無論、口から口へだが」

「へっ!?」

　つまりは人工呼吸。事実としては水明とキスをしたことになる。

（い、意識がない間に、そんな……！）

　日常的に水明からされる髪や額へのキスとも、自ら唇の横にしたキスとも違う。正真正銘の唇同士を合わせたことへの衝撃で、みずほはボンッと破裂したように顔が真っ赤になった。

　子供たちが「まぁま、たこしゃん」「たこやきー」と囃し立てる。水明もクツクツと喉を鳴らして笑っている。

「俺とは二度目だというのに、そう初う心ぶな反応をされるとおかしいな。意識があるときにしてやりたくなる」

「二度目って……や、やっぱり、昔プールで私を助けてくれたのも水明なんだよね？」

「ああ、そうだ」

　もう隠すこともないと思ったのだろう、水明はすぐに肯定した。

「……水明って、本当は龍なの？」

「龍の姿にもなれるというだけで、もとが龍とこの人型、どちらか一方というわけではない。ついでに明かしておくと……みずほ、貴様は俺の祠を直してくれた、貴様の言葉を借りるなら俺の〝恩人〟だ」

　学校のプールのそばに建っていた祠も、水明の祠だったのだ。

　水明はみずほをプールから助けたあと、例の術でみずほの中から自分の記憶を消した。けれども、まだ今より水明の力が弱かったため、術のかかりも弱く、みずほの中に記憶の断片が残っていたようだ。

「貴様が嵐の日、赤子の子供たちを見つけたのは紛れもなく偶然だ。だが手水舎の水に映っていた貴様を見たとき、昔に繋いだ縁えにしが、確かに過去からまた繋がった。俺のみすぼらしい祠を気にかけ、不器用ながらも直したみずほのことが……俺はずっと忘れられなかったんだ」

　当時のことを思い出しているのか、水明は慈しむような、愛おしむような目をする。

　みずほからすれば何気ない行動だったが、それがかつては孤独だった水神様の心に、いつまでも残る火を灯したらしい。

「水明……それを言うなら、水明も私の〝恩人〟だよ。あのとき命を救ってくれたんだから。助けてくれた龍のこと、私だって忘れたことはないよ。まさか水明だったなんて……今の今まで、気付かなかったけど」

「互いに忘れられない相手だった、ということでいいか？」

「……うん、そうかも」

　水明とみずほは、互いの姿が瞳の中で確認できる近さで見つめあう。

　そういえばプールで溺れた夜に、一度目のキスをしていたなら、みずほのファーストキスの相手は必然的に水明だ。

（それはそれで嬉しい……なんて）

　最初のキスの相手が神様で、のちに旦那様にもなるなんて、なんだかおとぎ話のようだ。

（私の気持ち……水明に伝えなきゃ。あなたと本当の夫婦になりたいって、ちゃんと言わなくちゃ）

　だけど今は、熱い想いが喉元に渦巻いて、ろくに言葉にできそうになかった。

　水明の手のひらがみずほの頬を包む。どちらからともなく、顔がさらにどんどん近付いていって、三度目のキスを交わしそうになったとき……ハッと、みずほは肝心なことを思い出す。

「そ、そうだ、堕ち神は!?　堕ち神はどうなったの!?」

「チッ……いいところでそんなことを聞くな。邪魔をされた気分だ」

　甘い空気が一気に霧む散さんしてしまい、水明は煩わずらわしそうに髪をかきあげる。

「……俺がここにいることが答えだな。歳だけ食った堕ち神などに、この俺が負けるはずがないだろう」

　歳だけ、を強調した水明は、若造と罵ののしられたことを気にしていたらしい。神々の基準からすれば、水明はまだまだ新米神様だ。

　子供たちに「ぱぱ、ちゅよい！」「かっちょ、いい」と褒め称えられ、ふふんと水明が鼻を高くする。

　一転して、まるで家のリビングにいるような、一家団欒の雰囲気になった。

「だが一時的に神力を封じてきただけで、まだちゃんとした封印は済んでいない。その前に貴様の命の危機を、ブレスレットが教えてくれたからな。急いで龍になって飛んできたんだ」

「そうだったんだ……ありがとう」

　みずほは眼前に腕を持ちあげて、薄闇の中でもキラリと輝くブレスレットを見つめる。ここにきて、これはなにかと大活躍してくれた。

「私ね、このブレスレットの効果で、湖に映った〝ある人〟の過去を見たの。たぶん、あれは堕ち神と関係が……」

　例の映像について伝えておこうとしたが、ガサガサッという葉は擦ずれの音に中断される。

　みずほが音のした方を向けば、木に手をつき、満まん身しん創そう痍いながらも、執念深く怨えん嗟さの形相でこちらを睨む堕ち神がいた。

「あの程度で私を封じたつもりなど……笑わせる！　私はまだやれるぞ、人の世を混乱に陥れ、神々にも復讐するまで、必ず……っ！」

「もうやめろ……今の貴様では、万にひとつも俺には勝てん」

　静かに諭す水明に、堕ち神は悔しそうに歯噛みする。

「くそっ……神の子の力さえ、手に入っていれば……！」

　そんな彼は組紐がほどかれ、白銀の長い髪は乱れて狩衣に纏わりついていた。組紐の方は、しっかりと手に握られている。こんな状態でもけっして手放さないことからも、堕ち神が大切にしていることは明白だ。

　みずほは水明にもたれていた体を今度こそ起こし、おずおずと口を開く。

「あの……その組紐はもともと、とある女性のものですよね？」

「っ！　お前……緋沙子のことを知っているのか？」

　みずほは『緋沙子』という名を反はん芻すうする。うたかた神社の古びた絵馬に、記されていた名と同じだ。

　子供たちが堕ち神に怯おびえて、みずほにぎゅうっと抱きついてきたが、みずほは「大丈夫だよ」とそれぞれの頭を撫でる。

「緋沙子さんのことは……少しだけ、知っています。よければあなたの口から、緋沙子さんの話を聞かせてもらえませんか？」

「おい」

　水明が咎めてくるが、みずほは曖昧に笑って押し通す。

　みずほとて、子供たちを害そうとしたことはけっして許せない。

　だけどなぜ堕ち神が道を外れてしまったのか、過去に関わる緋沙子の映像を見たことで、みずほは彼の気持ちも知りたいと思ったのだ。

「緋沙子、緋沙子は……」

　堕ち神は怨嗟の形相を困惑に変え、みずほの申し出に揺れていた。

　だが、かつては神として人の想いを聞くばかりだった彼も、今は百年近く秘めた想いを、他者に聞いてほしいと感じたのか……やがて訥々と語りだす。

「緋沙子は……私がうたかた神社の水神を務めていた頃、氏子だった女性だ」

　彼女は明るく真っ直ぐな性格で、氏子の中でも特に熱心な信仰心を持っていたという。まだ年若いにもかかわらず、緋沙子は毎日のように欠かさず参拝に訪れ、祭さい祀しの際などには誰よりも働き、敬虔に神社に奉仕していた。

「私は愚かにも、そんな彼女に恋慕に近い情を抱いてしまった。だが所詮、神と人だ。結ばれることはないと、私は姿を現すようなことはしなかった。彼女が信仰する神として、彼女を見守れたらそれでよかった……ああ、だが一度だけ」

　フッと堕ち神は、微かに相好を崩す。

「神職の者に聞いたのか、彼女が私の名を口にしたときは、みっともなくも心震えたものだ」

「その……あなたのお名前はなんというんですか？」

　堕ち神ではない、彼にも水明のような名前があるのだ。

　しかし水明が「そんなことを尋ねてどうする」と、露骨に不機嫌になる。

「す、水明、今大事なところだから！」

「いや、看過はできんな。俺以外の男の神しん名めいを聞くとは、れっきとした浮気に値するぞ」

「えっ、う、浮気っ!?　そんなのしてないよ！」

　痴話喧嘩のような会話を繰り広げていると、子供たちに「けんかー！」「けんか、めっ」と怒られてしまう。

　家族の他愛のないやり取りに、堕ち神はなにを思ったのか、「水み無な月づきだ……私の名は」と答えてくれた。

「水無月さんっていうんですね」

「……名を呼ばれるのは、ずいぶんと久方ぶりだ」

　懐かしむように、眉尻を下げる水無月。

　水明は「俺には最初から呼び捨てのくせに、堕ち神ごときに敬称をつけるとはどういう了見だ？」と、みずほにブツブツ文句を垂れていたが、みずほは聞かないフリをした。

　水無月は話を続ける。

「緋沙子はやがて、親の決めた相手と結婚した。息子も生まれ、うたかた神社にお宮参りにも訪れていた。彼女はとても幸せそうで……だがそれも、長くは続かなかった」

　水無月はぐっと、組紐を握る手に力を込める。

「ある日、彼女が神前で打ち明けたのだ。夫の帰りが近頃遅く、別の女と会っているようだと。成長した息子も、外で無法者と連れだって帰ってこなくなったと。家族の変わりように、気を病んだのだろう……緋沙子は日に日にやつれていった。そして、パタリと神社に来なくなった」

　水無月は緋沙子の様子を見に行くこともできた。緋沙子の家族に対しても、神の力を使ってなにかしら働きかけることだって……だけど水無月は、あえて動くことはしなかった。

　神と人との一線を超えられないと、生真面目にも己を律したのだ。だからなにもせず、神社で緋沙子が来るのをひたすら待ち続けた。

　……だけどそのことを、水無月はひどく後悔することになる。

「私が気付いたときには手遅れで……緋沙子はそこの湖に、身を投げたあとだった。彼女は家族に裏切られ、世を儚はかなんで命を絶ったのだ。湖に浮かんだ組紐を拾いあげたとき、私はもう、己の存在意義がわからなくなった。愛した人間ひとり救えず、なにが神か！」

「そのことから、自暴自棄になったというわけか……なるほどな」

　ここで水明は意外にも、「貴様が味わったその辛苦も、わからなくはない」と共感を示す。

　みずほの方にチラと視線を向けていて、みずほ自身はあいにくとその視線の意に気付かなかったが、人間を愛した神同士、水明には通ずるものがあったようだ。

「貴様は人間に希望を持てなくなり、やがて人間そのものを憎み、己の邪魔をした風神・雷神も憎み、神々も憎み……あらゆるものに憎しみを燃やしたまま、封印されたということだな。だがもとを辿れば貴様の憎しみは、緋沙子とやらを失った悲しみと、彼女を救えなかった自責の念だろう」

「ああ……そのとおりだ」

　水明に当時の心情をつぶさに言い当てられ、水無月は力なくうなだれる。みずほはその弱りきった姿に、胸に痛みを覚えた。

（彼は彼で、つらかったんだよね）

　だけどまだ、水無月は知らない真実があった。

（きっと、緋沙子さんの死の瞬間に向き合いたくなくて……水無月さんは、湖の映像を見ていないんだ）

　それならば今、みずほが伝えなくてはいけない。

「違うんです、水無月さん。緋沙子さんは……家族に裏切られてなんかいません。そのことは緋沙子さんも知っています。知った上で、自ら死を選んだんです」

「……どういうことだ」

「あなたに見てほしいものがあります」

　みずほはブレスレットを押さえながら、自分が見た過去を水無月にも見せるには、どうすればいいのか水明に尋ねてみる。水明は「そのブレスレットのついた手を、湖に入れてみろ」とすぐに答えてくれた。

「ほんの少し、ブレスレットが水に浸かるだけでいい。もう落ちて溺れないよう、くれぐれも気をつけろよ？」

「まま、ドボン、めっ！」

「まぁま、あぶにゃい」

「ライやフウまで……そ、そんなに心配しなくても大丈夫だよ！」

　先程まで溺死寸前だったせいで、家族そろってみずほに過保護になっている。子供たちにまで注意される始末だ。

　みずほは水明と子供たちが見守る中、湖のそばに座り込み、ブレスレットを腕ごと水に浸す。

　すると、一瞬だけ湖がパアッと光り、次いで水面に着物姿の女性が映った。

「ひ、緋沙子……？」

　よろよろと、水無月は湖に近付く。水無月と緋沙子は水面越しに向かい合うが、緋沙子が見つめるのは自分自身だ。

　自分に向けて、緋沙子は全てを告白する。

『私は重い病を患い……そのことをずっと家族にも友人にも、いらぬ心配をかけたくなくて黙っておりました』

「なっ……緋沙子が、病？」

『だけど家族にだけは隠せなかったようで……夫も息子も、私によい治療を受けさせるため、病院の伝つ手てをあたったり、仕事を紹介してもらって治療費を稼いだりと、彼らもまた私に隠れて、必死に私を生かそうとしてくれていました。夫は浮気などしておらず、息子も悪事に手を染めたわけではなかったのです。信じていなかったのは私の方……ああ、ごめんなさい、ごめんなさい……』

「なんだ、それは……」

　涙ながらの謝罪を繰り返す緋沙子に、水無月は愕がく然ぜんとしている。百年越しの真実を、まだ受け止めきれていないようだ。

『でもどうあがいたところで、私はもう長くはありません。これ以上、こんな私を愛してくれた、家族に負担などかけたくないのです。私がいなくなったら、もっと幸せに……末永く彼らが過ごせますように。さようなら。私は家族のおかげで、十分に幸せでした』

　最期に微笑んだ緋沙子は、確かにやつれて痛々しい見目だったが、とても凛として美しく、元の元気だった頃の……水無月が愛した彼女の面影があった。水無月の頬を、一筋の涙が伝い落ちる。

　その涙が水面に落ちて揺らぎ、緋沙子の姿は消えた。みずほも湖からそっと手を抜く。

「緋沙子がやつれて神社に来なくなったのは……家族のことで気を病んだのではない、病の進行だったということか」

「うん……」

　水明の呟きに、みずほは濡れた手もそのままに頷く。

　……緋沙子の選択を、みずほは正しかったとは思えない。実際に残された夫と息子は、緋沙子の死から時が経っても、湖のそばに花束を添えながら『最後までなにがあっても、生きることを諦めないでほしかった』と悔やんでいた。

　だけど、水無月が人間に絶望するきっかけとなった出来事は、決して家族の裏切りによるものではないと、それだけは知っておいてほしかった。

　水無月はいまだ湖の前で、涙を拭うこともなく膝をついている。その横顔に、みずほは言葉を選んで語りかける。

「家族にもいろんな形があって……私も実家には帰っていないし、母とは少し折り合いが悪いです。水明や子供たちとだって、奇妙な縁で繋がっただけで……。でも、フウもライも大切な自慢の子です。水明は私の頼りになる、だ、旦那様です。たとえ相手が神様でも、今の私にはかけがえのない家族なんです」

　みずほは照れつつも、さりげなく我が子自慢に、ずっと呼んでみたかった〝旦那様呼び〟をしてみた。

　するとそばに来た水明が、みずほの濡れた手を取って立たせ、優しく肩に腕を回す。

「よく言えたな。みずほは唯一無二の、俺の花嫁だ」

「ライ、まま、だいしゅき！」

「フウも、しゅき」

　そして子供たちも、みずほに惜しみのない笑顔を咲かせて抱きついてきた。家族のぬくもりに包まれながら、みずほはじんわりと実感する。

（ああ……ここが、私の居場所だ）

　みずほの肩を抱いたまま、水明もまた静かに水無月を見据える。

「緋沙子も、緋沙子の家族も、お互いを想いあっていたことは間違いない。どうだ？　人間も捨てたものじゃないだろう？　俺も昔は、人間などに期待していなかったが……みずほと出会って変わった。それに誰かを愛する想いは、神も人も同じだ。貴様が緋沙子を愛したように、俺もみずほを愛している」

「水明……それって……」

　みずほが弾かれたように水明の顔を見あげれば、水明はいつの間にか水無月ではなく、みずほに蜜のごとく甘い眼差しを注いでいた。好きでたまらないといった表情つきだ。

　水明がくれる愛情を、みずほは本心からのものか計りかねていたが、今はっきりと理解した。

　水明はみずほを――心から愛してくれている。

（う、あ……）

　ブワッと、皮膚を溶かしてしまいそうなほどの熱が、みずほの全身を駆け巡る。特に水明に触れられている箇所が、カッと何倍も熱くなった。堪らない彼への気持ちがあふれて、今にも叫び出してしまいそうだ。許されるならそうしていただろう。

　しかしながら今は、発覚したこのとんでもない事実を、ゆっくり噛み締められる状況ではない。

　水無月が立ち上がって深々と頭を下げてきたことで、みずほはいったん無理やり情動を落ち着ける。

「……私は長い間、誤解による自分本意な想いにとらわれ、神としてとうてい許されぬ行いを働いた。罰はいかようにも受ける。本当にすまなかった」

「水無月さん……」

「それと……過去の映像とはいえ、もう一度緋沙子に会わせてくれたこと、感謝する」

　俯いて顔は見えなかったが、水無月の声はどこかすっきりしていて憑き物が落ちたようだった。

　彼の持つ組紐についた鈴に、大粒の雨水が落ちる。

　リィンと、鈴は澄んだ音を奏でた。

　それは百年の時を超えて、緋沙子が「ありがとう」と伝えているようにも、みずほには感じられた。

「ふん……罰はいかようにもか。俺の子供たちと、俺の嫁が受けた分の仕打ちは当然、何倍にもして償ってもらうぞ。手始めに市中引き回しの刑にしてやろうか」

「て、手荒なまねはだめだよ、水明！」

「冗談だ」

　水明の冗談は相変わらず、どうにもわかりにくい。

「貴様の処分は、現役の風神・雷神に報告の上で決める。それまでこの山で自由にしていろ」

「……封印は施さないのか？」

「もう暴れる意思のない者に、そんなものは必要ないだろう」

　水明が淡々と方針を述べると、すっかり怯えを払拭した雷太が「わるしゃ、らーめよっ！」と、水無月に近付いてその膝をペチペチと叩いた。みずほは慌てて「こ、こら！」と雷太を抱える。

　すると抱っこが羨ましかったのか、風子がみずほの服の裾をくいくいと引いた。

　ちなみに湖でびしょびしょになった服は、みずほの意識のない間に、水明が水分を取り、風子が風で乾かしてくれていた。いまだ降る雨に現在進行形で打たれてはいるが、ぐっしょりということはない。

「なんだ、フウも抱っこをご所望か」

「あい」

「仕方ないな、ほら」

　風子の方は、水明がひょいっと抱きあげる。子供たちはそれぞれ、みずほと水明の腕の中で「おうち、かえりゅっ！」「おなか、へっちゃった」と騒いで呑気なものだ。

　水無月はその光景を前に、どこか眩しそうに瞳を細める。

「お前たちを見ていると、捨てた可能性を夢見てしまうな。緋沙子があの家族といて、幸せであったとわかったのに……。お前たちのように私も、神だ人だと余計なことは考えず、緋沙子の前に現れて想いを伝えていたら、私こそが緋沙子の家族になれていたかもしれない。私もいつかまた、誰かを愛してみたいものだ」

「今からでも遅くはないさ。可愛い嫁と子供がいるというのも、存外いいものだぞ」

　水明の軽口に、水無月は「そのようだな」と少しだけ笑って、森の奥へと消えていった。

　水無月を見送ってから、水明が「さて」と風子を抱え直す。

「これ以上、こんなところに長居は不要だ。子供たちもぐずりだしたことだし、さっさと家に帰るぞ」

「うん、みんなでお家に帰ろう」

　家族そろって愛しい我が家へ――それがきっと、今考え得る中で最高の幸せだ。

「帰ったらまず、俺は風呂を沸かす。食事は手軽に出前でも取るか。たまにはいいだろう」

「そうしよっか、ふたりはなに食べたい？」

「ライ、ぎょーじゃ！」

「ちゃー、はん……」

　これは中華で決定らしい。水明は油淋鶏ユーリンチーが食べたいそうで、みずほも想像したラーメンとエビチリに空腹を刺激される。

「……だけど、どうやって帰るの？」

　帰宅方法については、目下最大の問題だ。公共交通機関ではすぐに帰れそうもない。そもそもみずほは、この山から下りる体力すら微妙だった。

　だが水明は事もなげに、「龍になってここから飛べばいいだろう」などと信じられないことをのたまう。

「と、飛ぶって空を!?　待って、本気……？」

「そうやって俺はこの森に来たが？　龍になれば大きさは自由自在だ。人の目に映らないようにもできる。貴様と子供たちくらい、背に乗せてひとっ飛びしてやろう」

　そう宣言して、水明はいったん風子を地面に下ろすと、瞬く間に一匹の龍へと姿を変えた。

　伸びた二本の硬い角に、鋭い鉤かぎ爪づめ。二メートルくらいの長い胴体は、真っ白な鱗に覆われ、尻尾の先はちょっと湖に浸かっていた。その佇まいを水中以外で見るのは初めてで、みずほは荘厳さに感嘆の息を漏らす。

「すごい……」

「ぱぱ、かっちょいー！」

「いー」

　怖がる素振りもなく、特に雷太は大興奮だ。

　透き通る水色の瞳や、屈んで「さあ、早く乗れ」と命令する声も、そのまま水明なので、ちゃんとパパとも認識しているようである。

「ライ、いっち、ばん！」

「フウ、にー」

「お、お邪魔します……落とさないでね、水明！」

　子供たちは率先してよじのぼり、雷太は人差し指を立てて喜んでいる。風子も鱗をペタペタ触ってご満悦だ。

　みずほだけはおそるおそる乗っかり、子供たちを懐に引き寄せて、角の根本にしっかり腕を巻きつけた。

「振り落とされないように捕まっていろよ？」

　グンッと、水明の体が一気に上昇する。

　――そこからのことは、みずほは正直あまり覚えていない。

　雨風にも配慮して、水明は家々の屋根に触れるくらいの低空飛行で、あまりスピードも出さずに飛んでくれたが、みずほはもとよりスリリングな絶叫系は苦手である。小学生のときに乗ったジェットコースターより恐ろしく、「ひっ！」やら「きゃああああ！」やら「もう無理、無理だよっ！」やら悲鳴をあげ続けた。

　龍に乗っている間、みずほたちの姿はまとめて水明の力で消せても、声までは消せないそうで……明日にはご近所中に、夜に謎の悲鳴が聞こえたと噂になるかもしれない。

　反して、子供たちは「ぱぱー！　もっちょ、はやくー！」「びゅんびゅんー」とずっと楽しそうだった。

「や、やっと着いた……今日で寿命が十年は縮んだよ……」

「安全運転のつもりだったがな。現にフウもライもピンピンしているぞ」

　玄関の上がり框に座り込んで動けないみずほを、人間に戻った水明がやれやれと見下ろす。

　子供たちは帰宅した途端、わー！　と元気よくリビングの方に走っていった。彼らが歩いたあとには、足跡のように点々と水滴が散っている。

　水無月に捕まっていたというのに、タフなことだ。お子さまの体力にはなかなかついていけないみずほである。

「立てそうか？」

「ちょっと……すぐには動けそうにないかな。復活したら動くから、私は放っておいて子供たちを……」

「ならば仕方ないな」

「えっ、わっ!?」

　いきなり水明は、みずほを強引に横抱きにした。密着する体にみずほの鼓動が跳ねる。

　水明は俗に言う、お姫様抱っこで運んでくれるらしい。

「今日はみずほも頑張ったからな。俺からの特別サービスだ。風呂上がりにはまた髪も乾かしてやるし、温かい飲み物でも淹れてやる」

「あ、う、うん……ありがとう」

　上からきれいな微笑みを向けられて、みずほはパッと下を向く。

　あえて思い出さないよう努めていた、水明に本心から愛されているという事実が、時間をおいてまたのしかかってくる。

（私たちって、りょ、両想いってことでいいんだよね？　でも結局、私の方の気持ちは水明に伝え損ねたままで……だけどもうタイミングが……）

　水明は言葉にしてくれたのだから、みずほだってするべきだ。

　しかしながら、あの場でなら勢いで言えたかもしれないのに、日常の空気に戻ればもう無理だった。単純にとても恥ずかしい。

（それに私ったら、気持ちを確める前に素面でキスをしようとして……）

　三度目のキスを交わしかけたことも思い出し、水明の薄い唇に目が釘付けになる。

　ひとり赤い顔で悶々とするみずほに、水明は具合でも悪くなったのかと勘違いしたようで、「どうした？　まさか風邪でもひいたのか？」と過保護にも心配してくる。みずほは「な、なんでもないよ！」と返して、愛の言葉なんてますます言えなくなってしまう。

「あー！　ぱぱ、まま、だっこ！　ずりゅい！」

「いい、な」

　リビングに移動すれば、子供たちはてってってっと、みずほたちのもとへ走ってきた。雷太は「ぱぱ、もっかい、へんちんちてー！」と水明の足元に纏わりつき、風子は「フウも、フウも」とみずほに向かってジャンプする。

　どこまでも自由奔放な子供たちによって、みずほの悶々とした内情は吹き飛ばされた。

　賑やかな声が、洗濯物が放置されたリビングに反響する。親しんだ家の匂いがして、みずほはやっと帰ってきたのだと身に染みた。

「……やっぱり我が家が一番だね、水明」

「ああ、そうだな」

　みずほは誰にあてたわけでもなく、ただ笑って「ただいま」と呟いたのだった。




【みずほの育神日誌】

　事件は無事に解決できました！　水無月さんのことを想うと、少し切なくなるけど……子供たちに怪我ひとつなくてよかった。

　なにより昔、私を助けてくれたのが白い龍で、その正体が水明だったことにはビックリしたよ！

　でも水明から言わせてみれば、最初に祠を直して、水明を助けたのが私なんだって。再会して今一緒に子育てしているのは、まさに奇跡みたいだよね。私のことを、あ、愛しているって、本気だってわかったし……水明と両想いなんて、本当に奇跡。

　……でも私からはまだ、彼に言葉を返せそうにないから、ここにコッソリ書いておくね。いつか絶対に直接言うから、待っていてほしい。

　私は水明とかりそめじゃない、本当の夫婦になりたいよ。もしなれたら、いつか私と水明の間に、フウとライの弟か妹を作ってあげたりなんかとか……うわぁ、なしなし！　ここは明日消します！

　とにかく！　私も水明のことを、あいし……




「……なんだ、肝心なところで文章が切れているじゃないか」

　リビングのテーブルで日誌を書いていたみずほは、最後の最後で寝落ちしていた。ペンを無造作に転がし、ノートの上にうつ伏せになって、すぅすぅと寝息を立てている。本日の疲労を考えれば無理もない。

　水明は先に子供たちを寝かしつけ、みずほの様子を見に来たのだが、そこでたまたま日誌を覗いてしまったわけだ。

「俺とみずほの間に子か……それもいいな」

　もう少し風子と雷太が育ち、神の子として立派に成長すれば、第二の生活として大いにアリだと水明は思う。弟か妹ができれば、子供たちも嬉しいだろう……と。

「だがそれをまさか、みずほからこうして書いてくれるとは……」

　嫁への愛しさが溢れてきて、水明は起こさないように気をつけながら、眠るみずほの頭にキスをする。

　きっと、彼女はまだ知らないはずだ。

　人間に忘れ去られた祠で、孤独に長い時を生きていた水明が、何気ないみずほの行動にどれほど救われたのかも。

　プールで溺れたみずほを助けたときの、合わせた唇の感触が、ずっと水明の胸に残り続けていたことも。

　子供たちが選んだ母親がみずほだとわかったとき、震える程歓喜したことも。

　この先二度と、みずほを離してやるつもりがないことも。

　水明の思惑などなにも知らずに、こんな日誌を書いて、みずほは心地よさそうに眠っている。「フウ、ライ、パパが遊園地に連れて行ってくれるって……」などと寝言も呟いていて、家族で遊園地で遊ぶ夢でも見ているようだ。

「いつか嫌というほどわからせてやるから、覚悟しておけよ？」

　そう囁いて、水明はまたもやみずほを横抱きにすると、静かに寝室へと運んでいった。
















エピローグ







　波乱に溢れた夏は足早に通り過ぎ、季節は秋になった。

　みずほはエプロン姿でキッチンに立ち、レシピの手順を声にしながら、握った包丁を動かしている。

「まず食パンの耳を切って……この余った耳は、あとで砂糖をふってオーブンでラスクにしちゃおう。食パンにはマヨネーズを……ライ、塗れる？」

「まよー！　ぬりゅ！」

「次はラップを広げて……フウ、お願いできるかな？」

「んー、むにゃむにゃ」

　しかし、慣れない早起きで寝ぼけている風子は、用意していた薄切りハムやら、スライスチーズやらを風で宙に浮かせてしまう。

　みずほが舞う食材に「わわっ！　フウ、起きて起きて！」とストップをかけている間に、雷太は「ぬっちゃ！」と報告してくるが、なぜかマヨネーズで手どころか顔までベタベタだ。

　――みずほたちは本日、遠くの自然公園まで、みんなでピクニックに出かける予定である。

　そのため、みずほと子供たちはこうして早起きをして、お弁当用の『ロールサンドイッチ』を作っていた。

「ライ、ベタベタなところはこのタオルで拭いて！」

「うー」

「フウ、眠かったら、無理に手伝わずまだ寝ていてもいいんだよ？」

「や、まぁま、さんどいっち……つくりゅ……」

　バタバタしながらも、みずほはどうにかこうにか対処して、サンドイッチ作りを再開した。

　雷太がマヨネーズを塗ってくれたパンをラップに乗せ、パンの上に具材のハムとチーズを置く。そしてパンをクルクルと巻いたら、ラップで巻いたパンを包み、ほどほどの力でぎゅっと固めて完成だ。

「次の具材はレタスとツナかな。マヨネーズじゃなくて、バター塗ってみよっか！　全種類できてから、食べやすい大きさに切ろうね」

　ラップごと切るので崩れにくく、見た目も可愛いロールサンドイッチはお弁当に最適だ。

　……と、そこでダイニングの椅子の上に放置していた、みずほのスマホがピコンッと鳴る。

「ライ！　とりゅー！」

「あっ、コラ！　待って！」

　走りだした雷太が手に取る寸前で、みずほはスマホを確保できた。

「勝手に触っちゃだめ！　ライはこの前、私のスマホを壊したところでしょう？」

「むうー」

　雷太はバチバチと帯電して、不満そうに頬をぷっくり膨らませる。

　この電気の影響で、雷太は精密機械とは相性がよくない。先月もみずほのスマホで勝手に電話ごっこをしていたら、窓に張り付いた蝉に驚き放電して、スマホを全機能停止に追いやった。

　いろんなデータも三分の二ほど吹っ飛び、さすがにみずほもしばらく立ち直れなかった。それ以来、雷太とスマホの組み合わせには特に注意を払っている。

　そのわりに、雷太の手が届く椅子に置いておくあたり、詰めが甘いのだが……。

「メッセージは……杏からだ」

　文面にサッと目を通すと、内容は『お願い』だった。

『来月、お笑いライブによかったら付き合って！　ハウスダスダーズが地元に来るのよ、超レア！　チケットなしで誰でも立ち見ＯＫだし、絶対行きたい！　ひとりだと緊張するから一緒に来て！』

　ハウスダスダーズは、杏の好きな今が旬のお笑い芸人だ。みずほもバラエティで何度か見たことがあり、隣で風子もクスクス笑っていた記憶がある。

　みずほは『もちろんいいよ』と速攻で返信を送った。

　いつも杏に頼ってばかりなので、こうして頼られたときは応えたい。それにどんな大手取引先との交渉でも怯まない杏が、好きなお笑い芸人相手に緊張するのは可愛いと思う。

「問題なかったら、子供たちも連れていけるかな……？　杏ちゃんに〝うちの子自慢〟できるいい機会かもしれないなあ」

　みずほが先の予定に気分を弾ませていると、キッチンからトコトコと風子がやってくる。

「まぁま、ばちゃー、ぬっちゃっ」

「あ、ごめん！　フウひとりにやらせちゃったね。みんなでテキパキ終わらせよっか！」

　それからせっせと動いて、無事にサンドイッチは全て作り終えた。

　ふたつのビックサイズのお弁当箱に詰め、ふうと息をつくみずほに、ライは「かりゃあげ、ちゃまごやきはー？」と尋ねる。

「唐揚げや卵焼きとかのおかずは、由美さん家が担当なの。私たちはサンドイッチと飲み物担当だよ」

　今回のピクニックは、高井戸親子、ゆかりちゃんとその両親、綾香ちゃんと浩太くんとその両親、そしてみずほたち親子の、四家族で行くことになっている。

　高井戸家に集合し、車三台で乗りあわせる形だ。そして各家族それぞれで、他にもデザートやおにぎりなどを担当している。

「おべんとー、ふたちゅ」

「そっちは流さんに渡すやつだけどね」

「にゃがれ？」

　風子はコテンと首を傾げた。

　由美の家に行く前に、水明の仕事関係でうたかた神社にも寄ることになっている。日頃のお礼も兼ねて、雄太郎への差し入れだ。

「おっと、そろそろパパを起こしに行かなくちゃね」

「……もう起きているぞ」

　白銀の髪に若干寝癖をつけたスウェット姿の水明が、心なしか不服そうな表情で、いつの間にかキッチンに現れていた。

「子供たちと共に早起きして、弁当を作るなど聞いていないぞ。……俺にも声くらいかけろ」

「……もしかして水明、交ざりたかった？」

　無言の肯定を返す彼は、どうやら仲間外れにされて拗ねているらしい。

「ご、ごめん。仕事で疲れているだろうし、寝かせてあげようかなと思ったんだけど……」

「謝る気持ちがあるなら、おはようのキスは貴様からしろ」

「またそれ……い、いいけど」

　みずほはつま先立ちになると、軽いリップ音を立てて、水明の頬に口付けた。存外みずほが素直に従ったことに、要求した水明が目を見開く。

「なんだ、どういう風の吹き回しだ……嬉しいが」

「う、嬉しいんだ……たまには、その、私だってお嫁さんとして、旦那様のお願いに応えたいっていうか、なんというか」

（ちょっとずつでも、こうやって水明に好意を伝えていきたいし……）

　ただ気恥ずかしいことは気恥ずかしくて、みずほは水明に勢いよく背を向け、そそくさとお弁当をバッグにしまう。

　みずほの唇が触れた箇所を押さえ、ほんのり耳を赤くして余韻に浸る水明には、みずほは気付かずじまいだ。そんな水明の周りを、風子と雷太は「ぱぁぱ、うれちい？」「うれちい！」とニコニコ顔でグルグル回っている。

　みずほ宅は今日も朝から、愉快で賑やかだ。




　空は清々しい秋晴れ。

　うたかた神社に植えられたイチョウの木も、秋らしく色付きだしている。

　神社に着いて早々、拝殿前にいた雄太郎に弁当箱を渡すと、彼は「神子様がお作りになられたものを、人生の終盤でよもや食せるとは……光栄です」といたく感激していた。

　終盤などと言わず、みずほとしてはずっと元気でいてほしいものである。

「こちらはありがたく家内と、あと水無月様とも分けていただきますのう」

「……雄太郎、私のことは呼び捨てでいいと言っただろう。私はもう、お前の敬うような相手ではないのだから」

　ニコニコ顔の雄太郎の横には――白い作務衣を着て、竹ボウキを持った水無月が立っている。

　彼はあれから、現役の風神・雷神からきちんと裁きを受けた。その内容は『神の力のみ完全に封印した上で、人間界で一から修行すること』であり、それゆえにこうして、うたかた神社で滅私奉公している。

　彼の為そうとしたことを考えると〝手ぬるい〟とも取れる処分だが、現役の風神・雷神たちのお言葉はこうだ。

『罪を憎んで神を憎まず？　被害もそこまで広がる前だったし、子供たちも無事だったわけだから、結果的に〝雨塊あめつちくれを破らず、風かぜ枝えだを鳴らさず〟。人の世が平和に戻ったなら、あとはＯＫ、ＯＫ』

『とはいえ、それなりの償いは必要だから、力だけは封じておくぞ！　あとは迷惑かけた人間たちに、その分のご奉仕をするよーに！　〝電でん光こう朝ちょう露ろ〟、人は神より儚い生き物なんだから、存分に愛を持って尽くせよ』

　寛大なのかただ単に適当なのか、相変わらず飄ひょう々ひょうとした神様たちである。

「いやいや、水無月様は堕ち神になってしまわれていたとはいえ、ご先祖様がかつて仕えた水神様ですからのう。心を入れ替えて頑張られているのですから、敬意を持って接したいのですじゃ」

「……流はそう言うが、調子に乗られては困るな。俺からすれば貴様など、呼び捨てどころか下僕呼びでいいと考えているぞ」

　柔らかな表情の雄太郎に反し、水明が尖とがった視線を向ける。現役の風神・雷神の裁きに、一番納得がいっていないのは水明だ。

　みずほとて、子供たち誘拐の件は一生許すつもりはないが、もともと怒りが持続しないタイプなので、まさに誠心誠意、滅私奉公中の水無月に、わざわざ突っかかる気はしなかった。

　なにより風子と雷太が、意外にも水無月に懐いているのだ。

「みなぢゅきー！　あそ、んで！」

「また機会があれば、どんな遊びでも付き合おう」

「かみのけ、ひりゃひりゃー」

「ここまで長い髪は珍しいか？　存分に触るといい」

　作務衣の裾を無遠慮にぐいぐい引く雷太にも、長い白銀の髪を好き放題弄いじる風子にも、水無月は動じることなく対応していて、非常に面倒見がいい。

　現役の風神・雷神が祖父母ポジションだとしたら、水無月は甥っ子＆姪っ子を可愛がる親戚のおじさんポジションだ。

　……そんな彼の髪には、いまだに緋色の組紐が結ばれている。

　例の絵馬も絵馬掛所にかかったままで、あれについては、流家の先祖の手記の中に記述があった。

　書いたのは、水無月に仕えていた当時の神職だ。なんでもその神職は、水無月の緋沙子への想いをそれとなく察していた、と。そしていつか、水無月の封印が解けるかもしれないことを見越し、水無月を止めるヒントになるかも……と、絵馬を燃やさず残しておくよう子孫に託したのだった。

　子供たちと戯たわむれる水無月に、水明は「俺は絶対に、貴様の名など呼ばないからな」などと大人げない悪態をついている。

「私の名などいかようにも。子供たちと、水明とみずほが呼びやすいように、好きに呼べばいい」

「おい、俺と嫁の名前も、呼ぶ許可などしていないぞ」

　噛みつく水明の腕を、見かねたみずほが「もう用事は済んだなら行こうよ、ねっ？」と強引に引っ張った。

　子供たちにも呼びかければ、「はーい！」とすぐにみずほにくっついてくる。

「それじゃあ、流さん、水無月さん、また！」

「ご家族同士で集まって、これからピクニックでしたかな？　どうぞ楽しんできてくだされ」

「なにか困ったことがあれば、いつでも頼ってきてくれ。神の力が使えない私でも、お前たちのためには助力を惜しまない」

　雄太郎と水無月に見送られ、みずほたちは家族四人で仲よく手を繋いで、神社の石段をゆっくり下りていく。

　しかし途中でふと、みずほは一瞬だけ立ち止まり、赤い鳥居を振り返った。

　思い出したのは、子供たちが生まれた嵐の日だ。あの日みずほは、この神社に願い事をした。

『私を必要としてくれる、私だけの居場所が欲しい』

　それがあのときの、みずほの一番の願いであった。

（水明と、子供たちが叶えてくれたね）

　さすがは神様たちである。水明に至ってはこの神社の神なのだから、直じき々じきにみずほの願いを叶えてくれたとも言えるだろう。

「まぁま、どちたの？」

「はやく、いこっ！」

「急に止まるな。のんびりしていると遅れるぞ」

　風子、雷太、水明がそれぞれ、みずほに声をかける。

　それにみずほは「うん、行こっか」と笑って、繋いだ手に力を込めた。彼女の腕では、太陽の日差しを受けて番のブレスレットが輝いている。

　秋色に染まった風景の中、みずほたち家族は、楽しそうに歩みを再開した。




おわり










あとがき




　こんにちは、編乃 肌と申します。

　この度は本書をお手に取っていただき、心よりお礼申しあげます。




　前作に引き続き、またも偽装夫婦のお話ですが、今回はそこに『子育て』が加わりました。ちょっぴり自信のないポンコツヒロインのみずほと、俺様でたまに天然な水神様の水明、そして元気いっぱいな風神・雷神の子供である風子と雷太の、騒がしいやり取りはいかがでしたでしょうか？

　書いていてとても楽しかったのですが、途中でコメディに走りすぎ……担当様にはいろいろと軌道修正していただきました。

　母親として頑張るみずほと、水明に恋心を抱いていくみずほの、心情のバランスが特に大変でした。

　だけどその分、ハラハラ賑やかな子育てパートと、キュンとくる甘い恋愛パートとの、ふたつの面を読者様に楽しんでもらえる仕様になったかと！　盛りだくさんな一冊になりました。

　またオマケで前作『ウソつき夫婦のあやかし婚姻事情』シリーズの主役ふたりも、作中に特別出演しております。

　デパートのシーンでわりとガッツリ出ておりますね！

　この夫婦もお気に入りなので、みずほたち家族と合わせて、まだまだ愛でてもらえたら嬉しいです。




　最後に。カバーイラストを手掛けてくださった鈴倉温先生、ほんわかキュートなキャラたちがとっても素敵でした！　番のブレスレットも細かく描き込んでいただき、拝みました……。

　担当様並びにスターツ出版文庫編集部の皆様には、改稿の多い中で最後まで大変お世話になりました。支えてくれた友人、身内、作家仲間の皆様にも感謝が尽きません。

　そして読者様にありったけの愛を。読者様に支えられて生きています！




　本当にありがとうございました。

　どこかでまたお会いできますように。




編乃 肌

















この物語はフィクションです。実在の人物、団体等とは一切関係がありません。













かりそめ夫婦の育神日誌


～神様双子、育てます～
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